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っ 伊藤 國 
自然 が 好き で ます 











グル ー フ 経営 理念 


| お客様 第 一 主義 」 





ぢ 客 様 を 第 一 と し 
| 今 で も な お 、 お 客 様 は 何 を 不満 に 思っ て いる か 」 と いう 
問題 意識 を 常に 持ち 続け 、 常 に お 客 様 起点 で 考 ぇ 
行動 する こと が 伊藤 園 グ ルー プ の 中 心 的 考え 方 


誠実 を 売り 
お ぉ 客 様 と の 約束 を 守る 、 正 志 な 商品 を つく る 、 誠実 な 対応 、 
サー ビス を する な ど 、 誠実 と は 小さ な 約束 の 積み 重ね 


努力 を 怠ら ず 
変化 する 外部 環境 の 中 で 、 常 に 自ら を 磨く 努力 を する こと 


信頼 を 得る を 旨 と する 
自ら が 任せ られ る 人 だ と 思っ て も 6 ら え ぇ る 存在 に な る こと 、 
そし て 企業 と し て 広く 社会 か ら 信 頼 さ れ 必 要 と され る 存在 を 目指 す 





お 客 様 の 定 表 
消費 者 の 皆様 株 主 の 皆様 販売 先 の 皆様 
仕 入 先 の 皆様 金融 機関 の 皆様 地域 社会 の 皆様 





ご 挨 静 

| お客様 第 一 主義 ] と は 

すべ て の お も お客様 を 大 切 に する こと が 
経営 の 基本 で ある と する 

当社 の 経営 理念 で す 。 


ち 客 様 と は 、 消 費 者 の 皆様 、 株 主 の 皆様 、 販 売 先 の 皆様 、 仕 入 
先 の 皆様 、 金 融 機関 の 皆様 、 地 域 社会 の 皆様 で す 。 当 社 と か 
か わる すべ て の 方 々 を ゎ 客 様 と 位置 付け 、 を それぞれ の ご 意見 や ご 
要望 に 真 黄 に 向き 合い 、 常 に お 客 様 の 立場 に 立っ た 対応 を 図る 
こと が 経営 の 根幹 で す 。 今後 この 経営 理念 の 6 と 、 長期 ビ ジョ ン 
| 世界 の ティ ー カ ン パ ニー」 の 実現 に 向け て まい 進 し て いき ます 。 
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編集 方 針 

[伊藤 園 統合 レポ ー ト 2020」 は 、 当 社 の 財務 情報 非 財務 情報 の 統合 報告 
書 と し て 作成 し た あの で す 。 この ほか 、 ス テー ク ホ ル ダ ー の 皆様 に 、 よ り 当社 に つ 
いて 理解 し て いた だ ける よう 、 多角 的 な 視点 か ら レ ポー ト や ホー ムペ ー ジ で も $ 情 
報 発信 し て いま す 。 2020 年 4 月 期 (2019 年 $ 月 1 日 一 2020 年 4 月 30 日 ) の 活 
動 を 中 心 に 、 一 部 それ 以前 か ら の 取り 組み や 、 直 近 の 活動 報告 も 含ん で いま す 。 
また 、 紹 介する 関係 者 の 所 属 ・ 役 職名 は 活動 当時 の $ の で す 。 
(発行 年 月 :2020 年 12 月 ) 
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ぢ お 客 様 第 一 主義 の 実践 
| 世界 の ティ ー カ ン バ パニ ー」 へ 


| お 竹 様 第 一 主義 ] を チー ム 伊 藤 園 と し て 社員 全員 で 実践 し ます 。 当社 で は マー ケティング を 


実践 する た め | 売れ る 仕組 み づ 〈《 り 」 と し て 次 の よう に 整理 し 、 社 員 に 浸 衝 き せ て いま す 。 


ーー、 2. 客 様 に 


| 商品 化 計画 ` 計 計 ズ て PP 
Merchandising ( 
二 あ < 人 J い ノ 













市 場 調査 
Marketing ーー 
Research 


販売 活動 


Sales 


広告 宮 伝 
Advertising 





販売 促進 
Sales Promotion ! 





ST HIL 製品 や サー ビス を 通し て お 客 様 の 期待 に お 応え し た い 。 
当社 は 、|STILL NOW」 を 合言葉 に | 今 で も な お 、 お 客 様 は 何 を 不満 に 思っ て いる か …」 と いう 問題 意識 を 常に 持ち 
N()W/ 了 続け ます 。 これ は 「 お客 様 第 一 主義 ] を 実践 する た め の 当 社 の 考 ぇ 方 の 基本 で す 。 営業 の 現場 か ら 絶 え ず 寄せ られ る 
の 精神 おぉ 客 様 の 要望 や 不満 は 、 製 品 開発 に 活か きれ て いま す 。 
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300 


沿 早 


当社 は 、1984 年 に 他社 に 先駆 け 世界 初 と な る 綴 茶 飲料 | 向 入 り 草 集 を 発明 し 、 
緑 余 飲 料 市 場 を 開拓 し まし た 。1989 年 、 今 や 日 本 の みな ら ず 世界 で 親しま れ て いる | おーい お 人 茶 」 の 販売 を 
開始 する な ど 、 い くつ も の | 世界 初 ]| 業界 初 」 の 技術 を 積み 重ね 、 革 新 的 な 


現在 、 当 社 は 、|「 お 客 様 第 一 主義 ] の 経営 理念 の 6$ と 、| 自然 ・ 健 康 ・ 安 全 ・ 
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上 量 重用 シン ii00O 上 の 


SNR コン ロク トド 28 う つき た 則 ロロ シ ョ ン 0 の 2 | 旧 欠 の 2 リク ハミ | し ( の 2 の | 康 。 
資す る 豊か な 生活 を 提案 する こと を 目指 し て いま す 。 リーフ (茶葉 ) お よび 飲 料 ( ド リン ク ) を 中 心 に 国内 で の 


還 線 信和 有 2 SUG の 00000WM クノ ルク ョ ンク 和 (0 8 し 0 ノシ クン ド の 上 (レン ルン (5848. 
創出 し 、 持 続 的 な 成長 を 実現 し て いき ます 。 
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1966.8 伊藤 園 の 前 身 で ある フロ ンティア 製茶 株 1987.7 米国 ハワイ 州 に ITO-EN(USA)INC. 2004.10 IITO EN AUSTRALIA PTY LIMTTED 
式 会 社 を 静岡 県 静岡 市 に 設立 を 設立 に 荒 信 工場 を 新設 、 生 産 開始 
1969.5 商号 を 株 式 会 社 伊藤 園 に 変更 1992.5 株 式 店 頭 公開 2006.6 米国 フロ リ ダ 州 の サプリ メン ト 関 連 事業 を 
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1 アク 6 中 国土 産 畜 産 進 出口 総 公 司 と 日 本 で 2001.5 米国 ニュ ー ヨ ー ク 州 に ITO EN 
NE (North America) INC. を 設立 
帝 引 、 ソ ー ロ ン 入 の 販売 を 開始 
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2008.3 ダノン グル ー プ ( ボ 礼 : ア ラン ス ) と ナチ ュ 
ラル ミネ ラル ウォ ー タ ー| エビ アン 」 の 国 
内 独占 販売 権 契約 を 締結 

自動 販売 機 の メン テ ナ ン ス や 調達 な ど を 
行う 株 式 会 社 グ リー ン バ パリ ュー を 設立 
聞 製 品 な どの 製造 販売 を 行 2 チ チ ヤ ス 
株 式 会 社 の 株 式 を 取得 

シン ガ ポ ー ル に ITO EN Asia 
Pacific Holdings Pte. Ltd. を 設立 

.9 中 国 に 伊藤 園 飲料 (上 海 ) 有 限 公 司 を 


設立 


2012.10 自動 販売 機 事 業 を 展開 する ネオ ス 株 
式 会 社 の 株 式 を 取得 

タイ に ITO EN (Thailand) Co., Ltd. を 
設 V. 

イン ド ネ シア に PT ITO EN 
ULIRAIAYA WHOLESALE を 設立 
ITO EN (North America) INC. が 
米国 を 中 心 に コー ヒ 一 豆 の 栽培 か ら 販 
売 まで を 行う Distant Lands Trading 
Co. の 株 式 を 取得 


2016.92 


UM15.9 UI 9 


2018.6 


2012.5 


2016.6 静岡 相良 工場 敷地 内 に 抹茶 工房 を 
新設 








兵庫 県 神戸 市 に 緑茶 飲料 用 な どの 茶葉 

を 仕上 加工 する 神戸 工場 を 新設 

| 伊藤園 テ ィ ー テ イス ター 社内 検定 を 

厚生 労働 省 が 社内 検定 認定 制度 の 

平成 28 年 の 制度 改正 後 の 第 1 号 と し 

て 認定 

抹茶 の 認知 症 予 防 効 果 を 検証 する 際 

床 実験 の 実施 を 合意 (株 式 会 社 島津 

製作 所 ・ 株 式 会 社 MCBI 共 同 ) 

| お ーー い お 茶 」 プラ ンド ギネス 世界 記録 @ 
※ 「 最 大 の ナチ ュ ラ ル ヘ ル シ ーRTD 緑 茶 

飲料 」 販売 実績 (2018 年 1 一 12 月 ) 
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仙 値 創造 に 向け た 戦略 と 取り 組み 


社長 メッ セー ジ 








世界 の お ぉ お客様 の 

| 健康] に 貢献 する 

| 健康 創造 企業 ] を 目指 し 、 
挑戦 を 続け て いき ます 。 









代表 取締 役 社長 
執行 役員 


本 庄 大 介 






伊藤 園 グ ルー プ は 、 創 業 以 来 「 お 客 様 第 一 主義 ] の 拡大 に より 、 社 会 経済 環境 は 大 きく 変化 し 、 私 た ちの 生活 
経営 理念 に 基づき 、 お 客 様 と の 接点 を 第 一 に 考え て 、 企 に お いて は 、 感 染 予 防 と 経済 活動 を 両立 きせ る 「 新しい 生 
業 活動 に 取り 組ん で きま し た 。「 お 客 様 第 一 主義 ] と は 、 常 活 様 式 ] が 浸透 し つつ あり ます 。 今後 も 長期 化す る こと が 
に 「STILL NOW ( 今 で も な お ぉ 、 お 客 様 は 何 を 不満 に 思っ 予想 され 、with コ ロナ 時 代 に お ける 消費 者 の 意識 や 行動 
て いる か )」 の 精神 で 、 お 客 様 に 沿う 製品 や サー ビス を 提供 は 大 きく 変化 し て いく 《 も の と 考え て いま す 。 
し 、 お 客 様 の より 良い 生活 に 貢献 する こと で す 。 伊藤 園 グ ルー プ を 取り 巻く 事業 環境 も 激変 し て いま す が 、 
伊藤 園 は 1966 年 の 「 パ ッ ク 茶 」 の 販売 に 始ま り 、 企業 の 使命 は 「 雇 用 の 維持 」、「 事業 の 継続 ]、| 社会 へ 


1980 年 に は 世界 初 の | 告 入 り ウ ー ロ ン 人 茶 」 を 全国 で 発売 、 の 頁 献 ] で あり 、 利益 も 上 げ て 事業 を 継続 し て いく と と も に 、 
1984 年 に は 世界 に 先駆 け て 緑茶 の 飲料 化 に 成功 し まし 社会 貢献 も 忘れ て は な ら な いと 考え て いま す 。 社会 全体 が 
た 。 を そし て 、1989 年 に | お < こい お茶 ブラ ンド が 誕生 、 良く な り 、 そ の 中 で 伊藤 園 グ ルー プ $ 成 長 し て いか な けれ ば 
1990 年 に は 、 世 界 初 の ペッ ト ボ トル 信 り 緑 共 飲料 の 開発 な り ま せん 。 この よう な 先 の 見 えな い 状 況 で ある か ら こ そ 、 経 
に 成功 する な ど 数 々 の | 世界 初 ]| 業界 初 ] を 打ち 出し 、 お 営 理念 | お 客 様 第 一 主義 ] の 原点 に 立ち 返り 、 社 員 が る 


客 様 の ライ フス タイ ル の 変化 に 沿っ て 、 市 場 を 創造 し て きま れ ぞ れ の 立場 で お 客 様 と 真 表 に 向き 合い 、 自 分 た ち は 何 が 
し だ で きる の か を 常に 考え 、 ピ ンチ を チャ ンス に 変え る 挑戦 を し て 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 (以下 、 新 型 コ ロナ ) の 感染 いき ます 。 
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新型 コロ ナウ イル ス へ の 当社 の 対応 


2020 年 の 年 明け か ら 世 界 的 な 感染 拡大 た な っ た 新型 
コロ ナ に より 、 伊 藤 園 グル ー プ は ウイ ルス 感染 対策 室 を 立 
ち 上 ば げ ば 、 従 業 員 が 安全 に 働け る 環境 を 整え まし た 。 第 一 
に 、 お 客 様 の 健康 、 安 全 、 安 心 を 最 優 先 す る 、 第 二 に 、 生 
活 に 欠か せな い 飲 料 の 安定 的 な 供給 を も はじめ と し た 当社 
グル ー プ の 事業 を 継続 きせ る 、 第 三 に 、 医 療 活動 に 日 々 奮 
開 さ れる 医療 従事 者 の 皆様 に 茶 系 製品 (飲料 ・ リ ー フ ) や 





コー ヒー の ポッ ト サ ー ビ ス を 無償 で 提供 する 等 の 基本 方 針 
を 定め 、 対 策 を 講じ て いま す 。 


緊急 事態 宣言 の 発出 時 に は 、 従 業 員 の 安全 を 考慮 し 、 
時 差出 勤 や 在宅 勤務 な ど 働 き 方 に 柔軟 性 を 持た せ 対 応 
し まし た 。 また 、 全 国 の 営業 拠点 綱 を 通じ て 、 各 地域 の 病 
院 や 和 宿 泊 療 養 施 設 な ど に 製品 の 無償 提供 を 行っ て いま す 。 
今後 も 、 お客様 の ライ フラ イン を 支え る 飲料 を お 届け する 企 
業 と し て の 使命 感 に 立ち 、 感 菜 予 防 対 策 を 徹底 し 、 事 業 
活動 に 励ん で いき ます 。 


2020 年 4 月 期 の 振り 返り 


前 期 は 、 夏 場 の 天候 不順 、2019 年 10 月 の 激甚 災害 
に 指定 きれ た 至 風 等 の 自然 災害 、 そ し て 2020 年 か ら の 新 
型 コ ロナ の 感染 拡大 に より 、 グ ルー プ 事 業 全体 で 減収 減 
人 益 の 厳し い 結果 と な り ま し た 。 伊藤 園 単体 で は 、 継 続 的 に 
収益 改善 の 取り 組み に 注力 し て きた 結果 、 売 上 高 は 
3,777 億 87 百 万 円 (前 期 比 4.2% 減 ) で 減収 と な っ た も 
の の 、 営 業 利益 は 166 億 26 百 万 円 (前 期 比 4.9% 増 ) 
の 増益 と な り ま し た 。 タ リー ズ コ ー ヒ ー ジ ャ パン で は 、4 月 の 
緊急 事態 宣言 発出 を も 受け て 、 お 客 様 と 従業 員 の 安全 を 
最 優先 に 考え 、9 割 以上 の 店 舗 で 臨時 休業 お よび 時 短 
営業 等 の 対応 を と り 、 感 予 防 対策 の 徹底 ・ 強 化 策 を 講 
じ ま し た 。 海外 グル ー プ 会 社 に お いて も 、 新型 コロ ナ の 影 
響 を 大 きく 受け た 結果 、 連 結 業 績 は 売上 高 4.833 億 60 
百 万 円 (前 期 比 4.1% 減 )、 営 業 利益 199 億 40 百 万 円 
( 同 12.6% 減 )、 経 常 利 益 194 億 32 百 万 円 ( 同 16.3 % 
減 )、 当 期 純 利 益 77 億 93 百 万 円 ( 同 46.1% 減 ) の 減収 
減益 と な り ま し た 。 














中 長期 の 課 症 


伊藤 園 グ ルー プ は 、2022 年 4 月 期 ま で の 5 カ年 の 中 長 
期 経 営 計画 に お いて | 世界 の ティ ー カ ン パ ニー」 を 目標 と 
し 、 国内 事業 の 強化 、 海 外事 業 展開 の 加速 化 、ROE 
経営 の 強化 、CSV 経 営 と ESG へ の 取り 組み 強化 の 4 つ を 
柱 に 推進 し て いま す 。 

2021 年 4 月 期 は 、|「 世界 の ティ ー カ ン パ ニー」 を 目指 す 
当社 に と っ て 、 東京 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 を 
契機 に 、 大 きく 飛躍 する 年 と 位置 付け て いま し た が 、 コ ロナ 
位 で 開催 が 延期 と な り 、 訪 日 外国 人 は 大 幅 に 減少 、 世 界 
の 市 場 環 境 も 激変 し て いま す 。 これ ら の 外部 環境 を 踏ま え 、 
伊藤 園 グ ルー プ は 足元 を し っ か り と 固め な が ら 、 中 長期 経 
営 計画 に つい て 見 直し を 進め て いま す 。 


国内 事業 の 強化 と 収益 性 の 改善 

都心 部 を 中 心 に コン ビニ エン スス ト ア や 自動 販売 機 で 
の 購入 機会 が 減少 し 、 感 染 防 止 の た め 通信 販売 が 増え 
る な ど 、 消 費 者 行動 $ 変 化し て いま す 。 当社 の 自販 機 事業 
に お いて も 、 人 の 移動 が 大 幅 に 減少 し た こと に より 、 交 通 系 
イン フラ を は じ め 都 心 部 を 中 心 に 大 き な 影 響 を 受け て いま 
す 。 一 方 で 、 全 国 196 拠 点 の 地域 夫 着 型 の ルー ト セ ー ル 
の 強み を 活か し 、 こ れ ま で 以上 に 丁寧 な 訪問 に 取り 組ん で 
いま す 。 お客様 と の 接点 を これ まで 以上 に 大 切 に し 、 強い 
頼 関 係 を 構築 し て いき ます 。 
収益 性 に つい て は 、2020 年 4 月 期 は 国内 外 と $ に 厳し 
い 事 業 環 境 の 中 、 収 益 性 の 改善 に 取り 組ん だ 結果 、 伊 
藤 園 単体 の 営業 利益 率 は 2018 年 4 月 期 4.0% か ら 、 
2020 年 4 月 期 4.4% と 改善 する こと が で きま し た 。 タ リー ズ 
コー ヒー ジャ パン な どの サー ビス 事業 は 依然 と し て 厳し い 状 
況 が 続い て お り 、 海 外 子会社 に つい て は 日 本 以上 に 新型 
コロ ナ の 影響 を 受け て いる だめ 、 こ れ ま で 以上 に 、 伊 藤 園 単 
体 の 収益 性 の 改善 が 重要 と 考え て いま す 。 

当社 は 全国 を ? ブ ロッ ク に 分 け て 飲料 を 委託 製造 する 
ブロ ッ ク 生 産 ・ 物 流体 制 を 構築 し て お り 、 生 産 効率 の 向 
上 と 物流 効率 の 改善 に 徹底 的 に 取り 組ん で いき ます 。 


ー ト 、 
ml 川 
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価値 創造 に 向け た 戦略 と 取り 組み 


社長 メッ セー ジ 


まだ 、 当 社 で $ 勤 務 体制 を 柔軟 に し て オン ライ ン の 活用 を 
積極 的 に 取り 入れ る な ど | 働き 方 改革 ] を より 一 層 推 進 し 、 
労働 生産 性 の 向上 に 取り 組ん で いき ます 。 早期 に 営業 
利益 率 $% 以 上 を 達成 する た め 、 引 き 続 き 収益 性 の 改 
療 に 努め ます 。 


海外 事業 の 基盤 強化 

海外 で は 北米 、 中 国 、 東 南ア ジア ・ 豪 州 を 中 心 に 事業 
を 展開 し て いま す 。 肥満 率 の 上 昇 が 社会 問題 と が っ て いる 
米国 を は じ め 、 各 国 で | 健康] へ の 意識 が 高まっ て いま す 。 
当社 は 、 飲 料 製 品 の 「 おーい お 茶 」 と ティ ー バ ッ グ 製品 な 
どの ITO EN |「MATCHA GREEN TEA | を グロ ー バ 
ルブラン ド 製 品 と 位置 付け 、 現 地 開 発 プ ブラ ンド と 普 行 し て 
展開 し て いま す 。 世界 の 茶 系 飲料 市 場 は 健康 志向 を 背 
景 に 今後 も 成長 する 見 込み で 、2020 年 4 月 期 の 「 おーい 
ぢ ぉ 茶 」 の 販売 数 量 は 北米 で 1$% 増 加 、 中 国 で は 2% 増 
加 と な り 、 新型 コロ ナ の 影響 を 受け た も の の 、 い ずれ も る 各国 
市 場 の 成長 率 を 上 回 っ て いま す 。 今後 $、 北 米 と 中 国 を 重 
点 市 場 と し て 、 伸 長 す る EC マー ケッ ト に も 力 を 人 人 れ 、 グ ロー 
バル ブラ ンド の 拡販 を 図っ て いき ます 。 

また 、 豪州 事業 で は 、 テ ィ ー バ ッ グ 工場 を 設立 し 、 豪州 
産 緑茶 も 使っ た ティ ー バ ッ グ 製品 TTO EN「MATCHA 
GREEN TEA」 を 2020 年 $ 月 より 製造 、 販 売 し て いま す 。 
今後 、 地 産地 消 型 の び ジ ネス モデ ル と し て 基盤 を 強化 し て 
いき ます 。 


おぉ 客 様 の | 健康 」 課題 へ の 取り 組み 
ぢ 茶 で | 人生 100 年 時 代 ] を サポ ー ト 

日 本 は 、| 人 生 100 年 時 代 ] いわ れる 超 高齢 社会 に 入 
り 、 長 い 人 生 を より 充実 し た も あの に する た だ ため に 、 健 康 寿命 の 
延伸 が 大 き な 課 題 で す 。 それ に 加え 、with コ ロナ 時 代 の 到 
来 に より 、 生 活 習 慣 病 な どの 健康 不安 や 生活 不安 が 増加 
し て いま す 。 その 中 で $ 特 に 、 認知 症 高齢 者 の 増加 と 、 認 
知 症 と も 関連 が 深い と きれ る 、 糖 尿 病 や 高血圧 症 な どの 生 
活 習 慣 病 の 増加 が 大 き な 社 会 課題 と な が っ て お り 、 当 社 は 、 
これ ら の 課題 に 対し 、 緑 茶 や 抹茶 の 健康 機能 性 に 関す る 
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研究 に も 取り 組ん で いま す 。 そ の 成果 の 一 つと し て 、2019 
年 8 月 より | 体 脂肪 を 減ら す ] 機能 性 表示 食品 と し て リ 
ニュ ー ア ル し た | お 一 い お 集 濃い 集 」 が 大 変 好調 に 推移 
し て いま す 。 この よう な 健康 機能 性 を 訴求 し た 製品 の 開発 
に も 力 を 人 人 れ て いき ます 。 





自然 素材 を 活か し た 製品 開発 と 
国内 農業 へ の 貢献 を 目指 す 

日 本 の 飲料 市 場 に お いて 、 無 糖 飲料 の 構成 比 は 過去 
30 年 間 で 8% か ら 649% に 拡大 し まし た 。 その 中 で 、 伊 藤 園 
は 無精 茶 飲料 で トッ プシ ェ ア を 誇っ て お り 、 当 社 の 無 糖 飲料 
比率 は 74% で す 。 

| お ーー い ゎぉ 茶 」 に 代表 きれ る 無 糖 飲料 は 、 糖 や ミル ク な 
ど を 使用 し な いた だめ 、 素 材 目 体 が を の まま 製品 の 味 と 品質 
に つなが り ま す 。 その た め 当 社 は 、 原 料 と な る 農作物 に も 徹 
底 的 に こだわ っ て いま す 。 を の 代表 が 茶 産地 育成 事業 で 
す 。 当社 は 国内 荒 茶 生産 量 の 約 4 分 の 1 を 取り 扱っ て お 
り 、 高 品質 な 原料 を 安定 的 に 調達 する た め に 、 製 品 用 途 
に 応じ た 原料 を 茶 農 家 と 協 働 で 作り 上 げ て きま し た 。 この 
茶 産地 育成 事業 の 拡大 に より 、 茶 農家 の 安定 経営 や 耕 
作 放棄 地 の 有 効 活用 な ど 、 社 会 課題 解決 に も 頁 献 し て い 
ます 。 これ ら の 知見 を 応用 し 、 野 菜 飲料 の 原料 の 契約 栽 
志 に も 取り 組ん で お り 、 今 後 は より 一 層 、 農 産物 原料 の 開 
発 と 調達 に 力 を 入れ て いき ます 。 そ し て お も お客 様 の | 健康 」 
[安心 安全] 志向 に お 応え する と と も に 、 茶 農家 も はじめ 
と する 国内 農業 の 持続 可能 な 発展 に 頁 献 し て いき ます 。 


ESG へ の 取り 組み の 強化 

伊藤 園 グ ルー プ の 経営 理念 「 お 客 様 第 一 主義 ] の 
| お客様 ] と は 、 消 費 者 、 株 主 、 販 売 先 、 仕 入 先 、 金 融 機 
関 、 地域 社会 の 皆様 と 定義 し て いま す 。 創業 以来 、 私 た 
ち は お 客 様 と 協 働 し 、 本 業 を 通じ て 共有 価値 の 創造 と 様々 
な 社会 課題 の 解決 に も 取り 組ん で きま し た 。 

近年 は 、 海 洋 プ ラス チッ ク ご み 問 題 や 気候 変動 問題 が 
世界 的 な 喫緊 の 課題 と な っ て いま す 。 伊藤 園 グ ルー プ で 
は 、2019 年 6 月 に 「 お ーー い お茶 」 ブラ ンド に 使用 する すべ 








て の ペッ ト ボ トル を 2030 年 まで に 100% リ サイ クル ペッ ト ボ 
トル に 切り 替え る 方 針 を 発表 し まし た が 、 さ ら な る 検討 を 重 
ね 、2020 年 9 月 に 「 伊 藤 園 グル ー プ プラ スチ ッ ク に 関す 
る 方 針 ] を 策定 し 、2030 年 まで に ペッ ト ボ トル に 使用 する リ 
サイ クル 素材 等 の 割合 を 100 9%% に する こと を 目指 すこ と と し 
まし た 。 気候 変動 問題 に つい て は 、2030 年 度 、2050 年 
度 の CO 排出 量 削減 目標 ほし し て それ ぞ れ 、Scope1、2 で 
総量 26% 削 減 、$0% 削 減 、Scope3 で 原 単 位 26% 削 
減 、50% 削 減 (基準 年 は すべ て 2018 年 度 ) を 掲げ け ま し た 。 
また 、 気 修 変動 シナ リオ 分 析 と し て 、 信 葉 へ の 影響 分 析 を 
天 放 し まし た 。 
社会 課題 に つい て は 、 国 連 | ビジ ネス と 人 権 に 関す る 

旨 導 人 原則] に 基づき 、2020 年 4 月 に | 伊藤園 グル ー プ 人 
権 方 針 ] を 策定 し まし た 。 これ ら 、 グ ルー プ 方 針 と 目標 を も と 
に 、 ス テー ク ホ ル ダ ー の 皆様 と 協調 し 、 取 り 組み を 進め て い 
きま す 。 





| 健康 創造 企業 ] を 目指 し て 


私 た ち は 、 伊 藤 園 グ ルー プ で し か 成 し 得 な いこ と を 目指 し 
て いま す 。 それ が 、| 世界 の ティ ー カ ン パ ニー」 と し て 、 世界 
各国 の ぉ 客 様 の | 健康] に 真 献 し 、 一 人 ひと 9 の 豊か な 生 
活 を 文 え る 企業 と な る こと で す 。 これ か ら も お 信 を 通じ て 、 世界 
各国 の 方 々 へ | 健康 ] に 資す る 豊か な 生活 を 提案 する 
| 健康 創造 企業 」 を 目指 し 、 歩み を 進め て まい り ま す 。 


代表 取締 役 社長 執行 役員 


本 大 人 


伊藤 園 統 合 レ ポー ト 2020 の 














価値 創造 に 向け た 戦略 と 取り 組み 


ぉ 竹 様 第 一 主義 に 基づく < 


共有 価値 創造 モデ ル 


価値 観 グル ー プ 経営 理念 | お 客 様 第 一 主義 」 
お お客 様 を 第 一 と し 、 誠 実 を 売り 、 巡 力 を 忌 ら ず 、 信 頼 を 得る を 旨 と する 





全 床 財 価 値 # 


匠 Voice 提 案件 数 
お 客 様 [の 9,462 邊 
接点 を 起点 と し た 
マー ケティング カ Py 営業 拠点 数 (国内 ) 
96 拠点 
共同 研究 
市 場 を 創造 する 10 作 
MM 議 レ 「 示 」 に 隊 する 特許 保有 件 色 
107/ 件 
グル ー プ 経営 理念 
の 本 、 
サプライ ヤー と の 旨 主義 


生産 量 ・ 茶 園 面積 
・ 茶 産地 育成 事業 を 


通じ た 原料 調達 綱 2 の JI SO6m 
時 人 人 AAM2A 痕 > 公 欄 提 造 天 計 先 
製造 委託 先 と の 協 創 
りう 0 工場 


> 全国 う ブロ ッ ク の 生産 ・ 物 流体 制 





財務 格付 け 
健全 な 財務 基盤 人 十 (R&I、JCR の 2 社 ) 


Py 自己 資本 比率 O1% 


y 営業 員数 コー ボレー ト 戦 略 
約 う 00 名 コー ポレ ー ト ・ ガ バナ ンス (一 P.54) 


多様 な 人 材 人 材 マ ネジ メン ト (一 PE.44) 


財務 マネ ジメント (一 P.48) 


> ティ ー テ イス ター 資格 保有 者 
ンク レン 


2020 年 4 月 30 日 現在 ※ テ ィ ー テ イス ター 資格 保有 者 は 2020 年 $ 月 時 点 
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当社 は | 利益 ある 持続 的 な 成長 ] と | 持続 可能 な 社会 へ の 貢献 を 念頭 に 、 長 期 的 か つ 継 続 的 な 企業 価値 の 向上 を 
目指 し て いま す 。 これ まで 経営 資本 を 活用 し て 当社 の 強み を 磨き 、 様 々 な イノ ベー ショ ン を 生み 出し て きま し た 。 これ か ら も 、 
| お客様 第 一 主義 の 実践 に より 、 中 長期 の 企業 価値 向上 に 向け た 戦略 を 実践 し て いき ます 。 


製品 開発 コン セプト 年 彰二 2 2 に OZ ドン OU ント 


ステ ー ク ホル ダー へ の 価値 提供 





健康 で 豊か な 生活 の 0 人 層 
DNi ーー 
販売 先 の 
皆様 


持続 可能 な 農業 の 推進 





SI (AS 仕 入 先 の 
普 様 
1 
どき 
パート メー 谷 だ と の 人 
協 働 に よる 国 
環境 負荷 低減 各 
営業 ・ 販 売 
株 主 の 持 
普 様 絶 
持続 的 な 利益 ある 
成長 と 株 主 本 元 な 
人 侍 
金融 機関 の 会 
デ N 
普 様 の 
ーー 忠 
ーー 上 
多様 な 人 材 が 活躍 する 
健康 経営 の 推進 従業 員 
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価値 創造 に 向け た 戦略 と 取り 組み 


中 長期 ビジ ョ ン 


世界 の お 和 客 様 の 健康 で 豊か な 生活 文化 を 提案 する 


英明 晴 遇 0 ア イ ー カ クン バニ ー| へ 


現行 の 中 長期 経営 計画 (2018 年 4 月 期 一 2022 
年 4 月 期 ) で は 、 日 本 茶 の リ ー デ ィング カン パニ ー と し て 、 
東京 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク を 契機 に 、 国 内外 の 
おち 客 様 に 日 本 茶 に よる 健康 で 豊か な 生活 文化 を 提案 
すべ く < 事 業 活動 に 取り 組ん で きま し た 。 新型 コロ ナウ イ 
ルス 感染 拡大 に より 、 訪 日 外国 人 は 激減 し 、 世 界 の 
市 場 環境 は 激変 し て いま す 。 ニュ ー ノ ー マ ル と 呼ば れ 
る 新た な 生活 様式 が 求め られ る 中 で 、 伊 藤 園 グ ルー 
プ は 新しい 時 代 の お 茶 の 役 割 と 可能 性 を 追求 し 、 お 
客 様 の 健康 で 豊か な 生活 文化 に 頁 献 し て いき た いと 
考え て いま す 。 中 長期 経営 計画 に つい て は 、 こ れ ら の 
外部 環境 の 激変 を 踏ま え 、 現 在 見 直し を 進め て いま す 。 


ESG の 重要 課題 

国際 規格 ISO26000 に 即 し た 7 つの 中 核 主題 の 
中 で も 、 「 消費 者 課題 |]| コミ ュ ニ ティ へ の 参画 ・ 発 展 」、 
「 環境 ] を 特に 重要 な テー マ と 位置 付け て いま す 。 








前 中 長期 計画 
2015 年 4 月 期 一 2017 年 4 月 期 


1. 国内 事業 の 収益 改善 
2. グロ ー バ ルブラン ド 製 品 の 発売 


3. 海外 事業 基盤 確立 の た め の 戦 略 的 投資 











2017 年 4 月 期 

中 長期 計画 
連結 売上 高 5,000 億 円 以上 4.758 億 円 95% 
KOE 10% 10.5% 105% 
総 本 元 性 向 4076 43.5725 10826 
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2018 年 4 月 期 一 2020 年 4 月 期 


1.| お ー い おち 茶 」 と [ITO EN」 の グロ ー バ ル 展 開 
2. 国内 収益 基 毅 の 強化 、 

新規 事業 領域 へ の 挑戦 
3. グ ルー プシ ナジ ー の 強化 


2020 年 4 月 期 ま で の 振り 返り と 課題 





・2019 年 4 月 期 連 結 売上 高 $.000 億 円 突破 、 
最高 益 更 新 
・2020 年 4 月 期 は コロ ナ 袖 で 減収 する も 、 





伊藤 園 単体 は 増益 
2018 年 2019 年 2020 年 
4 月 期 4 月 期 4 月 期 
単体 営業 5 に - 
利益 率 4.0% 4.0% 4.4% 





海外 事業 の 成長 の 遅れ 、 収 益 性 の 改善 が 課題 
2020 年 4 月 期 、 米 国 DLTC 社 の れん の 減損 


・ 新 規 事業 領域 へ の 挑戦 
2020 年 6 月 、 新 規 事 業 推進 部 設立 


2020 年 4 月 期 


前 期 比 





連結 売上 高 、$,.041 億 円 4.833 億 円 。-4.1% 





ROE 9.9% 9 の 2 の 6 - 介 ./ ポ イン ト 





終 還 元 性 向 48.9% 92.1%  +43.2 ポ イト 
ダ 


/.6 76 /.S ふ 6 -0.1 ポイ ント 




















中 長期 ビジ ョ ン 
世界 の ぉ 客 様 の 健康 で 
豊か な 生活 文化 を 提案 する 


| 世界 の ティ ー カ ン バ パニ ー」| へ 


EE 日 本 を 代表 する ティ ー カ ン パ ニー 
| "ITIO EN の 
グロ ー バ ル で の 存在 感 


自然 素材 を 活か し た 食 文 化 の 提案 


間 (国内 食 領 域 へ の 挑戦 ) 
1 CSV 経 営 の 実践 に よる 成長 
コミ ュ ニ ティ 課題 の 増加 > 

間 ESG の 取り 組み 強化 


地球 培 境 





地球 温暖 化 
水 資源 問題 
間 ROE 経 営 の 強化 
- 9 1M0k2 
還 総司 元 性 向 4 () % 維持 


















に o この 中 で も $、「 消費 者 課題 | コ 


ISO26000 7 つの 中 核 主題 と を を それぞれ の 





SG 車 巡 


に CSR 給 営 推進 の た め 、 
、 環境 、 公 正 な 事業 慣行 、 消 費 者 


で や 
で 


ーー 





組織 統治 








地球 培 境 








_ 全体 的 な アプ ロー チ 





@ が バナ ンス 欠 社 会 久 環 境 


1. 組 織 統 治 

2. 人 権 

ゆ デュ ー デ ィ リ ジェ ンス 

@⑨ 人 権 に 関す る 危機 的 状況 

@⑯ 加担 の 回 避 

⑨ 苦情 解決 

@ 差別 及び 社会 的 弱者 

⑩ 市 民 的 及び 政治 的 権利 

⑫ 肖 済 的 、 社 会 的 及び 文化 的 権利 
@⑥ グ 働 に お ける 基本 的 原則 及び 権利 


労 働 慣 行 


PA 雇用 及び 雇用 関係 

@⑨ ダグ 働 条件 及び 社会 的 保護 

@ 社会 対話 

@⑳ ダグ 働 に お ける 安全 衛生 

⑬ 戦場 に お ける 人 材 育 成 及 び 訓 練 
4. 環 境 

⑩ 汚染 の 予防 


⑳ 持続 可能 な 資源 の 利用 


国際 規格 ITSO26000 を 維 人 針 表 と し 、 こ れ に 


床 


上 


則 し た 中 核 主 症 と し 


課題 、 コ ミュ ニテ ィ へ の 参画 お よび ひ コ ミュ ュ ニ ティ の 発展 の 7 つ を 
ニテ ィ ・ 社 会 」| 地球 環境 ] を 重要 課題 と 位置 付け て いま す 。 


$. 公 正 な 事業 慣行 


⑩ 汚職 防止 

@ 責任 ある 政治 的 関与 

@ 公正 な 競 

⑳ バリ ュー チェ ー ン に お ける 社会 的 責任 の 推進 
⑯⑬ 財産 権 の 尊重 


6. 消 費 者 課題 

⑯⑩ 公正 な マー ケティング 、 事 実に 胎 し た 偏り の な い 情 
及び 公正 な 契約 慣行 

⑲ 消費 者 の 安全 衛生 の 保護 

@⑯ 持続 可能 な 消費 

⑳ 消費 者 に 対す る サー ビス 、 支 援 、 並 びに 苦情 及び 紛争 の 解決 

⑯ 消費 者 デー タ 保 護 及び プラ イバシー 

⑩⑳ 必要 不可 欠 な サー ビス へ の アク セス 

⑫ 教育 及び 意識 向上 


7. コ ミュ ニテ ィ へ の 参画 及び コミ ュ ニ ティ の 発展 
⑩ コミ ュ ニ ティ へ の 参画 

@ 教育 及び 文化 

@⑯ 雇用 創出 及び 技能 開発 

⑳ 技術 の 開発 及び 技術 て の アク セス 


報 、 





《 気 iii 富 及 び 所 得 の 創出 
@ 環境 保護 、 生 物 多 様 性 、 及 び 自然 生息 地 の 回 復 健康 
⑫ 社会 的 投資 
※ 出 典 :| 日 本 語 訳 ISO26000:2010 社 会 的 任 に 関す る 手引 」 
関連 する SDGs へ の 
社会 課題 伊藤 園 の 方 針 ・ 取 り 組 み 頁 獣 
ライ フス タイ ル の 多様 化 健康 的 な ライ フス タイ ル を 
レ 是 
健康 寿命 、 生 活 習 慣 病 、 肥 満 、 文 える 提 条 
スト レス 、 認 知 症 伊藤 園 健康 フォ ー ラ ム 


間 2 3 
国内 農業 ・ 茶 業界 の 課題 
国司 2500020 ミ や ー ニ ンク ンション ツジ 5 
超 高 齢 社会 


2 


海洋 プラ スチ ッ ク ご み 問 題 
資源 枯 渦 
地球 温暖 化 、 水 資源 問題 


WW 記 齋 伊藤 
環境 


| P.37 叉 計 


信 産 地 育成 事業 

伊藤 園 テ チ ィ ー テ イス ター 
ぢ 信 の 魅力 の 発信 と 販促 活動 

伊藤 園 グ ルー プ 人 権 方 針 


(a よ の 








12 8 十蘭 19 結 s。 
0 
目標 ー 
クル ン 0 クム 











伊藤 園 の 重要 課題 と 主 な KPI 





伊藤 園 グ ルー 


重要 課 症 










健康 価値 の 
訴求 
(健康 と 栄養 性 ) 


* 特 定 保健 用 食品 、 機 能 
・ 食 品 の 健康 価値 に 関す る 研究 と 発表 : 年 15 件 


プ は 、3 つ の 重要 課題 に 基づく 主 な KPI を それ ぞ れ 下記 の と お り 定 め て いま す 。 


AN@ り に 


性 表示 食品 、 栄 養 機能 食品 の 拡充 : 計 6 商品 





・ 品 質 会 議 : 年 10 回 開催 、 グ ルー ブ プ 品質 会 議 : 年 1 回 開催 

・ 海 外 原 料 サ プラ イヤ ー、 海 外 製 造 委 託 先 の 定期 監査 の 実施 
・1SO9001、FSSC22000 の 訟 証 継続 

* 余 産地 育成 事業 取引 先 に お 





お ける GAP 認 証取 得 の 推進 ( つ P22 へ ) 





3 すべ て の 人 に 
健康 と 福祉 を 





* 事 業 活動 を 通じ た 人 権 韻 重 へ の 取り 組み の 推進 
・ 地 域 社会 と の 関係 強化 
伊藤 園 テ ィ ー テ イス ター 社内 検定 を 活用 し た 作文 化 ブ ログ ラム の 推進 










文化 活動 の 
推進 





持続 可能 な 
農業 の 推進 


| 伊藤園 お ち ー い お 人 茶 新 俳句 大 賞 ] や 、 お 人 茶 の い れ 方 セミ ナー 等 を 通じ た 


日 本 文化 、 お 人 茶 文 化 の 啓発 活動 強化 





・ 茶 産地 育成 事業 ( 新 産地 事業 ) に お ける 荒 茶 生産 量 と 面積 の 拡大 








・ お 人 茶 を 通じ た 岩 災 被災 地 の 支 援 継続 (| お茶 っ こ 会 ] の 実施 ) 


働き が いも 
経済 成長 も 


人 












気候 変動 へ の 


・CO: 排 出 量 削 減 





SCOPE1、2 | 総量 26% 削 減 (2018 年 度 比 ) 
| SCOPE3 | 原 単位 26% 削 減 (2018 年 度 比 ) 


SCOPE1、2| 総量 50% 削 減 (2018 年 度 比 ) 
SCOPE3 | 原 単位 50% 削 減 (2018 年 度 比 ) 
































水 の 管 理 


生産 時 の 水 の 消費 と 排水 の 管理 体制 の 強化 





地球 環境 





廃棄 物 と 


・ ベ ペッ ト ボ トル の 軽量 化 お よび リサ イク ル ん 素材 の 利用 推進 
ペッ ト ボ トル に 使用 する リサ イク ん 素材 等 * の 割合 100% 


"生物 由来 素材 を 含む 


・ リ ー フ 資材 、 ス トロ ー に お ける 生 分 解 性 素材 の 利用 推進 
* 容 可 使 用 原料 の 削減 、 軽 量化 率 の 維持 
・ ア ルミ レス 紙 パ ッ ク の 推進 


・ 製 品 廃 棄 の 削減 
・ 食 品 リ サイ クル 率 90% 以上 維持 














の ・ 緑 茶 包装 工場 の 再 資源 化 率 100% 継 続 
・ 茶 殻 リサ イク ル の 推進 
生物 多様 性 の | ・ 茶 産地 育成 事業 に お ける 登録 品種 の 維持 
保全 ・ 茶 産地 育成 事業 取引 先 に お ける GAP 認 証取 得 の 推進 








ド 和 PE 





※ 年 度 の 表記 の な いも の は 2022 年 4 月 期 の 目標 
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価値 創造 に 向け た 戦略 と 取り 組み 


ち 客 様 第 一 主義 に 対応 する バリ ュー サー クル 


当社 は 、 研 究 、 企 画 ・ 開 発 か ら 、 調 達 、 製 造 ・ 物 流 、 営 業 ・ 了 販売 まで の すべ て の 事業 に お いて 、 当社 へ の 価値 と 併せ て 環境 面 、 
務 隊 6 人 目 還 半 似 (ニク ルル ) の パリ ュー サー クル を 形成 し て いま す 。 また 、 を その バリ ュー サー クル の 甘 親 因 王 の 
カン ス を より 強化 し て いま す 。 こう し た バ パリ ュー サー クル は 関係 者 と 連携 する こと で 、 さ ら に 価値 の 連鎖 を 生み 出し 、 環 状 に 継続 
し て いき ます 。 これ ら の 当社 な ら で は の コン テン ツ は 持続 可能 な 成長 に 向け た 当社 の 競 千 優位 の 源泉 と な っ て いま す 。 





研究 P18 
| 世界 初 ]| 業界 初 ] の お 集 の お 茶 や 野菜 な ど 飲 料 ・ 食 品 素材 
研究 ・ 技 術 開発 の 健康 効果 ・ 製 造 技術 に 関す る 
・ カ テキ ン 、 テ アニ ン な どの 健康 性 研究 ・ 技 術 開発 
の 解明 原料 の 栽培 方 法 、 加 工 方 法 に 関 
「 特 許 戦略 する 調査 研究 


外部 の 研究 者 や 研究 機関 と の 
共同 研究 に よる オー プン イノ ベー ショ ン 


G 超 高齢 社会 や 生活 光 慣 病 な ど 、 消 費 者 課題 解決 に 
関す る 研究 


F 茶 殻 リサ サイ クル シス テム ( 省 資 源 ・ 資 源 循 環 ) 
省 資源 ・ 省 エネ ルギー 製品 の 普及 に 向け た 研究 


企画 ・ 開 発 P.20 


健康 に 資す る 商品 開発 力 幅広 い 製 品 ラ イン アッ プ 

・ 無 糖 飲料 比率 74% ・ 飲料 と リー フ 製 品 に よる 

・ 製 品 開発 力 ( ト ク ホ な ど ) 消費 者 ニー ズ へ の 対応 

・ Voice 制 度 ・ 自然 素 材 を 活か し た 独自 の 原 
(全社 提案 シス テム ) 料 加工 技術 


市 場 創造 力 ・ 高 い 市 場 シ ェ ア 


G 幅広 い お 客 様 へ の 健康 価値 の 提供 
多様 な ニー ズ に 応じ た 飲料 の 提供 


E 環境 に 配慮 し た 容器 包装 の 取り 組み 
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ぢ お客様 第 一 主義 の 
| 内 の あ 全 あり 220 


グル ー フ 経営 理念 


お ぢ 和 客 様 
第 一 主義 


価値 創造 を 支え る 基 


サプライ チェ ー ン マネ ジメント 人 権 の 尊重 ノ 
人 材 マ ネジ メン トン 財務 マネ ジメント 














高い 原料 調達 力 茶 産地 育成 事業 
・ 国 内 荒 茶 生産 量 の 約 4 分 の 1 の 調達 力 ・ 高 品質 余 葉 の 安定 調達 


生産 家 と の 協 働 に よる 専用 原料 の 開発 


持続 可能 な 農業 と 茶 業 の 安定 経営 
耕作 放棄 地 な どの コミ ュ ニ ティ 課題 解決 














E 環境 保全 型 農業 




























机 造 ・ 物 流 P24 
ファ グレ 品質 管理 体制 
・ 設 備 投資 の コス ト 削減 ・ ト レー サビ リティ の 確保 
「 需要 に 好 し た 生産 量 の 調 式 $ ブ ロッ ク 生 産物 流体 制 
NS シ ステ ム ・ 物 流 費 の 削減 、 迅 速 な 製品 供給 
・ 高 品質 製品 に よる 差別 化 、 コ スト 低減 と 


環境 負荷 低減 



























S 製造 委託 先 と の 経営 の 安定 ノ 消 費 者 の 安全 ・ 安 必 


E 持続 可能 な 資源 利用 / 集 殻 リサ サイ クル シス テム ( 省 資 源 ・ リ サイ クル 
に よる 環境 負荷 低減 と コス ト 削 減 ) 環 境 に 配慮 し た 物流 体制 


7 当 和 売 
豆 ・』 勿 】 Pi の 





ルト k デル 「 伊 藤 園 ち こい お 茶 新 俳句 大 党 

・ 新規 顧客 の 獲得 「 ぉ 茶 で 日 本 を 美しく 。」 1 
・ 財 存 顧 客 の 強化 ・ 付 加 価 値 に よる 売上 ・ シ ェ ア 拡 
伊藤 園 テ ィ ー テ イス ター 制度 


・ 緑茶 市 場 の 活性 化 
・ お 茶 の 専門 集団 に よる 営業 ・ 販 売 力 の 強化 




























災害 時 や パン デミ ッ ク 下 の 機動 的 で 安定 的 な 商品 供給 


各地 域 で の 環境 保全 活動 
ジン | ク 4 


凍 「 














中 央 研究 所 長 
衣笠 仁 


| 人 生 100 年 時 代 を 豊か に 生き る 」 た め に は 、 私 た ちの 心身 の 健康 が 最大 の 資産 で あり 、 平 均 寿命 と 健康 寿命 の 差 を あい か 
に 縮め られ る か が 課題 で す 。 古く か ら 6 経験 の 中 で 認め られ て きた お 共 の 様々 な お いし さや 健康 性 を 、 科 学 的 に 研究 、 解 明 し 、 新 
た に 提案 する こと で 、 未 来 の 食卓 改善 提案 や 生活 習慣 の 改善 に 貢献 し て いき ます 。 





I 中 央 研究 所 の 研究 体制 
当社 で は 、 お 茶 や その他 食品 の 基礎 ・ 応 用 研究 を 行う 中 央 研究 所 を は じ め 、 社 会 ・ 環 境 に 配慮 し た 事業 拡大 を 担う 各部 署 
が 連携 し 、 事 業 の 持続 可能 性 を 高め 、 社 会 ・ 環 境 に 貢献 し て いき ます 。 


中 央 研究 所 お いし さき 、 健 康 、 環 境 に 関す る 基礎 ・ 応 用 研究 
PE 原料 加工 、 製 造 技術 な どの 開発 
Con 茶 殻 リサ イク ル シ ス テム を 活用 し た 製品 開発 
農業 技術 部 原料 の 栽培 方 法 、 加 工 方 法 に 関す る 調査 研究 


品質 管理 体制 の 整備 を は じ め 、 ト レー サビ リティ の 
確保 、 輸 入 検 査 体制 の 確立 


品質 管理 一 部 ・ 二 部 


I 基本 的 な 考え 方 
当社 の 研究 開発 部 門 で は 、 製 品 開発 コン セプト で ある 「 自 い 、 事 業 化 を 推進 し て いま す 。 
然 ・ 健 康 ・ 安 全 ・ 良 いじ い デザ イン ・ お いし い 」 の も と 、 基礎 ・ 応 用 今後 も る 、 お茶 の ト ッ プ メー カー、 ま た 総合 飲料 メー カー と し 


研究 を 進め て いま す 。 また 、 多様 な 関係 者 と の 協 働 を 通じ て 、 て 食材 の 健康 性 以外 に も 6「 お いし き 」 や [| 環境] に 関す る 研 
お 和 客 様 へ きら な る 健康 価値 の 提供 を 行う ほか 、 飲料 の 新しい 究 ・ 技 術 開発 を た ゆま ず 続 け 、 お 客 様 に 健康 で 豊か な ライ フ 
容器 や 充填 方 法 の 開発 、 製造 工程 で 排出 され る 人 茶 殻 の 有 スタ イル の 提案 を 続け て いき ます 。 

効 活 用 の シス テム 化 と いっ た 社会 ・ 環 境 に 配慮 し た 研究 を 行 


。 基本 的 な 考え 方 に 基づい た 3 つの 重点 テー マ 


素材 の 持つ お いし さ を 最 大 限 引 き 出し 、 を それ を 長期 間 味わえ ぇ る 技術 を 追い 求め る と と も に 、 ラ イフ スタ イル の 変化 に 合わ せ 
た お いし さき の 再発 見 に つなが る 研究 を 進め て いま す 。 


健康 お お客様 の 多様 化す る ライ フス タイ ル に 合わ せ て 、 健 康 な 毎日 を お 過ごし いた だ ける よう 、 飲料 ・ 食 品 の 素材 の 健康 性 に 
関す る 研究 を 進め て いま す 。 


当社 の 事業 を 通じ て 、 社 会 ・ 環 境 課題 の 解決 に 貢献 し て いく た め 、 環境 に 配慮 し た 容器 の 開発 や 、 廃 棄 物 の 削減 ・ 
リサ イク ル に か か わる 新た な 技術 開発 に 挑戦 し て いま す 。 
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Il 人生 100 年 時 代 に 向け て の 課題 設定 

人 生 100 年 時 代 い いわ れる よう に な り 、 元気 で いら れる 健康 3 つの 研究 課題 を 設定 し て いま す 。 得 5 れ た 人 研究 成果 と E も に 、 
寿命 を いか に 延ばす か が 社会 課題 と な が っ て いま す 。 中 央 研究 2019 年 $ 月 と 11 月 に | 伊藤園 人 康 フォ ー ラ ム 」 を 開催 し 、 外 
所 で は 、 日 々 の 生活 の 質 を お 茶 を 用 いた 食 生 活 の 改善 に より 部 専門 家 を 交え て お 茶 の 健 康 性 を お 伝え し まし た 。 
向上 る せる こと は で き な い か と 考え 、 人 生 100 年 時 代 に 向け て 


3 つの 人 研 発 課題 


1. 超 高齢 社会 対策 に 2. 生活 習慣 病 、 生 活 の 中 の 3. お いし さ の 解明 に 関す る 





関す る 研究 課題 


の 


疾病 予防 に 関す る 研究 課題 


2 


研究 課題 


の ⑫ 


抹茶 、 テ アニ ン の 健康 性 の 解明 茶 カ テキ ン の 健康 性 の 解明 お 茶 と 料理 の 相性 を 解明 
・ 緑 茶 抹 に よる 認知 症 予 防 * 体 脂肪 の 吸収 を 抑制 | お茶 」 と 「 出 汁 」、 
・ コ レス テロ ー ル 低下 うま 味 の 相乗 効果 
妹 茶 ・ 抹 茶 の 認知 症 予 防 効果 の 検証 と メカ ニズム の 解明 生活 の 中 の 疾病 予防 に 向け た 取り 組み 
伊藤 園 中 央 研究 所 は 、 株 式 会 社 島津 製作 所 、 筑 認知 症 と も 関連 が 深い と され る 、 糖尿病 や 高血圧 な 


流 大 学 発 ベン チャ ー の 株 式 会 社 MCBI の 3 社 共 同 どの 生活 習慣 病 $、 大 き な 社 会 課題 の 一 つ で す 。 伊藤 
で 、 軽 度 認知 障害 を 対象 に し た 、 抹 茶 の 認知 症 予 防 中 央 研究 所 で は 、 緑 茶 に 含ま れる ガレ ー ド 型 カテ 
効果 を 検証 する 臨床 試験 を 実施 し だ 結果 、 テ アニ ン キン が 、 コ レス テロ ー ル 吸収 を 押え 、 血 中 の 悪玉 コレ ス 
含有 量 の 高い 緑茶 抹 を 継続 的 に 摂取 (お 点 前 用 抹 売 呈 二 シル を 介 INS2E を 容 証し また 
集 2g 相 当 ) す る こと で 、 認 知 機能 の 低下 が 抑制 きれ 、 
予防 効果 が 認め られ まし た 。 これ ら の 研究 結果 を も と に 、 
新た な 緑茶 ・ 抹 茶 の 可 能 性 と し て 、 軽 度 認知 症 予 防 
に つなが る 製品 開発 に つなげ て いま す 。 

w P34 リー フ ( 茶 葉 )・ 抹 茶 製 品 





上 伊藤園 健 康 フ ォ ー ラ ム ] 

ぢ 茶 の 健康 価値 を テーマ に し た 「 伊藤 園 健康 フォ ー ラ ム 一 お 茶 で 人 生 100 年 時 代 を 豊か に 生き る 知恵 一 ] を 開催 し 、 お 茶 
の 健康 性 を お 伝え し まし た 。 今後 6「 お茶 の 伊藤 園 ] と し て 日 本 文化 の 一 つ で ある お 茶 の さ きら な る 健康 価値 を 訴求 する と と 6 に 、 
ち 客 様 の 健康 に 頁 献 し て いき ます 。 





体験 の 場 

| 体験 の 場 ] で は 、 日 常 生 活 で 
ぢ 集 を 楽し ぢ む 活動 | お 集 活 」 を 
キー ワー ド に 、 ど の よう に 生活 に お 
茶 を 取り 入れ れ ば いい の か を 体 
験 し て いた だ く ス ペー ス や 、 当 社 
の 研究 開発 の ご 紹介 な どの 展 
示 を 行い まし た 。 


学び の 場 

[学び の 場 ] で は 、 体調 を くず し 
や すい 季節 な ど に 生活 の 質 を 高 
め る た め の 、 お 茶 や カテ キン と の 
上 手 な 付き 合い 方 に つい て 、 専 
門 家 の 方 々 と 一 緒 に 考え る パネ 
ルディ スカ ッ シ ョ ン を 実施 し まし た 。 











「 伊藤園 健 康 フ ォ ー ラ ム 」 の 詳細 は 、 こ ちら を ご 参照 くだ きい 。 





ーー 





https:/7itoen-forum.com/ 
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価値 創造 に 向け た 戦略 と 取り 組み 





企画 


当 2 


還 発 


| STILL NOW」 の 精神 で 常に 
素材 を 活か し た 安全 ・ 
2 人 2 の コ (0)E 生 の 行い 、 製 リア ーー サイ クル を 通じ た 


ち 竹 様 の 


宏 心 の 品質 で 、 


資源 循環 に も 取り 組ん で いま す 。 


当社 は 、 ル ー ト セ モー ルス や Voice 制 度 等 
開発 し 市 場 を 創造 し て きま し た 。 現代 は 、 超 高齢 社 
まっ て いま す 。 私 た ち は 、 こ れ ま で 培っ て きた 研究 職 
課題 解 決 に 貢献 し て いき ます 。 


関心 が 高 
活か し て 、 お 和 客 様 の 健康 


に 耳 を 傾け 


1 


マー ケティング 本 部 長 


記 田 光正 





通じ て 常に お客様 の 声 に 耳 を 傾け 、$ つ の 製品 開発 コン セプト に 基づい て 製品 
会 、 働 き 方 の 多様 化 な ど に 加え 、 コ ロナ 袖 に よる スト レス の 増加 や 健康 へ の 


発 力 と 提 委 力 を 結集 し 、 背 か ら 身 近 に ある お 人 茶 や 目 然 素 材 の 力 を 










茶 で 境 っ た ノウ ハツ ウツ を 他 製 品 カ テ ゴ リ ー に 展開 
へ の こだわ り と 環境 負荷 低減 の 両立 を 実現 で きる バリ ュー チェ ー ン に あり ま 
こる 展 開 し て いま す 。 


当社 の 強み は 、 畑 か ら お 客 様 の 手元 に 
す 。 茶 事業 で 培っ た 、 原 料 か ら 最終 


ロロ 
上 征 、 





(自然 ・ 健 康 ・ 安 全 ・ 


$ つ の 製品 開発 コン セプト 


上 思 2 ジン 220U) 


届く あ で 、 


一 貫 し た 品質 


廃棄 物 に 至る まで の 垂直 統合 





草 の ビジ ネス モデ ル を 、 他 の 製品 カテ ゴリ ー 


$ つ の 製品 開発 コン セフト 
Voice 制 度 に 基づく 
社員 提案 件 数 6 2 
の 200 自然 健康 2 仙 い デザ イン 中 Sly 
- 自然 の 素材 を 健康 的 な 生活 を 2GaBNGZSIuL (6 お いし き さ を スト レー ト に 幸せ を 感じ る 
グ 。、 和 4 6 件 活か し た 製品 サポ ー ト する 製品 楽し め る 製品 (区 222000 リン 3 で しき 


























#1 RFA 認 証 : レ インフ ォ レ スト アラ イア ンス (DLTC 社 の 自社 農園 と 精選 工場 の 
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ト 起り リロ 再 田 革 甘 
5 了 語 用 恋 に 千 わ ッッ イデ ソ し 上 天 の 契 約 聞 培 。 DLTC 社 の 自信 農園 専用 原料 
原料 開発 閥 先 国産 大 才 の 甘 (コス タリ カ ) (に ん じん 「 楽 衣 」 
Me ヽ 和 茶 産 地 育成 事業 の 取り 組み ニュ ィ ニ の 若葉 等 上 
・ 持 続 可能 な 農業 CAP 認証 の 取得 RFA 認 証 ** の 取得 大 才 若 葉 等 ) 
原料 茶葉 の 得 り と 味わい |「 や か ん 品質 ] へ の ナチ ュ ラ ルス イー ト 
. 独 自 の 原料 加工 技術 ” を 高め る [鮮度 火入れ ] こだわ り ( 熱 風 后 煎 ・ 国内 千 前 100% 人 
(マイ クロ 波 火 入れ ) 媒体 寺前 ) SR 
理生 間 US 各 還 サイ クル シム 本 サイ クルー シル mx キン OO 
製造 技術 父 玩 団 量 化 ジ シス テム 9 グル ECO 容 交 
資源 循環 の 取り 組み 唱 3 容 杜 軽量 化 
緑茶 に 含ま れ て いる 0 コー ヒー に 含ま れ て いる 野菜 や ビタ ミン を 
カテ キン ・ テ アニ ン の クロ ロ ゲ ン 酸 等 手軽 に 摂れ る 








部 で 取得 ) 


*2 シル バー スキ ン : コ ー ヒ ー 生 豆 を 粒 前 する 工程 で 取り 除 か れる 薄い 種皮 








I 健康 的 な ライ フス タイ ル を 支え る 提案 

当社 は 、 日 本 人 の 国民 飲料 で ある お 茶 を お 客 様 の ライ フス タイ ル の 変化 や 飲用 シー ン 、 幅 広い 世代 の ニー ズ に 合わ せ て 、 製 品 を 提案 
し て きま し た 。 身近 な お 茶 で 、 お 客 様 の 健康 的 な 生活 習慣 を サポ ー ト する と と も に 、 多様 化 する 健康 課題 や スト レス 等 に 対し て 、 付 加 価値 
の 高い 製品 や サー ビス の 提案 を 拡 到 さ きせ て いき ます 。 


| 体 脂 肪 を 減ら す 」 当社 初 の カフ ェ イ ン ゼ ロ 緑 茶 飲料 
機能 性 表示 食品 の 提案 2020 年 6 月 に は 、 カ フェ イン の 摂 取 を 控え た い 時 














| お こい お 余 濃い 余 ] は ガレ ー ト 妊婦 や 子育て 中 の 女性 、 小 さき なお 子 様 な ど に 
型 カ テキ ン の 働き で 体 脂肪 を 減ら す 向け て 、「 お 一 い お 茶 カフ ェ イ ン ゼ ロ 」 を 発売 し 
機能 が 認め られ て いま す 。 手軽 に 健 まま Le6 
康 的 な 生活 習慣 を サポ ー ト する 飲料 
と し て 、2004 年 の 発売 以来 、 素 計 
販売 本 数 は $0 億 本 を 突破 し まし た 。 





お うち 時 間 を サポ ー ト する に 配慮 し た 容器 ・ 包 装 の 取り 組み 


「#IeTimeOEN ( 家 タ イム 応援 ) プロ ジェ クト 「 - 
2020 年 5 月 6 月 、 コ ロナ 補 の 在宅 勤 務 」 や 「 お うち 時 間 」 す 人 
の 増加 な ど に 合わ せ 、 デ ジタル を 活用 し 、 伊藤園 ティ ー テ イ  : et 1 
スタ ー が お 集 の 楽し み 方 や 飲用 シー ン を 発信 する 取り 組み 
| #eTimeOEN」 を 実施 し まし た 。 














日 本 初 * 植 物 由 来 の 生 分 解 性 「j ぉ ーー い お 茶 | 電子 レン ジ 
フィ ルター を 「 お ーー い お 茶 緑茶 対応 345ml ペ ッ ト ボ トル 


ティ ー バ ッ グ 」 に 採用 | 100% リ サイ クル ペッ ト 
た 何 き シン グル チャ ンー チャ ーッ ング た し て ボトル 」 使用 
日 本 初 


e P40 伊藤 園 グ ルー プ 中 長期 環境 目標 





伊藤 園 テ ィ イー テイ スタ ー 
「eTimeOEN ( 家 タ イム 応援 ) プ ロジ ェクト ] 


共有 価値 創造 プロ セス 
。 独自 性 ほ 強 あみ =。  。 (環境 )S( 社 会 ) の 取り 組み 健康 で 豊か な 


生活 を サポ ー ト 





全社 員 が 商品 企画 ・ 開 発 な どの 提案 が ma 容 益 包装 の 資源 循環 の 取り 組み (リサ イ 
で きる Voice 制 度 クル ペッ ト ボ トル 、 生 分 解 性 フィ ルター、 
m 様々 な | 世界 初 ]| 業界 初 」 製品 に よる ECO 容 器 等 ) 

市 場 創 造 力 と 強い ブラ ンド 力 m 伊藤園 ティ ー テ イス ター 人 

m 自然 素材 を 活か し た 製品 開発 力 | お 茶 っ こ 会 ] な ど 、 梓 災 地 に お ける 

ms ぢ 客 様 の 健康 的 な 生活 に 頁 献 する 豊 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 場 を 設 Di 


富 な 商品 ライ ン ア ッ プ 
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価値 創造 に 向け た 戦略 と 取り 組み 


H 二 
生産 者 と 協 働 で 高 品質 な 原料 を 作り 上 げ 、 
共存 共栄 の 関係 を 強固 に する こと で 、 高 品質 原料 ⑳ 安 年 調達 





と 持続 可能 な 国内 農業 の 発展 に 頁 献 し て いき ます 。 農業 技術 部 長 
植田 幸 市 


当社 は 、 和 急須 用 の お 集 や 緑 余 飲料 製品 な ど 、 お 集 の 飲み 方 や 用 途 に 合わ せ 、 最 適 な 原料 を 開発 し て いま す 。 藤 年 取り 組ん 
で きた 人 産地 育成 事業 で は 、 生 産 者 と 協 働 で 用 途 に 応じ た お 茶 の 栽 法 を 作り 上 げ 、 高 品質 な 原料 の 安定 調達 と 製品 の 
差別 化 を 実現 し て いま す 。 また 、 当 社 独 目 の 技術 と ノウ ハツ を 生産 者 に 提供 し 、 生 産 き され た 余 葉 は 全量 買い 取る 契約 栽培 方 
式 を 採用 し 、 安 定 し た 余 園 経営 や 耕作 放棄 地 の 有 効 活 用 に も 頁 献 し て いま す 。 








共有 価値 創造 プロ セス 


自作 強み 。 BE( 環 )S( 社 会 ) の 取組 み 持続 的 な 


競 午 優位 性 

















= 国内 荒 余 生産 量 約 4 分 の 1 の 原料 調達 力 市 場 価格 に 左右 され な い 安 定 的 、 持 続 
= 共産 地 育 成 事 業 等 の 取り 組み に よる 高 品 的 な 農業 経営 
質 余 葉 の 安定 調達 と コス ト 低減 = 耕作 放棄 地 の 有 効 活用 ( 新 産地 事業 ) 、 
= 専用 原料 茶 に よる 製品 の 品質 向上 と 他社 と 雇 用 の 創出 
の 差別 化 、 ト レー サビ リティ の 確立 ma 適正 な 施肥 な ど に よる 環境 保全 型 農業 
=s GAP 認 証 の 取得 推進 


持続 可能 な 


農業 の 推進 





Il 持続 可能 な 競 午 優位 性 、 持 続 可 能 な 農業 の 推進 の 主 な 取り 組み 








| 圭 徴 ある 原料 の 開発 ・ 調 達 の 唆 化 呈 質 と 安全 性 

飲料 専用 茶葉 や カフ ェ イ ン 量 を 抑え た 茶葉 、 海 外需 要 に 対応 する 供給 者 評価 の 実施 

抹茶 原料 な どの 原料 開発 ・ グ ルー プ 調 達 方 針 に 基づき アン ケー ト に よる 供給 者 評価 や 定期 的 
な 現地 訪問 を 実施 


* 年 1 回 の 品質 会 議 を 通じ た 継続 的 な 品質 改善 
・ 問 屋 や 商社 経由 の 市 場 調達 に つい て は 、 一 次 サプライ ヤー へ の 供 
給 独 評価 の 実施 お よび 年 1 回 の 品質 会 議 の 開催 





九州 $ 県 に 加え ぇ 静岡 県 で の 新 産地 事業 の 拡大 や 、 島 根 県 で の 契 
約 栽 衣 な ど に よる 人 茶 産地 育成 事業 の 拡大 GAP 認 証取 得 の 推進 
茶 産地 育成 事業 の ほぼ すべ て の 農園 に お いて 、GAP 認 証 * を 取得 
し て お ちり 、2021 年 4 月 期中 に 100% の 取得 と な る 予定 








* 食 の 安全 や 環境 保全 に 取り 組む 農場 に 号 え られ る GAP 認 証 制度 に は 、 世 界 基 進 で ある 「 グ 
ロー バル GAP」 の ほか 、 日 本 GAP 協 会 が 展開 する JGAP」「ASIAGAP」 な ど が あり 、 こ こ で 
は これ ら 3 つ の 認証 の うち いずれ か を 取得 し た 農園 を 指し ます 。 
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I 余 産地 育成 事業 

余 産 地 育成 事業 に は 、 既 存 産地 で の | 契約 栽 紅 と 、 人 茶畑 づく りか ら 始 め る 「 新 産地 事業 ] の 2 つが あり ます 。「 契約 栽 塔 」 
と は 、 既 存 の 集 農 家 を 対象 に 、 当 社 製 品 向 け の 茶葉 を 生産 し て いた だ き 、 全 量 買 い 取 りす る と いう 契約 で す 。「 新 産地 事業 ] は 、 
地元 の 事業 者 な ど が 主体 と な っ て 、 目 治 体 等 と 協力 し な が ら 耕 作 放 棄 地 な ど を 積極 活用 し て 新た に 大 規模 な 作 園 を 造成 し 、 当 
社 は 技術 指導 、 ノ ウ ハ ツ 提供 を 行い 、 当 社 向 け の 人 茶葉 を 生産 し て いた だ < 事業 で す 。 











時 新 産地 事業 は 6 県 8 地区 で 展開 科 産 地 育 成 事業 の 推移 

* AS 
IDeo ント 茶園 総 面積 443ha 2020 年 4 月 期 ) 上 
- 茶 業 の 安定 経営 と 原料 の 安定 
環境 と 共存 する 茶園 経営 の 推進 [ マ 静岡 県 

(2020 年 8 月 展開 開始 ) 

事業 の 特徴 
・ 大 規模 人 茶園 経営 


機械 化 に よる 省力 管理 
・ 当 社 独自 の 生産 技術 の 導入 
* 契 約 取引 











0774 1274 1674 1774 1874 1974 2074 2174 
(計画 ) 
用 生産 量 で 茶園 面積 


I 茶 栽 培 の ノウ ハウ を 活か し た 契約 栽培 
青 汁 ・ に ん じん 「 朱 衣 」 ) 

一 部 の 新 産地 事業 で 、 茶 栽培 の 農 閑 期 に 青 汁 の 原料 で 
ある 大 才 若 葉 の 複合 生産 に よる 生産 性 の 向上 を 図っ て いま す 。 
また 、 野 菜 飲料 に 使用 され る 伊藤 園 専 用 に ん じん 「 朱 衣 *」 
の 栽培 に る 取 0 組ん で * ヽ ます 。 >P38 野菜 ・ 青 汁 青 汁 原料 | 大 才 若 葉 ] の 栽培 伊藤 園 専 用 に ん じん 「 朱 衣 」 








*「 朱 衣 ( し ゅ い )」 は 伊藤 園 が 長年 に わた る 比較 栽培 、 加 工 評価 の 末 、 約 0 品種 の 中 か ら 選 
び 抜 いた に ん じん で す 。 その 特長 は (①B- カ ロ テ ン が 一 般 の に ん じん の 約 1.5 倍 含有 、② 糖 度 
は 1.1 一 1.3 倍 、③ ア ク ( 灰 汁 ) が 少な い の 3 点 。 野菜 の 専門 家 が 集まる 第 $ 回 野菜 ソム リエ 
サミ ッ ト (2011 年 ) 「 テー マ : に ん じん 生食 ・ 蒸 し 部 門 ] に お いて 第 1 位 に 選定 きれ る な ど 専 門 
家 か ら の 評価 も 高い 。 





pp 新 産地 事業 を 通じ た コミ ュ ニ ティ 課題 解決 
宮崎 県 の 事例 


崎 県 都城 市 で は 、 伊 藤 園 の | 充実 野 業 ] 用 の 








上 6 記 事業 契約 
に ん じん の 契約 栽培 に 加え 、2001 年 に JA 都城 と 伊藤 事業 者 ・ 自 治 体 ーー 伊藤 園 
主 ー ベ 才 に ュ っ FT さ ププ テア っ 名 入 士 っ 古 技術 指導 
に は TA 都城 の 子会社 と し て | 農業 生産 法人 有限 会 耕作 放 径 地 の 有 効 活用 全量 買取 安定 調達 と コス ト 低減 
ーーーーーーーーー 交 > 


社 ア グリ セン ター 都城 」 が 設立 きれ 、2006 年 に は 約 
40 ヶ 所 の 茶園 を 集約 し た 100ha の 茶畑 が 完成 し ほし た 。 
同 セン ター で は 、 農業 経験 者 の みな ら ず 、 人 茶園 造成 な 
ど に 必要 と な る 土木 建築 の 経験 者 な ど 、 若 い 社 員 を 積 
極 的 に 採用 し 、 農 業 の 拡大 た とも に 雇用 の 輪 も 広がっ て 
Us 
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価値 創造 に 向け た 戦略 と 取り 組み 


杏 造 * 物 流 


パー トナ ー 企 業 と の きら な る 協 働 を 深め な が ら 、 
衣 全 安 羽 な 抽 品 の 安定 供給 と 環境 ・ 社 会 の 両面 雇 





配慮 し た 持続 可能 な サプライ チェ ー ン を 構築 し て いき ます 。 連 和 お 0 
生産 本 部 長 
中 野 悦 久 


Il ファブレス 方 式 に よる 全国 5 ブロ ッ ク 生 産 ・ 物 流体 制 
当社 で は 、 調 達し た 荒 茶 を 製品 向け に 火入れ 、 ブ レン ド し 、 また 、 お ゎ 客 様 に 安全 ・ 安 心 な 製品 を いち 早く お 届け する た 
飲料 原料 と し て 製造 する 段階 まで を 担い 、 以 降 の 工程 で ある め 、 現 在 は 約 $0 の 協力 工場 と 全国 ? ブ ロッ ク 生 産 ・ 物 流体 
余 の 抽出 お よび ボトリング は 、 飲 料 製造 企業 に 委託 する | ファ 制 を 構築 し て いま す 。 消費 地 に 近い 工場 で 製造 する こと で 、 
ブレ ス 方 式 * 」 (沖縄 県 を 除く ) を 採用 し て いま す 。 これ に より 、 物流 効率 の 向上 だ け で な く 〈 鮭 度 の 良い 製品 を お 客 様 に お 
設備 投資 コス ト を 削減 し 、 需 要 に 即 し た 生産 量 調整 、 委 託 け す る こと が で きま す 。 


先 の 特性 を 活か し た 最適 ライ ン 構築 に つなげ る ビジ ネス モデ ロ 抽 面 で は 、 原 料 か ら 製 品 が お 客 様 の 手元 に 届く まで 、 徹 
ルル と な っ て いま す 。 底 し た 品質 管理 と トレー サビ リティ を 確保 し て いま す 。 


* フ ァ ブ レス 方 式 : 自 社 工 場 を 持た な い 生 産 の 仕組 み 


Il 品質 管理 

伊藤 園 グ ルー プ で は 、 環 境 ・ 品 質 方 針 を 定め 、 協 力 工場 や 気候 変動 、 サ プラ イチ ェ ー ン に お ける 社会 課題 な ど へ の 対 
を 含め た 関係 者 と 協 働 で 、 環 境 ・ 社 会 の 両面 に 配慮 し た 供 応 を 強化 する た め 、2020 年 1 月 に 主要 委託 先 企業 と の 
給 体制 の 確立 に 努め て いま す 。 製品 は 当社 の 品質 管理 基 ESG 連 絡 会 議 を 開催 し まし た 。 
準 を 満た し た 工場 で 製造 し 、 定 期 的 に 品質 会 議 を 開催 し 、 





安全 ・ 安 心 な 製品 づく り を 徹底 し て いま す 。 上 トレ ー サ ビリ ティ の 確保 

物流 面 で は 、 各 委託 先 企業 に 対し 当社 が 定め る 輸送 ・ 保 国産 緑茶 の 飲料 お よび 茶葉 製品 に つい て は 、 お 客 様 の 
管 な ど に 関す る 項目 に つい て 定期 的 に 評価 監査 や 会 議 を 行 手元 に 届く 最終 製品 の ロッ ト 番号 か ら 、 製 造 工場 、 製 造 日 時 、 
い 、 安 全 ・ 安 心 を 徹底 し て いま す 。 原料 、 農 家 の 栽 培 状 況 を 把握 で きま す 。 輸入 原料 を 扱う 野 


また 、 喫 緊 の 課題 し な っ て いる 海洋 プラ スチ ッ ク ご み 問 題 藤 飲 料 に つい て も 、 ト レー サビ リティ を 確保 し て いま す 。 


「 鮮度 」 と 「 お いし き 」 を 実現 する サプライ チェ ー ン (お 一 い お 茶 ) 








7 
SS 
w2 o 9 o 本 に ゃ o ⑳⑯ o き 
茶葉 火入れ 充填 ボトル 
鮭 度 に HH 品質 を 
茶 の 朋 DS 、 入 ミュ 還 
Me 管理 し な が ら 腕 酸素 充填 (0 
人 れ カッ ト ボ トル 
出荷 

・ 人 工 衛星 か ら 茶 園 管 理 マイ クロ 波 火 入れ で | 温度 ・ 湿 度 」 が 管理 急須 式 抽出 機 で 、 お 茶 の 大 敵 | 酸素 」 を お 茶 の 大 敵 | 光 」 か ら 
・ 荒 茶 加 工 時 間 2 分 の 1 [ 芯 水 | を じっくり 逃がし 、 きれ た 0 抽出 直前 に 茶葉 を 剖 極力 抑え る こと で お いし さき を 守 る 容器 設計 
・ 摘 採 直後 か ら 鮮 度 旨み 、 香 り の 鮮度 を 守る 必要 な 分 だ け 出 荷 る こと で 稚 り を 引き 出す 酸化 劣化 を 防止 
管理 
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Im パー トナ ー 企 業 と の 協 働 に よる 課題 解決 
環境 配慮 型 の 容 准 等 の 開発 

東洋 製 鐘 株 式 会 社 と 開発 し た 「NS シ ステ ム * | で は 、 常 
湯 で の 無 南 充填 で ボトル の 殺 南 処理 に 殺 南 剤 を 使用 し な い 
た め 、 殺菌 剤 を 洗い 流す 多量 の 水 が 不 要 と な り ま す 。 また 、 ボ 
トル が 高温 に る ら さ れる の は 温水 で の ボトル 殺 南 時 の み の た 
め 、 ボ トル の 耐熱 性 を 低く 抑え られ 、 軽 量化 が 可能 に な り ま し 
た 。 軽量 化 に より 資材 
の 使用 量 の 削減 と 配送 
時 の CO: 排 出 量 削減 
に つの の っ て いま す 』 








物流 効率 と 環境 負荷 低減 へ の 取り 組み 

全国 を うつ の ブロ ッ ク に 分 け て 飲料 製品 を 委託 製造 する こと で 、 
生産 工場 と 消費 地 の 輸 送 距離 を 短く し 、 輸 送 エ ネル ギー の 消費 
を 抑制 し て いま す 。 また 、 ト ラッ ク 等 の 自動 車 で 行わ れ て いる 貨物 
輸送 を 環境 負荷 の 小 き い 鉄道 や 船舶 の 利用 へ と 転換 する モー ダ 
ル シ フ ト の 取り 組み を 推進 し て いま す 。 








モー ダル シフ ト の 取り 組み に 対す る 受賞 
2017 年 7 月 

平成 28 年 度 エ コシ ッ プ ・ モ ー ダ ル シ フ ト 事業 優 
良 事業 者 と し て | 国土 交通 省 海事 局長 表彰 」 
受賞 

2018 年 6 月 

第 19 回 物流 環境 大 党 

物流 環境 特別 賞 」 受賞 





エコ ャ ゴヤ ー タ 


共有 価値 創造 プロ モス 


#NS シ ステ ム : [Non-Sterilant (殺菌 剤 を 使用 し な い ) 」 


・ 製 造 時 に 使用 する 洗 癌 水 の 削 減 

・ ボ トル 資材 の 軽量 化 

・ 製 造 エ ネル ギー、 配送 エネ ルキ ギー コス ト と CO> 排 出 量 の 
削減 


充填 工場 で の ボトル 成形 





常温 充填 


高温 水洗 癌 、 冷 却 工程 不要 





全国 $? ブ ロッ ク の 生産 ・ 物 流体 制 
* 物 流 費 の 削減 、 迅 速 な 製品 供給 
・ 環 境 に 配慮 し た 物流 へ の 取り 組み 








m 茶葉 、 大 麦 、 コ ー ヒ 一 豆 な どの 独自 の 原料 
加工 技術 

= 外部 の 飲料 工場 に 製造 要 託 する ファ ブレ ス 
方 式 

m 高 品質 製品 の 製造 と コス ト 低減 を 実現 する 
INS シ ステ ム 

m 消費 地 に 近い 委託 先 工場 で 製造 し 製品 を 
お 届け する 、 全国 ?% ブ ロッ ク の 生産 物流 体制 








m INS シ ステ ム に よる 容 問 軽量 化 の 実現 、 エ ネ 
ルギー と 水 使用 量 の 低減 

』 製造 ・ 物 流 に 伴 2CO: 排 出 量 の 削減 

m 茶 殻 リサ イク ル シ ス テム 

m 製造 委託 先 と の ESG 連 絡 会 議 等 に よる 連 
携 強 化 
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価値 創造 に 向け た 戦略 と 取り 組み 





営業 ・ 販 死 


地域 害 型 営業 の 特色 を 活か し 、with コ ロナ 時 代 の 
お ぉ 客 様 の = ニーズ に 寄り 添い 、 こ れ ま で 以上 に お客 棟 較 の 叶い 
信頼 関係 づく り に 努め 、 持 続 的 な 成長 を 実現 し て いき ます 。 





代表 取締 役 副 社 長 
執行 役員 営業 統括 本 部 長 
本 庄 周 介 
1 チー ッ > 伊藤 園 に よる 広域 と 地域 の 党 業 網 。)。 バート モール ス の 仕 幼 み 
伊藤 園 の マー ケティング 力 の 源泉 は 、 地域 密着 型 の 営業 ・ お 客 様 と の 直接 の 接点 


| ルー トモ セールス 」 に あり ます 。 ル ー ト セー ルス は 、 よ りお 客 様 に 近 
い 場 所 で 市 場 情報 を 収集 ・ 把 所 で きる 点 が 強み で す 。 全国 
196 拠 点 と 約 3.$00 名 の 営業 員 が 製品 の 説明 か ら 商 談 、 納 
品 まで を 目 ら 行 い 、 お客様 と の 接点 を 大 切 に する こと で 現場 で 得 
た 最新 情報 を 、 Voice 制 度 を 通じ て マー ケティング や 営業 活動 
に 活か し て いま す 。 新型 コロ ナウ イル ス に より 生活 環境 は 大 きく 
変化 し て いま す が 、 お 客 様 に 商品 を 安定 的 に お 届け する だ め 、 


・ き め 細か な 対応 は 販売 活動 の 妥 
現場 単位 で 機動 的 に 対応 





ルー ト セ ー ル ス を 活か し た 情報 収集 プロ セス 








直接 訪問 


ルー ト セ ー ル ス 網 に よる 機動 的 な 対応 に 色 め て いま す 。 営業 ・ 販 売 
スム ZAI の ROSS = 商談 販売 促進 / サ ービス ノ 配送 
大 手 企業 を 担当 し て いる 法人 営業 、CVS( コ ン ビ ニ エ ン スス 2 en つの 
ト ア ) や スー パー な ど を 担当 し て いる 流通 営業 な ど 、 小売 業態 に マ 
9 細か < く 商談 で | を 整え て いま す 。 また 、 小 売 音 情報 収集 と 把握 
応じ て きめ 細か く 商 談 で きる 体制 を 整え て いま す 。 また 、 小 寺 市 場 ノ 売り 場 情報 お 安 様 の ニー ズ 
門 と し て 、 百 貨 店 や ショ ッ ピ ング モー ル 、 空港 な ど で ち 茶 の 専 門 マ 


店 を 展開 し て お り 、 こ こ か ら 得 られ る 市 場 情報 が 製品 開発 な ど に 
フィ ー ド バッ ク さ れる こと $ 当 社 の 強み で す ( 全 国 122 店 舗 )。 

この よう に 、 当 社 と お 客 様 を ダイ レク ト に 結び 、 お 客 様 と の 接点 
を 強化 する こと で 、 最 適 な 死 り 場 提案 が で きる よう チー ム 伊 藤 園 
に よる 広域 と 地域 に 密着 し た 営業 活動 を 展開 し て いま す 。 


Voice 制 度 に よる 提案 





共有 価値 創造 プロ モス 


持続 的 な 
利益 の 獲得 


= 地域 密 着 型 の ルー ト セ ー ル スシ ステ ム メ と 量販 店 、 
CVS、 法 人 営業 を 組み 合わ せ た 営 業 体制 

m 営業 拠点 別 ・ 部 門別 の 損益 管理 に 基づく 採算 
管理 

ms ぢ 茶 の 専門 店 ・ 百 貨 店 と 量販 店 ・ 一 般 店 等 に 
お ける リー フ ( 茶 葉 ) 製品 の 多様 な 販売 チャ ネル 





= 災害 時 や パン デミ ッ ク 下 の 各地 域 営業 
拠点 に お ける 機動 的 で 安定 的 な 商品 供 
給 体制 

= 各地 域 で の 環境 保全 ・ 整 備 活動 の 実施 

= 自動 販売 機 の 省エネ 管理 (ヒートポンプ 
式 導入 率 92.7%) 








m 災害 対応 型 自動 販売 機 1 万 8 千 台 
(2020 年 4 月 期 ) 


s 伊藤 園 テ ィ ー テ イス ター 資格 保有 者 2.289 人 に 
よる 販売 促進 活動 


中 紹 き ゅ 』 デ ティ で の 
共有 価値 創造 
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Il with コロ ナ 時 代 に 即 し た お 客 様 に 必要 と され る 自動 販売 機 の 取り 組み 


重要 な 販路 で ある 自動 取 売 機 は 、 好 ロケ ーション を 重視 し 、 


収益 性 向上 に つなが る 営業 努力 を し て いま す 。 ク リー ン ネ ス 
(衛生 ) 、 キ ャ ッシュ レス ( 非 接触 ) 、 ウ ェ ル ネス (健康 ) の 3 つ 
を 柱 に 、 お 客 様 の 健康 的 な 生活 の サポ ー ト と 安心 し て ご 利用 
いた だ ける 売り 場 づ くり に 努め て いま す 。 また 、 災 害 対応 自動 


ぢ 客 様 に 必要 と され る 自動 販売 機 の 取り 組み 
クリ ー ン ネス (衛生 ) 

自動 販売 機 の 購入 ボタ ン な ど 消 費 者 が 触れ る 箇所 の 
アル コー ル 除 菌 や 清掃 の 徹底 に 加え 、 抗 菌 効 果 の ある 茶 殻 
を 配合 し た 茶 鼓 抗 責 シ ー ル *! や 
抗 ウ イル スシ ー ト *? を 貼り 付け る こと 
で 、 安 心して ご 購入 いた だ ける 衛 
生 的 な 自動 販売 機 展開 に 取り 
組ん で いま す 。 


キャ ッシュ ンス ( 非 接触 ) 

QR コー ド 決 済 が 利用 で きる IT 
ァ ク セス 機 を 積極 的 に 導入 し 、 
キャ ッシュ レス 対応 自動 販売 機 を 
2 万 台 展 開 し て いま す (2020 年 7 
月 時 点 ) 。 





販売 機 や 抗菌 効果 に 加え 、 ヒ ー ト アイ ラン ド 現 象 緩和 効果 の 
ある 茶 殻 配合 シー ト 装着 型 自動 販売 機 、 を し て ESG 重 点 課 
題 | コミュ ニテ ィ と 人 権 ] 等 の 視点 に よる 社会 貢献 型 自動 販 
売 機 な ど で 他 社 と の 差別 化 を 図っ て いま す 。 


ウェ ルネ ス ( 健 康 ) 

「 人 生 100 年 時 代 ] に 向け て 、 健 康 を 意識 し た 商品 ライ ン 
アッ プ を 豊富 に 取り 揃え た 「 ウツ ウェル ネス 自動 販売 機 」 を 展開 
し て いま す 。 健康 経営 に 取り 組む 企業 向け の 自動 販売 機 と し 
て $ 採 用 きれ 、 お 和 客 様 の 健康 意識 向上 の きっ か け と な り 、 設置 
先様 か ら は 「 健康 維持 に よる 活力 サポ ー ト と な る 」 「 組織 の 活 
性 化 に つなが る 」 な ど 、 お 声 を いた だ いて いま す 。 








PB ーッ 
還 」. 。 ア EK 
_ 者 に に 晶 1 』 / ト ! に に 』 
ド m | f 由 ライ ン ア ッ プ の 
邊 WW ss 軒 旧 一 例 : | 
時 オーー ニニ ーー ニュ ココ コロ 可 


1 ( 隔 1 od 
Ir ビエ ビエ ーー L 
還 に ag 





*1 大 腸 南 、MRSA、 サ ル モ ネ ラ 赤 、 日 話 責 を 用 いて 抗 赤 力 評価 試験 を 行っ た と ころ 、 抗 雷 効 果 が 認め られ まし た 。 
試験 方 法 : 茶 殻 配合 シー ト を 「JIS L 1902:2002 南 液 吸収 法 ] に 従い 、 商 液 ( 大 腸 責 、 メ チ シ リ ン 耐 性 鞭 色 ブドウ 球 雷 (MRSA) 、 サ ル モ ネ ラ 南 、 白 癖 南 ) を 接種 し 、37*C・18 時 間 保 存 後 、 


生 南 数 を 測定 


「 RIKEGUARD@FILM」 使用 (リケン テク ノ ス 株 式 会 社 )。 エン ベロ ー プ 有無 の 両方 の 特定 の ウイ ルス に 対し て 、 フ イル ム 表 面 の ウイ ルス 数 が 減少 。 


試験 方 法 :Scm 角 の 試験 片 ( 抗 ウイ ルス 加工 品 と 無 加工 品 ) に 0.4mL の ウイ ルス 液 を 滴下 し 、25?Cx24 時 間 静 潮 後 、 試 験 庁 上 の ウイ ルス を 洗い 出し て 回 収 し た 後 、 ウ イル ス 感染 価 を 測定 し ます 


(SO21702 に 準拠 )。 
※ す べ て の ウイ ルス に 対し て 検証 が な る され た も の で は あり ませ ん 。 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 拡 大 に 伴う 、 医療 従事 者 お よび 
感染 軽症 者 の 受け 入れ を 表明 きれ た 宿泊 施設 へ の 支援 
感染 症 指定 病院 を 含む 596 ヶ 所 の 病院 、 お よび 軽症 者 の 受 
け 入 れ を 表明 され た 宿泊 施設 56 ヶ 所 に 対し て 、 当 社 の 茶 系 飲料 
製品 や リー フ 製 品 ( テ ィ ー バ ッ グ お よび イン スタ ント 製品 


な ど 、 約 7,800 万 円 相当 を 寄付 きせ て いた だ きま し た 。 








寄付 製品 の 一 例 
「 おぉ ー い お 茶 緑茶 ] 280ml ペ ッ ト ボ トル 
約 邊 2 万 本 
「 ぉ ー い お ゎ 茶 緑茶 ] 190g 向 
約 16 万 本 
ホテ ル ・ レ スト ラン 用 リー フ 製 品 
約 66 万 本 
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価値 創造 に 向け た 戦略 と 取り 組み 


営業 活動 を 通じ た 環境 課題 へ の 取り 組み 





I 営業 員 に よる 空き 容器 回 収 

当社 の ルー ト セ モー ルス の 営業 員 が | リサ イク ル BOX」 ( 自 
動 販売 機 横 の 空き 容器 入れ ) か ら 直 接 回 収 し て くる 向 や ベッ 
ト ボ トル は 、 す べ て 適正 な 再 資源 化 事業 者 に より 、 埋 め 立 て 
や 焼却 され る こと な く 有 効 資源 
と し て リサ イク ル さ れ て いま す 。 


EL 5 基 


『 1 E 1 
ーー 


本 。 





ICO: 排 出 量 の 削減 
低 公害 車 の 導入 と エコ ドラ イブ の 推進 
低 公害 車 の 積極 的 な 導入 や 営業 





上 ーー 低 公害 車 採用 率 

ツー ト の 効率 化 や ェ コ ドラ イブ の 推進 。 OO O 
0 
に より 、 車 両 燃料 使用 量 、 お よび CO> 人 


排出 量 の 削減 に 努め て いま す 。 
1 合 当 た り の 車両 燃料 使用 量 ・CO: 排 出 量 


還 国 1 台 当 た り ガ ソリ ン 使用 量 


1 台 当 た 9 軽油 使用 量 
で - 1 否 当 た り CO: 排 出 量 






t-CO>/ 台 








2019/4 


2020/4 


1 お茶 で 琵 芋 渕 を 美しく 。」 水 資源 保全 に 向け た 活動 

日 本 一 大 き な 湖 で ある 琵 替 渕 の 水質 保全 の た め 、 伊 藤 園 で は 2008 年 か ら 「 お 
茶 で 琵琶 湖 を 美しく 。 」 キャ ン ペ ー ン を 実施 し 、 関 西 地 域 の 「 おーい お 茶 」 の 売上 
の 一 部 を 寄付 する と と も に 、 伊 藤 園 社員 お よび 一 般 公募 参加 者 に よる ヨシ 刈り を 毎 


年 癌 続 的 に 行っ て いま す 。 


寄付 金 の 使途 

① ヨ シ 群 落 の 保全 育成 

② ヨ シボ ラン ティ ア 活 動 促進 
③ ヨ ン 環 境 教 育 支 援 








※ 琵 琶 湖 の ヨン 群落 保全 区 域 : 


1955 年 260ha、1991 年 127ha、2016 年 184ha 





リサ イク ル BOX の 中 に は 、 ペ ッ ト ボ トル や 向 以 外 の $ の 
も 多く 捨て られ て いま す 。「 混ぜ れ ば ご み 、 分 けれ ば 資源 ] 
と いう 考え ぇ 方 の る と 、 分別 を し っ 
か り し て いた だ く こと が 有効 資 
NISS3DI27EAUERd 





ヒー ト ポ ン プ 式 自動 販売 機 拡大 に 





よる 省エネ ルギー 推進 ヒー ト ポ ンプ 式 採用 率 





庫 内 冷却 で 発生 し た 熱 を 利用 し て 
加 温 を 行う 2 ヒートポンプ 式 自動 販売 機 
を 拡大 し て いま す 。 


フ ノ ./% 


(2020 年 4 月 期 ) 


茶 愛 配合 シー ト 装 着 型 自動 販売 機 





| お 茶 で 琵琶 湖 を 美しく 。 」 キャ ン ペ ー ン の これ まで の 活動 報告 に つい て は 、 こ ちら を ご 参照 くだ きい 。 


抗菌 消 臭 効果 や ヒー ト ア イラ ンド 現象 
の 緩和 効果 が あり 、 病 院 ・ 介 護 施設 や 、 
環境 ・ 景 観 を 考え た 屋外 向け に 設置 され 
いま 9.。 





茶 殻 配合 シー ト 装 着 型 


自動 販売 機 


第 17 回 
日 本 水 大 賞 
| 経済 産業 大 臣 賞 」 








ーー 





https:/ が ywwr.itoen.co.jp/itoen-motherlake/ 


28 伊藤 園 統合 レポ ー ト 2020 


ヨシ 刈り 体験 の 様子 








地域 コミ ュ ニ ティ へ の 上 真 献 





I 伊藤 園 テ チ ィ ー テ イス ター に よる お 茶 の 上 魅力 の 発信 と 販促 活動 


お 人 茶 に 関す る 豊富 な 知識 を 有する 伊藤 園 テ ィ ー テ イス ター 
が 、 イ ベン ト や 全国 各地 で 開催 きれ る | 大 茶会 」 で 店 頭 に 立 
ち 、 お 集 の いれ 方 の 実演 等 を 通し て 、 お 客 様 に お 茶 の 魅 力 を 
伝え 販売 促進 に つなげ て いま す 。 








毎年 10 月 1 日 の 「 日 本 茶 の 日 ] や 新茶 時 期 と 
いっ た リー フ 製 品 の 需要 期 な ど に | 大 茶会 を 
実施 し 、 テ ィ ー テ イス ター が 参加 


上 お茶 で 日 本 を 美しく 。」 キャンペ ー ン 

2010 年 より | おーい お 余 」 売上 の 一 部 を 日 本 全国 の 環 
境 活 動 等 に 寄付 する 「 お 茶 で 日 本 を 美しく 。 | キャ ン ペ ー ン を 
実施 し 、 各 地域 の 自治 体 に 寄付 金 を 贈 星 する ほか 、 伊 藤 園 
社員 が 環境 保全 ・ 整 備 活動 に 参加 し 、 各 活動 の 認知 ・ 理 
解 促進 を 図っ て いま す 。 地域 課題 の 解決 に 頁 献 し つつ 、 全 
国 各地 の 営業 網 の 強み を 発揮 で きる マー ケティング 活動 の 
基盤 と な っ て いま す 。 


伊藤 園 お ち ー い お 茶 新 俳句 大 賞 」 

伊藤園 ちい お 人 茶 新 俳句 大 賞 ] は 、1989 年 に ス 
ター ト し まし た 。 「 季語 」 | 字 余り 」| 字 足 ら ず 」 な どの ルー 
22(525 の 200 2 こと 刷っ 2 記 a の リ 2 
ム に 乗せ て 自由 に 表現 する 独自 の 表現 手法 を 用 いる た 
め 、 | 新 俳句 ] と し て いま す 。 

新 俳句 を 通じ て 、 文化 ・ 教 育 に 寄与 し 、 お 茶 と 言葉 
の 力 で 日 々 の 暮 6 し に 寄り 添い 、 人 と 人 を つ な で 場 を 提 
人 MUSE 


2020 年 第 31 回 伊藤園 お 一 い お 人 茶 新 俳句 大 賞 ] 


応募 数 世界 63 ヶ 国 ・ 地 域 
195 万 688 名 


( 素 計 応 募 数 世界 93 ヶ 国 ・ 地 域 3,765 万 名 以上 ) 





速 隔 操作 


リア ル 対 語 





アポ の で 4- デイ スク ビデ 売り 場 で お 客 様 と 対話 


お いち お茶 くん 」 


ティ ー テ イス ター 


2020 年 は 各地 の 一 部 店 舗 売 場 に 、 遠 隔 操作 で 動く 「 アバ ター・ テ ィ ー テ イス ター お 一 い お 茶 

くん 」 を 配置 し まし た 。 

※ | アバ ター・ テ ィ ー テ イス ター お 一 い お 茶 くん 」: 店 頭 に ティ ー テ イス ター が 立た ず に 、 お 客 様 に 
速 隔 で 製品 を お すす めし た り 、 質 問 へ の 回 答 や 対話 が で きる シス テム 


ゴー・ 和 委 、 飲 料 売上 の 一 部 を :a 





福島 県 内 の 森林 保全 ・ 育 樹 活 動 の 様子 


未 計 応 募 


7 も の 





文部 科学 大 臣 賞 受賞 作品 が 掲載 され た 
| おーい お 信 」 





『 選 曽 . 事 放 . 恒 后 ユ 





オン ライ ン 人 入賞 作品 発表 会 


伊藤 園 統合 レポ ー ト 2020 2 の 














お ぢ 茶 は 古来 、 楽 や 社交 の 道具 、 


ど ( 







飲 ぉ を 軸 に 進化 


| 家庭 で 飲む 」 屋内 飲料 


さり 2 ル / ジ ) 
パッ ク 共 の 販売 開始 


いつ で も どこ で も 
飲め る 屋外 飲料 へ 





あか 会 、 | 


目 を 迎え 、 時 代 と EE も に 変化 する お 和 客 様 の ライ フス タイ ル に 合わ せ て 、 様 々 
に 応じ て 、 求め られ る お いし さや 手 軽 き な ど を 追求 し て きま し た 。 
高齢 社会 や コロ ナ 袖 な ど を 背景 に 生活 環境 が 大 きく 変化 し 、 健 康 へ の 関心 が 高 
栄養 補給 源 、 食 べ 物 と し て も 用 いら れ て きま し た 。 お 茶 の 持つ 様々 な 可能 性 
で 、 お 客 様 の 健康 で 豊か な 生活 に 頁 献 する こと を 目指 し 、「 お ーー い お 茶 ] は これ か ら も 進化 し 続け ます 。 


まっ て いま す 。 





業界 に 先 駆 けた 
容器 開発 等 に よる 
飲用 シー ン の 拡大 


お 茶 の 嗜 好 性 の 
ビス と | 








1960 年 代 





1966 1985 
伊藤 園 の 前 身 で ある フロ ンティア 製 世界 初 の 緑茶 飲料 


奈 が パッ ク 人 茶 を 販売 開始 


30 





「 千 入 り 和 煎茶 」 発売 
= 


画 


E - 






仕 会 ・ 環 境 課 題 へ の 取り 組み 


持続 可能 な 原料 調達 

・ 茶 産地 育成 事業 ゅ P23 調達 
・GAP 認 証 の 取得 (2020 年 度 に 100%) 
・ ト レー サビ リティ の 確立 





製造 ・ 物 流 で の 環境 負荷 低減 信 
・NS シ ステ ム の 導入 に よる 容器 の 軽量 化 
* 配 送 エ ネル ギー コス ト の 低減 

> P25 製造 ・ 物 流 





集 芝 の 資源 循 へ の 取り 組み 介 
・ 茶 殻 リサ イク ル シ ス テム に よる 工業 製品 の 開発 
・ ぢ お茶 の 樹 が 吸収 し た CO の 製品 中 へ の 固定 
 P.37 茶 殻 リサ イク ル シ ス テム 





ティ ー テ イス ター 活動 人 @ @ 
日 本 茶 文 化 の 啓 革 活 動 な ど に よる お ぉ 人 茶 の 価 値 の 発信 
と P.46 伊藤 園 ケ イー テイ スタ ー が 生み 出す 価値 
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19680 年 代 





「 お て い お 茶 」 
アレ ルン 4 だ コ 


1990 一 2010 年 代 


| じん / ん 0) 4010(0 と 40』【。 
に を) メル ソノ の 4 ホッ ト 対 応 電子 レン ジ 対 応 
ボトル 入り 1 ペッ ト ボ トル 製品 ペッ ト ボ トル 製品 


居 ら : | rm 
緑茶 飲料 ドド | 発売 思 発売 語 
っ 人 





容 益 包装 筐 人 





・ ベ ペッ ト ボ トル の 軽量 化 や プラ スチ ッ ク の 使用 量 削 減 

・2030 年 まで に ペッ ト ボ トル に 使用 する リサ イク ル 素 材 等 (生物 
由来 素材 を 含む ) の 割合 を 1009%% に する こと を 目指 す 

・ 電 子 レン ジ 対 応 容 妖 (345ml) すべて を 2019 年 に | 100% リ サイ クル 
ペ ベット ボトル 」 に 切 苦 済 

"| お ーー い お 人 茶 緑茶 ] ティ ー バ ッ グ 植物 由来 の 生 分 解 性 フィ ルター 採用 
w P41 伊藤 園 グル ー プ 中 長期 環境 目標 


| お 茶 で 日 本 を 美しく 。 」 、「 お茶 で 琵琶 湖 を 美しく 。」 人 @ 例 
・ 地 域 の 自然 環境 や 文化 財 の 保全 活動 
y P.28 営業 活動 を 通じ た 環境 課題 へ の 取り 組み 

y P29 地域 コミ ュ ュ ニテ ィ へ の 真 献 





消費 者 課題 
伊藤 園 お ち ー い お 人 茶 新 俳句 大 賞 得 人 
日 本 文化 の 普及 ・ 継 承 
3 思 導 の ミミ ュ ニ クー ジョン 


y P29 地域 コミ ュ ニ ティ へ の 頁 献 





地球 環境 























「 おーい お 茶 」 
ブラ ンド 販売 実 病 
世界 一 と し て 2 年 連続 
ギネス 世界 記録 "に 認定 


HLDE 層 








茶 系 飲料 
N O 。 ] 0 ショ ンド 
テア ニン ・ 茶 カテ キン の 働き で [| 認知 機能 * の 
精度 を 高め る 」 機能 性 表示 食品 の 抹茶 飲料 
産 保 葉 * 認知 機能 の 一 部 で ある 注意 力 ・ 判 断 力 


100% 化 用 





較 

1 も ) 肖 に 

* 還 を 

健康 で 豊か な | 人 テー 
生活 に 貢献 する 「 に 


の シル リル / ル ニニ ョ ンズ に カフ ェ イ ン ゼ ロ 簡便 性 製品 
新た な 価値 提案 「 体 脂肪 を 減ら す 」 緑茶 飲料 (ティ ー バ ッ グ ・ イ ンス タン ト ) 


機能 性 表示 食品 
202 0 年 以降 


2017 
新型 ペッ ト ボ トル __ 
「 鮮 度 ボ トル | 鞭 
発売 





| おーい お 茶 」 ブラ ンド リー フ ( 茶葉) 


伊 衣 園 マー ケッ トシ ェ ア 氏 
う う の 1 茶 殻 入り マス ク ケ ー ス 
O ひ ゴ 
O 馬 





(2019 年 1 月 一 12 月 伊藤 園 調べ ) 


妹 余 飲料 市 場 の 状況 


4.450 億 円 
4.350 4 も 400 450 | 4.250 






ヶ P.37 茶 殻 リサ イク ル シ ス テム 





茶 殻 入り 段ボール 


16 17 18 192 20 


( 子 測 ) 
5/ を ーー い 是 
語義 余 飲 料 市 電 * 記 録 名 最大 の ナチ ュ ラ ル ヘ ル シ ーRTD 緑 茶 飲 料 」 
- で - 伊藤 園 シ ェ ア 2 の 月 


記録 対象 ブラ ンド :「 お ーー い お 茶 」(※ ほ うじ 茶 飲料 は 除く ) 
対象 年 :2019 年 認定 数 値 :1.882.900.000 米 ドル (推定 ) 
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事業 概況 


海外 戦略 
M 

世界 的 な 健康 志向 の 高まり に 応え る べく 、 緑 茶 の 価 値 を 海外 の お 和 客 様 に 伝え る た め 、 日 本 を 代表 する ブラ ンド | ITO EN] と 
し て 展開 し て いま す 。 日 本 で 培っ て きた | 信 畑 か ら 茶 殻 まで ]」 の ビジ ネス モデ ル を 応用 し 、 現 地 で の 生産 を 進め 、| 世界 の ティ ー 








シバ パラ ニー | ん 目 依 し て いき きす 。 





! 海外 プラ ンド 戦略 


ノ エリ ア 特 性 に 対応 し た 製品 展開 


(「 おーい お 茶 」 ノ 


] | グロ ー バ ルプ ブラ ンド 」 の 展開 強化 
[「 MATCHA GREEN TEA |) 








海外 進出 の 推移 
| 





1987 ハワイ 


ITO EN (Hawaii) LLC 


2001 ニュ ー ョ ヨー ク 
ITO EN (North America) INC. | 「 






下 由 証 1987 福建 沖 ーー ーー ' 
Fujian New Oolong Drink Co.,Ltd. ( 1994 新 江 省 拉 | | ーー 
| 間 計 間 | 2012 上 海 | 


Ningbo Shunyi Tea Products Co., Ltd 
IIO EN Beverage(Shanghai),Ltd. [ 





27 の 





] ( 12 2 ーAN ジ グ 
ITO EN AUSTRALIA PTY. LIMITED 間 間 | | | | 
オー スト ラリ ア の ビク トリ ア 州 で 。 ーー ーー [ | 「 
に yr 事 ミ ジ 人 ゆーーーーーーーーーーーー ボ ーー 
ESPN 1 EE ー 2012 シン ガ ポ ー ル ・ タ イ な ど 
地 事業 ) を 行い 、 荒 茶 工 場 も 。 ITO EN(Thailand)Co., Ltd. ' [ | | 





稼働 し て * ま す 。 | | TITO EN Singapore Pte. Ltd. | 
| [ 」 間 還 PT ITO EN ULTRAIAYA WHOLESALE 








上 | 5 還 ュー ! ( 。 
1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 
海外 で の | おーい お 茶 」 販売 推移 海外 で の 「MATCHA GREEN TEAI 販売 推移 
(万 ケー ス ) ( 千 ケ ー ス ) 
300 200 
150 
200 
100 
100 
$0 
0 0 
17/4 18/4 19/4 20/4 17/4 18/4 19/4 20/4 


| お て い お 人 茶 」 ェ 還 ー 還 
販売 国 上 3 8 
03 13 32 - が | & 8 ほ 

0G 
う O ヶ国 ・ 地 域 
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I 世界 の 茶 系 飲料 市 場 規 模 と 成長 性 
和食 や 抹茶 の 世界 的 ブー ム や 健康 志向 の 高まり を 背景 に 、 世界 の 茶 系 飲料 市 場 は 今後 も 成長 を 続け る 見 込み で す 。2022 
年 に は 、 中 国 は 日 本 と 同等 の 最大 市 場 に な る と 予測 し て お り 、 ま た 、 北 米 市 場 も 継続 し て 成長 する と 考え て いま す 。 今後 も 、 北 米 、 
中 国 を 中 心 に 市 場 が 伸長 し て いく 中 で 、| お ーー いち お 茶 」 を 中 心 と し た 当社 の グロ ー バ ルブラン ド を 投下 し 、EC も 活用 し な が ら 拡 

販 を 図っ て いき ます 。 
2018 一 2022 年 世界 茶 系 飲料 市 場 規模 予測 (伊藤 園 調べ ) 


中 国 日 本 北米 








14,952 百 万 米ドル 
年 成長 率 


16,928 白 万 米ドル 
年 成長 率 


10,024 百 万 米ドル 
年 成長 水 


人 2% he ae 


+1./% 





中 国 に お ける 事業 展開 米国 に お ける 事業 展開 

中 国事 業 の 基盤 確立 に 向け た 展開 を 米国 に お ける 緑茶 の 日 常 生活 ぐ べ の 。 
行い 、 現 地 CVS か ら ス ー パ ー、EC ま で 、 浸 遊 と 市 場 の 拡大 を 図る た め 、 大 手 ナ 計 
大 都市 園 で の 「 ぉ お ー い ゎぉ 茶 」 の 展開 に ショ ナル チェ ー ン で より 多く の 方 々 に 本 回 時 呈 較 還 WW 
加え て 、 む ぎ 茶 な ど 無 精 飲 料 を 強化 し て 物 の 緑茶 を 普及 させ る と 同時 に 、 園 論 一 
NR 


「ITO EN」 ブ ラン ド の 確立 を 図っ て い 








中 国 で 販売 され る ます o 米国 の キ 力 商品 「 ぉ ー い お 茶 」 と 
「 ぉ ー い ぉ 茶 」 と 「 大 麦茶 [MATCHA GREEN TEAI 
人 、 1 { 
世界 に お ける 緑茶 市 場 は まだ まだ 拡大 し て いく と 考え て い に お いて 、 テ ィ ー バ パッ グ 製 品 の 現地 生産 を 開始 し まし た 。 茶 


ます 。 その た め に は 、 お 余 の 価値 を し っ か りお 客 様 に 訴求 し 葉 栽 培 か ら 半 完成 品 で ある 荒 茶 、 仕 上 げ 工程 、 き ら に 最終 
て いく 必要 が あり ます 。 健康 を 創造 する 企業 と し て お 茶 を 通 製品 で ある ティ ー バ ッ グ 生産 まで 一 貫 し た 生産 体制 を 整え 、 
じ て 世 界 中 の お 客 様 に 何 が 提供 で きる の か 、 そ の 価値 を 伝 オー スト ラリ ア 産 茶葉 の 製品 を 現地 に 根付 か せ て いき ます 。 


えて いき な が ら 、 世 界 各国 で 人 々 の 暮 6 し 、 食 生活 に 浸 庶 当社 は お 茶 の リ ー デ ィング カン パニ ー と し て 、 お 茶 を 通じ 
きせ て いく 〈 こ と を 目指 し て いま す 。 て 、 世 界 の お 客 様 に 伊藤 園 の 価値 を 提供 し 、 人 々 の 健康 
グロ ー バ ルプ ブラ ンド と し て 展開 する | おーい お茶 」 と 海外 に 貢献 し て いき ます 。 


専用 商品 の IMATCHA GREEN TEA」 を 軸 に 多く の 
方 に 飲ん で いた だ く 機 会 を 設け 、 精 力 的 に 緑茶 の 価値 を 
(に 昌 KN レコ 人 二 ヨ EK の アク ンス の 具 才 ンス 
2 Se 2 の / 02050 00 
また 、 お いし さ の 重要 な 要素 で ある 鮮度 に こだわ り 、 海 外 国際 本 部 長 
で の 現地 生産 を 推進 し ます 。2020 年 5 月 より オー スト ラリ ア 柳 友彦 
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事業 概況 





Il 製品 開発 か ら 6 売場 づく り ま で の 総合 的 な 提案 

家庭 用 か ら マ イボ トル 用 、 業 務 用 に 至る まで の リー フ 市 場 
動向 や 地域 別 の 市 場 分 析 を 行い 、 お 客 様 の 嗜好 や 用 途 に 
合わ せ た 幅 広い 製品 ライ ン ア ッ プ を 取り 揃え て いま す 。 また 、 
棚 割 シス テム に よる 売場 提案 や 水 出し ・ 氷 水 出し 製品 の 提 
案 、 伊 藤 園 ティ ー テ イス ター に よる 大 茶会 な ど を 通じ て 、 リ ー フ 
売場 の 提案 と 市 場 活性 化 に 取り 組ん で いま す 。 

リー フ 市 場 に お いて 、 量 販 店 、CVS な ど を 含む 全国 約 
4.000 店 舗 の 2019 年 の 当社 の シェ ア は 38.7% の 圧倒 的 


No.1 を 誇っ て いま す 。 
伊藤 半 
38.79% 馬 









リー フ 市 場 * に お ける 
メー カー 別 シ ェ ア 


『 緑 茶 ・ 茶 ・ ツ ウー ロン 茶 健康 茶 
※ 出典 : イ ン テ ー ジ SRL/2019 年 1 月 一 12 月 金額 ベー ス 


I 市 場 秋 況 

緑茶 リー フ 市 場 は 減少 傾向 が 続い て いま し た が 、 健 康志 
向 の 高まり や 新型 コロ ナ の 影響 に よる 、 家庭 内 夫 要 の 増加 に 
より 、 国 内 の 日 本 茶 リ ー フ 市 場 は 2020 年 2 一 4 月 素 計 で 
6.4% 伸 長 し まし た 。 

中 で $、 手 軽 に 楽し め る 日 本 茶 テ ィ ー バ ッ グ 市 場 は 13% 伸 長 
し 、 当 社 は 前 年 同期 比 +16%、 同 市 場 に お ける シェ ア は 42 9% 
と な り ま し た 。 今後 も 、「 簡単 ・ お いし い 」 へ の ニー ズ を 踏ま え 、 簡 
便 性 製品 の きら な る 品質 向上 と 提案 強化 を 図っ て いき ます 。 
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ぢ 茶 の 市 場 と 販売 動向 
家庭 か ら 業務 用 に 至る 市 場 の 動向 を 把握 


地域 別 お 茶 の 販 玩 動向 
地域 別 の カテ ゴリ ー 動 向 と 売れ 筋 の 分 析 


日 本 茶 を 主体 と する 消費 トレ ンド 調査 
日 本 茶 を 中 心 と し た 引用 お よび 購買 に 関す る 調査 


ご 不満 点 の 発掘 
お 客 様 の ご 不満 点 ・ 要 望 な ど は 当社 社員 を 通じ て ダイ レク ト に 
収集 (社内 Voice 制 度 ) 


棚 割 シ ステ ム に よる 売場 提案 
POS 分 析 と 棚 割 の 画像 提案 を 実施 。 売 れる 定番 売場 づく り を 
ご 提 条 


年 間 を 通じ た 販促 提案 
年 間 の 生活 テー マ や 、 李 節 に 応じ た 販促 を ご 提案 
水 出し で も お いし い 大 容量 ティ ー バ ッ グ を 中 心 と し た 展開 





簡便 性 商品 の 拡大 と 日 本 茶 リ ー フ の 前 揃え を 充実 


販促 仕 副 の 提供 

エン ド か ら 関 連 販 売 ま で 、 お 店 の 販売 に 寄与 する 各種 仕 器 を 
ご 用 意 

ルー トモ セール ス を 展開 


1 店 1 店 細やか な 店 舗 フ ォ ロ ー を 実現 


日 本 茶 リ ー フ 市 場 の 動向 * 日 本 茶 テ ィ ー バ ッ グ 市 場 の 動向 
市 場 は O. 人 人 長 市 場 は 1 う % 伸 長 
mj 





2019 年 。 2020 年 2019 年 。 2020 年 
2 一 4 月 。 2 一 4 月 2 一 4 月 。 2 一 4 月 


*100 人 当 た 平 均 購 入金 額 


伊藤 園 日 本 集 テ ィ ー バ ッ グ 前 年 同期 比 の 販売 金額 


直 ] 6 9% (シェ ア 429%) 


※ 出 典 : 伊 藤 園 調べ 








I 抹 余市 場 の 活性 化 


| 抹茶] は 日 本 が 世界 に 誇る 伝統 の 食 文化 の 一 つ で あり 、 食べ 物 と の 相性 や お いし さき 、 健 康 性 な ど に お いて 高い 評価 を 得 て 
いま す 。 世界 的 な 抹茶 需要 増加 に 対応 する た め 、2016 年 、 静 岡 相良 工場 内 に 、 専 用 工場 | 抹茶 工房 ] を 稼働 きせ まし た 。 
本 格 的 な 抹茶 か ら 、 抹 茶 加工 食品 、 飲 料 用 ・ 業 務 用 な どの 幅広 い 提 案 で 抹茶 市 場 の 活性 化 に 取り 組ん で いま す 。 





抹茶 産地 の 育成 
京都 府 、 鹿 児島 県 な ど で 抹茶 原料 (て ん 余 ) の 契約 栽 江 を 拡大 








抹茶 の 原料 | て ん 人 茶 」 の 生産 量 推移 






3,387t 


2014 2015 2016 2017 2018 
※ 出 典 : 全 国人 茶 生産 団体 連合 会 調べ 








抹茶 人 り 飲料 


独自 の クリ ー ン 加工 技術 
独自 の 加工 技術 に より 、 用途 に 応じ た 良質 な 


抹茶 を 製造 













石 由 で 挽 か れ た 抹茶 は 口当たり が な め 
ら か で 、 主 に 茶道 用 に 使用 きれ ます 。 


1 時 間 に 生 産 
で きる 抹茶 の 量 20。 





ハン マー ミル 粉砕 機 


ハン マー ミル 粉砕 機 は 、 抹 茶 の 生 産 性 
を 高め る こと が で きま す 。 


1 時 間 に 生 産 
で きる 抹茶 の 景 約 Ur。 
石臼 の 2,000 倍 


キオ す ゴ 」 


iTE 目 貞 
ta 記 EE 上 語 


国 主 





製品 米国 を 中 心 に 海外 展開 


抹茶] を 通じ て 認知 機能 に 関す る 課題 解決 に 挑む ITITO EN MATICHA PROIECT」 始動 

本 プロ ジェ クト は 、 商 品 化 に 留まる こと な く 、 食 生 活 を 中 心 
に 、 運 動 、 日 常 会 話 な ど 広く 推進 し て いく こと で 、 人 生 100 年 
時 代 に お いて 予防 と 共生 と いう 観点 か ら 地 域 課題 に 積極 的 
に 取り 組み 、 お 客 様 の 生活 を より 豊か に で きる 活動 を 展開 し て 
いき ます 。 


当社 は お 茶 が 持つ 様々 な 可能 性 を 探求 し 、20 年 に わた り 、 
「 カテ キン 」 の 基礎 研究 を ベー ス に 、 お 茶 の 成 分 が 脳 機能 に 
与え る 効果 を 科学 的 に 証明 する 研究 に 取り 組ん で いま す 。 る そ 
の 中 で 、 抹 茶 に 含ま れる 成分 「 テア ニン 」 の 脳神経 保護 作用 
や 、 抹 茶 の 継 続 摂取 に より 健常 中 高 年 者 の 認知 機能 の 一 部 
が 改善 する こと が 確認 きれ た こと か ら 、「 抹茶 」 を 活用 し 、 認 知 
機能 に 関す る 課題 解決 に より 一 層 貢 献 す る こと を 目指 し 、 
[ITO EN MATCHA PROJECT* | を 立ち 上 げ ま し た 。 

活動 の 第 一 弾 と し て 、 機 能 性 表示 食品 と し て 日 本 初 *? の 
「 認知 機能 (注意 力 ・ 判 断 力 ) の 精度 を 高め る 」 抹茶 商品 を 
発売 し 、 今 後 $ る ら に 商品 開発 を 進め て いき ます 。 





*1 IITO EN MATCHA PROJECT」 
当社 で の 20 年 に わた る 研究 成果 に 基づき 、 脳 機能 に 影 
響 を 与え る 成分 を 豊富 に 含む | 抹茶 」 を 活用 する こと で 、 
認知 機能 の 課題 解決 に 真 献 し ます 。 研究 成果 を も と に し 
た 製品 開発 、 産 学 連携 に よる 研究 、CSR 活 動 な どの 多 
角 的 な 事業 を 展開 。 自治 体 や 異 業種 も の コラ ボレー ショ ン 
$ 推 進 し て 課題 解決 に 取り 組み ます 。 

*2 テ アニ ン と 茶 カ テキ ン を 組み 合わ せ た 認 知 機能 カテ ゴリ ー 
の 機能 性 表示 食品 は 伊藤 園 が 日 本 初 。 (2020 年 伊藤 
園 調べ ) 
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事業 概況 





『 市 場 和 況 


むぎ 余 飲料 市 場 は 、 無 糖 、 カ フェ イン ゼロ の 特徴 を 背景 に 、 


年 々 拡大 を 続け 、2019 年 に 約 1.105 億 円 に 成長 。10 年 
間 で 約 3.$ 倍 の 規模 と な っ て いま す 。 

ノン カフ ェ イ ン 茶 系 飲料 No.1( 数 量 ベ ー ス ) * で ある 「 健康 
ミネ ラル むぎ 茶 」 は むぎ 茶 飲料 市 場 で 5?% の シェ ア を 占め 、 市 
場 を けん 引 し て いま す 。 

むぎ 茶 は 、 ノ ンカ フェ イン で お 子 様 か ら 高 齢 者 の 方 まで 安 
心して 飲む こと が で き 、 年間 を 通じ て 支持 され て お り 、 当社 は ド 
リン ク だ け で な く 〈、 テ ィ ー バ ッ グ 製品 や イン スタ ント 製品 も 取り 
揃え て いま す 。 今後 $ ド リン ク ・ リ ー フ ・ イ ンス タン ト 製 品 を 店 頭 
で 連動 販売 する こと で 、「 健康 ミネ ラル むぎ 茶 」 プラ ンド の さら 
な る 拡販 を 図っ て いき ます 。 


Il 安全 ・ 安 心 の 品質 管理 

| 健康 ネネ ラル むき 茶 」 は 、| 乳児 用 規格 適用 食品 *」 と 
同等 の 管理 を し て いま す 。 ご 家族 の 皆様 、 赤 ちゃ ん に も 安全 ・ 
安心 に お 飲み いた だ ける 製品 で す 。 製品 に 掲載 し て いる QR 
コー ド か ら 放 射 性 物質 検査 測定 結果 が 確認 で きる な ど 、 品 
質 管 理 体制 を 徹底 し て いま す 。 


*2019 年 1 一 12 月 飲料 総研 調べ 


械 上 E 用 規 邊 
庄 且 画 品 と 周 環 還 
覧 理 を じ で いま 


* 乳 児 用 規格 適用 食品 : 則 生 労働 省 が 葉 定 し た 食品 
中 の 放射 性 物質 の 新 基 進 に お いて 、 乳 児 用 規格 適 
用 食品 に は 一 般 食 品 よ り 厳 し い 基 進 値 が 適用 きれ て 
いま す 。 





むぎ 茶 の バ パリ ュー チェ ー ン 


調達 ・ 原 料 加工 


> 幅広 い 製 品 ラ イン アッ プ > | や か ん 癌 質 」 熱風 培 勲 ・ 
飲料 、 テ ィ ー バ ッ グ 、 粉 末 茶 媒体 矯 刺 


フレ イン クル ント ン 伊藤 園 産業 坂口 工場 
水分 & ミ ネ ラ ル 補 給 
が 人 年 是 (6 人 K の 6 たい の 
品質 


SR 剛 = 伊藤 園 産業 
「 健康 ふ ネ ラル むぎ 茶 」 請 革 坂口 工場 
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> むぎ 茶 愛 リサ イク ル シ ス テム 





ricpyul 剛 


5 - 


むぎ 茶 飲料 市 場 の 推移 
( 億 円 ) (万 ケー ス ) 
1200 むき 信 飲 料 市 場 は 8.000 


10 年 間 で 約 3.$ 倍 に 成長 





200 6,000 
600 4.000 
300 2.000 





0 
2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 


WW むぎ 作 飲 料 市 場 で - 「 健 康 え ネネ ラル むき 茶 」 販売 数 量 ( 右 軸 ) 
※ 市 場 :1 一 12 月 、 伊 藤 園 :$ 一 4 月 
※ 出 典 : 伊 藤 園 調べ 


Im オー ル シ ー ズ ン 飲 料 

健康 志向 の 高まり を 背景 に 、 当 社 は 盛夏 の 署 る 対策 だ け 
で は な く 〈、 李 節 を 間 わ な い 運 動 、 ス ポー ツ 時 の ミネ ラル 、 水 分 
補給 や 乾燥 し が ちな 冬 の 水分 補給 に 好適 な 飲料 と し て 、 む 
き 余 を 提 染 し て いま す 。 





発汗 に より 失わ れる お いし く ミ ネ ラ ル 補 給 ! 
水分 ・ ふ ミネラル 


り リン 


称 220 シ 


ナトリウム 





栄 販売 


> 世界 最速 クラ ス の むぎ 茶 ” 量販 店 ・CVS 等 で の 飲料 抽 
ティ ー バ パック グ 包装 工場 品 と リー フ 製 品 の 売り 場 展開 
静岡 相良 工場 むき 人 茶 飲料 市 場 No.1 

> ファ ブレ スス 方式 と 生 流 著 さ 対策 飲料 と し て 
2 2 「 アツ いま ち サ ミッ ト ] の 共催 * 


* 山 形 県 山形 市 、 埼 玉 県 態 谷 市 、 岐 息 
県 多治見 市 、 高 知 県 四万十 市 の 民 
間 団 体 が タッ グ を 組み 結成 し た 組織 

静岡 

相良 工場 














工場 か ら 排出 きれ る 水分 を 含ん だ 茶 殻 を 腐敗 きせ る こと な | 
く 、 保 存 、 輸 送 し 、 を の まま 工業 製品 の 原材料 と し て 使用 する | 茶 殻 リサ イク ル を 可能 に する 伊藤 園 独自 の 技術 


0 Ra | ・ 合 水 の 茶 殻 の まま 常温 保存 し て 輸送 する 技術 
消 臭 ・ 抗 菌 な どの 茶 殻 効果 に 加え 、 各 製品 の 原料 の 削減 "| ・ 茶 の 機能 性 を 活か し た 製品 開発 


や 、 ぉ 茶 の 木 が 吸収 し た CO。 を 各 製 品 に 固定 する 技術 な ど 、  「CO: を 吸収 し た 茶 毅 の 製品 中 へ の 固定 技術 
委 源 の 清 用 や 環境 面 に も 優れ て いま す 。 現在 で は 茶 配合 構 "ズリ ポッ 「 

' - 限 られ た 資源 の 代筆 原料 と し て の 活用 
脂 、 茶 入り 石 診 ボ ー ド 、 茶 帝 入 り 紙 製 品 な ど 、100 竹 類 以 


上 の 茶 殻 リサ サイ クル 製品 が 開発 され て いま す 。 NN em ee. .. .- は ヨ ケ ヨ ュ ョ バケ ュ ォ ブ ト ォ ロナ ロ ナ ケ ョ トロ D 上 Db ベ エラ ゥ ュ ュ ュ ュ 


y P63 社外 か ら の 評価 


工業 製品 へ の 茶 殻 リサ サイ クル 





















茶 殻 を 配合 し た 

「 紙 」 製品 EE 

飲料 用 段ボール 茶 殻 配合 紙 ノー ト 茶 殻 入り 封筒 
本 表面 温度 上 昇 
語 語 聞 対 吉 制 効果 が ある 
上 am 1 

_ 1。 1 コ ーーー 。 Field Chip 

信愛 を 配合 し た 「 Greentea」 





| 樹脂] 製品 


サッ カー 場 1 面 *+ 当 た り 





ゎ 茶 人 り ベ ンチ 枕 人 工 芝 充 填 材 「 おーい お 茶 ] 525Sml ペ ッ ト ボ トル 
約 全う 万 本 分 の 茶 殻 *? 資 源 の 活用 


・ 表 面 温 度 の 上 昇 を 約 / *C 抑 制 


茶 殻 を 配合 し た 5 8 トト 、 軸 き キィ 系 だ *1 ロン グ パ イル 人 工 芝 サ ッ カ ー 場 (1 面 約 
ロロ hb 』 8.000m?) 

| 建材] 製品 ーー *2 約 4.3t-COz の CO: 排 出 量 を 削減 し て 
半 い いる 計算 











茶 愛 を 配合 し た 
「 シー ト 」 製品 





茶 殻 配合 シー ト は 自動 販売 機 の 取り 出し 口 ( 左 ) や 
購入 ボタ ン ( 右 ) の 茶 殻 抗 貢 シー ル に 活用 





茶 殻 リサ イク ル シ ス テム の 応用 





むき 介 殻 コー ヒー 関連 の 「 
リサ イク ル 製 品 リサ イク ル 製 品 て ws uns 
(2019 年 9 月 一 ) (2012 年 7 月 一 ) 
き 余 茶 殻 の 接着 効果 な ど の 特 性 を に 給湯 器用 緩衝 材 タリ ー ズ コー ヒー に て 使用 する 紙 ナ プ 
か し た 高 付加 価値 製品 を 創出 キン に シル バー スキ ン 配 合 紙 を 使用 紙 ナ プ キ ン 
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事業 概況 





I 市 場 概 況 
野菜 飲料 市 場 は 、 消 費 者 の 健康 志向 の 高まり な ど を 背景 

に 、 栄 養 バ ラン ス の 良い 野菜 飲料 に 関心 が 集まっ た こと で 、 
2020 年 1 一 4 月 は 、 前 年 同期 を 上 回 る 販売 実績 で 推移 し ま 
し 7 だ 。 

また 、 青 汁 (粉末 製品 ・ 飲 料 製品 ) 市 場 は 、$ 年 前 と 比べ 
14% 伸 長 し 、2019 年 は 1.050 億 円 規模 まで 拡大 。 飲 料 
製品 市 場 に お いて は 、$ 年 前 か ら 73% 伸 長 の 142 億 円 
(2019 征 ) 00 まし 。 





I 栄養 を 軸 と し た 価値 創造 と コミュ ニケ ーション 
当社 は 、 世 界 的 な 健康 志向 の 高まり や ライ フス タイ ル の 変 
化 な どか ら 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 等 の 摂取 不足 や 、 脂 肪 、 砂 糖 、 
塩分 等 の 過剰 摂取 に よる 栄 杖 面 の 課題 に 対し て 、 お 客 様 の 
ー ズ に 合っ た 健康 に 資す る 食品 ・ 飲 料 の 開発 を 行い 、 健 
康 的 な 食 生活 を 提案 し ます 。 
消費 者 の 健康 志向 ニー ズ に 応え る 形 で 、1992 年 に 
じん を ベー ス に し た | 充実 野菜 ] を 発売 し まし た 。1999 年 か 
ら 野菜 飲料 に 最適 な お いし 〈 て 栄養 価 の 高い に ん じん の 研究 
を 開始 し 、 約 $0 種 類 $ も の に ん じん の 中 か ら 「 朱 衣 」 と いう 品種 
を 選び 、 主 原料 と し て 使用 し て いま す 。 また 、 原 料 だ け で な く 、 
独 目 の | ナチュ ラル スイ ー ト 製法 *!」 に よっ て 、 飲み や すく 〈 仕 
選 必 で いま す 





| 朱 衣 」 に は 一 般 的 な に ん じん と 比較 し て 約 2.$ 倍 以上 の 
野菜 関連 バリ ュー チェ ー ン 


研究 企画 ・ 開 発 


と 幅広い 製 品 ラ イン アッ プ 
飲料 市 場 の 拡大 、 大手 流通 と の 
商談 や 消費 者 ニー ズ へ の 柔軟 な 


, 邊 約 栽培 (P23 参 照 ) 
安定 し た 原料 調達 
(に ん じん や 大 孝 若 葉 な ど ) 


対応 し テテ ロリ 
人 > 安全 ・ 安 心 へ の 

> 特許 ・ 商 標 戦略 品質 管理 体制 
生計 提 1 ムフフ ラリ 2 トレ ー サ リティ の 確保 輸入 検 
体制 の 確立 

, 適切 な 情報 開示 
原料 原産 地表 示 ノ 健康 情報 の 
提供 
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一 お いし く 栄 杖 が 摂れ る 野 





野菜 飲料 シリ ー ズ の 販売 推移 

(万 ケー ス ) ( 億 円 ) 

4.000 2,500 

3.200 2,000 

2.400 時 - 胃 関 還 一 前 較 p 1.500 

1.600 1.000 
800 500 


2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 
革 較 毎日 杯 の 青 汁 四国 ビタ ミン 野 茶 還 証 1 日 分 の 野菜 他 
で - 野菜 飲料 市 場 ( 石 軸 ) 


※ 市 場 :1 一 12 月 、 伊 藤 園 :? 一 4 月 
※ 出 和典: 伊藤 園 調べ 


業 飲 料 の 認知 拡大 ヘー 
GABA 量 が 含ま れ て お り 、GABA に は 血圧 が 高め の 方 の 血圧 を 
下げ る 機能 が ある こと が 報告 きれ て いま す 。 それ を 受け 2020 年 10 
月 に 、GABA の 働き で 高め の 血圧 を 下げ る 機能 性 表示 食品 | 充 
実 野菜 朱 衣 に ん じん ミッ クス 」 を 発売 。 容 益 に は 牛乳パック と 同 
様 に リサ イク ル で きる 「 レ ン ガ 型 ア ルミ レス 紙 パ ッ ク 飲 料 容器 ( 通 
称 ECO 容 融 )*2] を 採用 し 、 環境 に も 配慮 し て いま す 。 今後 、| 朱 
衣 」 を 基軸 に 製品 展開 を 一 層 強 化し 、 消 費 者 の 健康 的 な 生活 
に 頁 献 し て いき ます 。 『 22 調達 
#1 原料 の に ん じん の ヘタ を 取っ て 度 む き を し て 、 青 上 四 み を 取り 除き 、 ブ プラ ンチ ング 
(ゆで る ) し て 細か くす りお ろ す こと で 、 に ん じん に 含ま れる アク の 成分 を 除去 する 
製法 (方 法 特許 3771919 号 ) 
*2 日 本 製紙 株 式 会 社 が 制作 する レン ガ 型 200ml 紙 パッ ク 容 器 に お いて 、 従 


来 ア ルミ 和 を 使用 し て いた 積層 部 分 を 、 凸 版 印 刷 株 式 会 社 製 の 透明 バリ ア 
フィ ルム (GL フィ ルム ) に 置換 し た 容 碧 (ECO 容 器 ) 





| 充実 野菜 朱 衣 に ん じん ミッ クス 」 





> ファ ブレ ス 方 式 > ノレ ー ト セー ルス 
設備 投資 の コス ト 削 減 健康 価値 を 訴求 し た 自動 販 玩 機 
需要 に 即 し た 生産 量 の 調整 設置 の 提案 

> アル ミレ ス 紙 パッ ク y し 
環境 に 配慮 し た 容器 栄養 週間 に お ける 店 頭 で の 訴求 や 
高 付加 価値 に よる 製品 差別 化 食 育 活 動 


生産 物流 ブロ ッ ク 体 制 
物流 費 の 削減 、 迅 速 な 製品 供給 


> ナチ ュ ラ ルス イー ト 製 法 
原料 に 即 し た 独自 の 製法 











コー ヒー 飲料 製 癌 


TULLY'S COEFEE と 伊藤 園 の グル ー プ シナ ジー 

当社 で は タリ ー ズ コー ヒー ジャ パン (株 ) と の 共同 開発 製品 を 販売 し て いま す 。 タリ ー ズ コー ヒー の 精 
神 を 大 切 に し た ボトル 缶 コ ー ヒ ー、 ペ ッ ト ボ トル コー ヒー は 、 タ リー ズ の バリ スタ が 原料 か ら 製 法 に 至る まで amr 衣 
こだわ り 抜い た 、 コ ク と 香り が 特長 で す 。 高 品質 の アラ ビ カ 種 の み を 厳選 し た 原料 豆 を 国内 で 税 煎 し 、 し っ BLACK 詳 Lack 
か り と お いし き を 引き 出し て いま す 。 今後 も 当社 と タリ ー ズ コー ヒー の それ ぞ れ の 持ち 味 を 活か し た 製品 を 発 ーー プー ニー 
売 し 、「TULLY'S COFFEE」 ブラ ンド の 一 層 の 価値 向上 を 図っ て いき ます 。 伊藤 開 と の 協 働 開発 商品 








kttMIILEII 

















I 市 場 桃 況 

コー ヒー 飲料 市 場 は 緊急 事態 宮 言 や 外出 自粛 に より 、 メ イン コー ヒー の 販売 推移 
チャ ネル で ある 自動 販売 機 や CVS 等 で 前 年 を 下回り 、 自 宅 な ど ターズ (% 
手 漁 れ の 本 格 コー ヒー を 飲む 人 が 増加 し まし た 。 レギ ュ ラ ー コ ュー ーー 

ー に 接する 機会 が 増え た こと で 、 産地 や 品質 て の こだわ り 、 お い 1.600 28 
し る へ の 感度 が 高まっ た と 考え られ ます 。 (家庭 用 レギ ュ ラ ー コ ー 17 隊 
ビー 市 場 販売 金額 2020 年 3 一 5 月 、 前 年 同期 比 20% 以 上 伸 症 還 
長 「 伊 藤 園 調べ 」)。 

こう し た 脊 景 を 受け 、 産 地 に こだわ っ た ブラ ジル 産 豆 アラ ビ カ 1 和 細 
種 を 100% 使 用 し た | ブラ ジル 100%CLEAR BITTER | 、 。- 較 20 


2009 2011 2013 2015 2017 2018 2019 
タン ザ ニ ア 産 豆 を 51% 使 用 し た 「 キ リマ ンジ ャ ロ BLACK」 を 本 証 TULIYSCOFFEE 條 料 製品 販売 殺 量 
2020 年 10 月 に 発売 し まし た 。 で - コー ヒー 飲料 市 場 (2009 年 を 100 と し た 場合 ) ( 石 軸 ) 
に 、 Te ※ 市 場 :1 一 12 月 、 伊 藤 園 :$ 一 4 月 
「TULLY'S COEFFEE」 ブラ ンド は 、 コ ー ヒ ー 豆 ・ 培 章 ・ 抽 出 ※ 出 典 : 伊 藤 園 調べ 
へ の こだわ り に より 、 原 産 国 の 魅力 を 引き 出し た 製品 を 提 楽 し 、 多 


様 化 する お 客 様 ニ ー ズ に 対応 し て いき ます 。 


Il コー ヒー バリ ュー チェ ー ン を 通じ た 仙 値 創造 
グル ー プ 企業 の Distant Lands Trading Co. (以下 、 DLTC 社 、 タ リー ズ コ ー ヒ ー ジ ャ パン (株 ) と の グル ー プ シナ ジー 
DLTC 社 ) は 、 米 国 を 中 心 に コー ヒー 豆 の 栽培 か ら 販 売 ま で い 








を 行っ て いま す 。 当社 は 、DLTC 社 か ら ボ トル 向 コ ー ヒ ー の DISTANT LANDS CPLDL_Et_ で な 

原材料 と し し て コー と 一 豆 の 一 部 を 仕入れ 、 合 用 する な ど グ ルー 1 

プシ ナジ ー を 追 玉 し て いま す 。 また 、DLTC 社 の 自社 所 有 の ea の 

農園 と 精選 工場 の 一 部 で は | レイ ン フ ォ レ スト ・ ア ライ アン ス 

認証 ] を 取得 する な ど 、 環 境 ・ 社 会 経済 面 に 配慮 し た 持続 っ 伊藤 園 

可能 な 生産 を 推進 し て いま す 。 

コー ヒー バリ ュー チェ ー ン 

> 海外 :DLTC 社 > 海外 : DLTC 社 > 海外 :DLTC 社 > 海外 :DLTC 社 (米国 中 心 ) 

> 国内: 伊藤園 、 タ リー ズ 自信 農園 、 精 刀工 場 (コス タリ カ ) > 国内: 伊藤園 、 タ リー ズ 国内: 伊藤 園 ( 量 販 店 ・CVS・ 
に ニン ペン コー ラーン ペン 自動 販売 機 )、 タリ ー ズ 


コー ヒー ジャ パン (店 舗 ) 


国内 灯 意 工場 江ノ電 江ノ島 駅 店 


本 叶 中 還 
「TULLY'S COFFEE| 開 較 っ: 
プラ ンド の 飲料 製品 加 DUS 補 
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コー ポレ ー ト 戦略 


伊藤 園 グ ルー プ 中 長期 環境 目 様 


伊藤 園 グ ルー プ は | お客様 第 一 主義 ] に 基づき 、 人 類 共 有 の 地球 環境 を 守り 、 次 世代 に 継承 する こと が 企業 の 社会 的 次 
任 で ある と 考え て いま す 。 地球 温暖 化 に 伴う 気候 変動 に よる 酷 和 閉 、 洪 水 や 土砂 災害 の 増加 、 海 涯 プラ スチ ッ ク ご み 問 題 な ど 、 地 
球 環境 間 題 は 世界 的 な 喫 叱 の 社会 課題 と な っ て いま す 。 

こう し た 課題 は 、 伊 藤 園 グル ー プ の 事業 活動 に お いて $ 重 妥 な 課題 で あり 、2020 年 9 月 に 、| 伊藤 園 グ ルー プ 環 境 方 針 」 に 
基づき 、 容 稚 包 装 と 気候 変動 へ の 対応 に つい て 「 伊藤 園 グ ルー プ 中 長期 環境 目標 」 を 策定 し まし た 。 これ に より 、 環境 問題 へ 
の 取り 組み を より 一 層 推 進 し 、 持 続 可 能 な 社会 へ の 頁 献 を 目指 し ます 。 


中 長期 環境 目標 





・3R (リサ イク ル 、 リ デュ ー ス 、 リ プレ イス & リ ユー ス )+Olean (環境 保全 ) 
・2030 年 まで に 、 ペ ッ ト ボ トル に 使用 する リサ イク ル ん 素材 等 (生物 由来 素材 を 含む ) の 割合 を 
MOI0 ル た kz 必 2N9 北 Ei 時 を 更 


86 2030 年 度 2050 年 度 
5 _ー_ _ 装 ニ = ーー aaaaa 
排出 量 SCODc 14 人 2 総量 26% 削 減 (2018 年 度 比 ) 総量 ?0% 前 減 (2018 年 度 比 ) 


削減 目標 Scope3 原 単位 26% 削 減 (2018 年 度 比 ) 原 単位 50% 削 減 (2018 年 度 比 ) 





※Scope 1: 自 社 で の 燃料 の 使用 に よる 直接 排出 
Scope 2: 自 社 が 購入 し た 電気 の 使用 に 伴う 間接 排出 L_I 
Scope 3:Scope 1、2 以 外 の を の 他 の 間接 排出 


[伊藤 園 グ ルー プ 環 境 方 針 ] に つい て は 、 こ ちら を ご 参照 くだ きい 。 








https:/wwwr.itoen.co.jp/csr/system/ 
環境 マネ ジメント 体制 

環境 に 関す る 課題 は CSR/ESG 推 進 委 員 会 (委員 長 : 代 表 取 締 役 社長 本 庄 大 介 ) で 実態 を 把握 し 、 方 針 や 目標 、 対 策 を 
審議 し 、 経 営 層 ( 取 締 役 会 お よび 執行 役員 会 ) に 報告 し て いま す 。 

また 、 伊 藤 園 グ ルー プ で は 、ISO14001 に 基づく 環境 マネ ジメント シス テム の 中 で KPI を 設定 し 、 環 境目 標 に 対す る 取り 組み 
を 推進 し て いま す 。 これ まで に 生産 部 門 ・ 営 業 部 門 ・ 本 社 部 門 ・ 一 部 の 関連 会 社 * に て 認証 を 取得 し て いま す 。 


* そ の 他 関 連 会 社 で は 、 伊 藤 園 産業 (株 ) 、( 株 ) 沖縄 伊藤 園 、( 株 ) グ リー ン バ パリ ュー に て 認証 を 取得 











委員 長 : 代 表 取 締 役 社長 
本 庄 大 介 
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レベ 』 壮 モ 


容 問 包装 


伊藤 園 グル ー プ は 、 ペ ッ ト ボ トル の 軽量 化 や プラ スチ ッ ク 使 用 量 の 削減 に 寄与 する 技術 開発 、 環 境 配慮 型 の 紙 容 器 の 


和信 な ど に 、 積 極 的 に 取り 組ん で いま す 。 


一 方 で 、 世 界 的 に 喫 繋 の 社会 課題 と な が っ て いる 海洋 プラ スチ ッ ク ご み 間 題 や 気候 変動 問題 等 


変革 に さら に 挑戦 する た め 、2020 年 9 月 、| 伊藤 園 グ ルー プ 
グル ー プ で 販売 する 製品 


持続 可能 な 社会 へ の 頁 献 を 目指 し ます 。 


伊藤 園 グ ルー プ プラ スチ ッ ク に 関す る 方 針 


リサ イク ル (資源 循環 ) 
・2030 年 まで に 、 ペ ッ ト ボ トル に 使用 する リサ イク ル 素 材 等 ( 生 
物 由来 素材 を も 含む) の 割合 も を 1009%% に する こと を 目指 し ます 。 
・ ペ ッ ト ボ トル 以外 の 用 途 に お いて も 、 リ サイ クル 素材 の 利 
用 を 推進 し ます 。 
行政 機関 、 業 界 団体 、 取 引 先 等 と 連携 し 、 リ サイ クル 系 
向上 に 向け た 活動 を 推進 し ます 。 


リデュース ( 省 資 源 化 ) 





・ さ ら な る 容 妖 忌 装 の 軽量 化 ・ 使 用 量 削 減 に 向け て 容 牧 


設計 、 生 産 方 法 の 改良 を 行い ます 。 














容 如 包 装 の 軽量 化 の 取り 組み 
容 村 包 装 の 大 部 
紙 2 パ > グ 他 ヽ \ レ o ゞ クマ B ロ と TE 
0 0.6% 1 本 当たり ペッ ト ボ トル 容器 包装 の 
和夫 の 重量 の 減少 率 ( 仕 入 ペー ス ) 
13.3% 
-19% 
伊藤 園 の ho、 
容 如 別 
重量 比率 
ペッ ト ボ トル 
91.07% 2011/4 202074 
資源 循環 の 取り 組み リプ レイ ス の 取り 組み 
| お ーー い お 人 共 」 電子 レン ジ 対 応 
345ml ペ ッ ト ボ トル 


「100% リ サイ クル ペッ ト ボ トル | 使用 








* ォ マッ チ 付 き シ ング ルチャ ン バ ー テ ィ ー バ ッ グ と し 日 本 初 


1 


liE 


コピ 時 


月 京 に 、 循 環 型 社会 へ の 
ブ プラス チッ ク に 関す る 方 針 」 を 策定 し まし た 。 これ に より 、 伊 藤 園 


の ライ フサ イク ル 全 体 を 通じ た 、 資 源 有 効 告 用 と 環境 負荷 低減 に 向け た 取り 組み を より 一 層 推 進 し 、 


, リプ フレ イス 巡 リ ユー ス 
・ 生 物 由 米 素 材 、 生 分 解 性 素材 の 使用 を 推進 し ます 。 
・ 飲 食事 業 に お いて 、 再 利用 可能 な 容 副 へ の 代替 も 推進 
陸 水 8 


W クリー ン ( 環 境 保全 ) 

・ プ ラス チッ ク 資 源 有 効 活用 の た め の 、 分 別 収集 の 促進 、 
清掃 活動 等 の 社会 貢献 活動 へ の 参加 と と 6$ に 、 各 地 の 
環境 保全 活動 を 継続 的 に 支援 し ます 。 


分 を 占め る ペッ ト ボ トル に つい て 、 環 境 配 慮 型 ペ ッ ト ボ トル の 開発 に より 軽量 化 を 図っ て いま す 。 


「 お ーー い お 茶 」($25ml) 
ボトル 重量 :19g 
従来 比 OO10 MS VI9 
キャ ッ プ 車 量 :2.6g 
従来 比 約 13% 軽 量化 







[健康 え ネネ ラル むぎ 茶 」 
(2L) 





ボトル 重量 :28.4g 


、 吉 に 
喘 園 ラベ ル 厚 さき :20 マ イク ロメ ー ト ルレ 





従来 比 約 和 0- う 0% 洛 膜 化 


タリ ー ズ コー モー で の 取り 組み 





日 本 初 * の 環境 対応 型 テ ィ ー バ ッ グ 製品 を 発売 














に 」 ョ 重点 


ET 





スト ロー の 長き を 3cm 短 くし 、 バ イオ マス プラ スチ ッ ク を 25% 
配合 し た スト ロー を 「 タリ ー ズ コー ヒー」 全店 で 使用 
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コー ポレ ー ト 戦略 


% 候 変動 へ の 対応 
* CO: 排 出 量 の 削減 目標 
伊藤 園 グル ー プ は 、2020 年 9 月 に 気候 変動 へ の 対応 を 最 重要 課題 の 一 つと し て 位置 付け 、2030 年 度 ま で に 2018 年 度 


比 で 、Scope1EScope2 の CO: 排 出 量 を 総量 で 26% 削 減 、Scope3 に つい て は 原 単位 で 26% 削 減 す る 目標 を 策定 し まし た 。 
また 2050 年 度 ま で に 、Scope1 と Scope2 で 総量 $0% 削 減 、Scope3 で 原 単位 30% 削 減 の 目標 を 掲げ て いま す 。 

これ まで 、 飲料 製造 工場 に お ける 環境 配慮 型 充 填 シ ステ ム の 導入 や 、 モ ー ダ ル シ フ ト 、 営 業 車両 の エコ ドラ イブ 推進 、 ヒ ー ト 
ポン プ 式 目 動 販売 機 の 積極 導入 な ど に 取り 組ん で きま し た 。 当社 は 飲料 製造 工場 を 目 社 で 保有 せ ず 、 外 部 に 委託 する ファ ブ 





レス 方 式 を 採用 し て いる た め 、 全国 $ ブ ロッ ク 約 $0 の 製造 委託 工場 と 連 


以上 に 協 働 の 取り 組み を 進め て いき ます 。 


2030 年 度 
総量 26% 削 減 (2018 年 度 比 ) 


CO>: 
排出 量 


削減 目標 


Scope1、2 総量 排出 量 の 削減 目標 


(t-CO>) 
の ボーーーーーーーー 


0 目標 
50% 削 減 
ヽ ヘン 


2018 年 度 2019 年 度 2030 年 度 2050 年 度 











CO: 排 出 量 削 減 に 向け た 主 な 取り 組み 





原 単 位 26% 削 減 (2018 年 度 比 ) 


車 携 し 、2030 年 度 の 削減 の 目標 達成 に 向け て これ まで 


2050 年 度 
総量 ?0% 削 減 (2018 年 度 比 ) 


原 単 位 50% 削 減 (2018 年 度 比 ) 





Scope3 原 単位 排出 量 の 削減 目標 
(t-COz グ 売上 高 ( 百 万 円 )) 





26% 前 江 目標 
$0% 削 減 




















2018 年 度 2019 年 度 2030 年 度 2050 年 度 


s Scope3 カテ ゴリ ー1 (購入 し た 製品 ・ サ ービス )・ カ テ ゴ リ ー4( 輸 送 ・ 配 送 ( 上 流 ) ) 


当社 は 、「 伊 藤 園 グル ー プ プラ スチ ッ ク に 関す る 方 針 ] に 基 づ 
き 、2030 年 まで に 、 ペ ッ ト ボ トル に 使用 する リサ イク ル ん 素材 等 ** の 
割合 を 100%% に する こと を 目指 し て いま す 。 リサ イク ル 素 材 等 を 使 
用 する こと に より 、 バ ー ジ ン 樹 脂 より 大 幅 な CO> 排 出 量 削減 効果 が 
期待 で きま す 。 

また 、2010 年 に 東洋 製 鐘 株 式 会 社 と 共同 開発 し た 、 常 温 無 
画 充 填 方 式 「INNS シ ステ ム *?] の 導入 に より 、 水 使用 量 と 製造 エ 
ネル ギー 使用 量 の 削減 を 実現 し て いま す 。 また 、 従 来 の ペッ ト ボ 
トル より 約 30% の 軽量 化 を 実現 し 、 製 品 全 体 の 軽量 化 と 輸送 時 
の エネ ルギー 使用 量 の 低減 に 6 真 献 し て いま す 。 

今後 も 、 サ プラ イヤ ー と の 協 働 に より 製品 の ライ フサ イク ん ル 全体 
を 通じ た 、 資 源 有 効 活用 ECO: 排 出 量 削減 に 取り 組ん で いき ます 。 

y PS3 CO: 排 出 基 の 実績 


*1 生物 由来 素材 を 含む 







バリ ュー チェ ー ン 排出 量 
Scope3 その 他 
Scope1 、2 
4% 
4% 
デコ リー12 半 カテ ゴリ ー1 
販売 し た 製品 の 廃棄 購入 し た 製品 ・ サ ービス 
/% 





63% 


の 


カテ ゴリ ー4 
輸送 、 配 送 (上 流 ) 
9% 





カテ ゴリ ー13 
リー ス 資 産 (下流 ) 
13% 


*2 NS=Non-Sterilant: ノ ンス テリ ラン ト = 楽 剤 を 使用 し な い の 意 。 ボトル の 殺 南 処理 に 楽 剤 を 使用 し な い 常温 無 画 充 填 シ ステ ム 


42 伊藤 園 統 合 レ ポー ト 2020 








気候 変動 シナ リオ 分 析 へ の 着手 


* 集 葉 へ の 影響 分 析 

当社 は 、 主 力 製品 の 原料 と し て 国内 荒 集 生産 量 の 
約 4 分 の 1 を 調達 し て いま す 。 その た め 、 気 候 変 動 に よる 
信 業 や 収穫 量 へ の 影響 が 事業 に 対し て 大 き な 涼 響 を 
及ぼ す 可 能 性 を 認識 し 、Aqua Crop model*! を 用 い 
て 気候 変動 シナ リオ 分 析 を 実施 し まし た 。 IPCC 第 5 次 
評価 報告 書 の RCP シ ナリ オ *?2(RCP2.6、RCP4.5、 
RCP6.0、RCP8.$) を 選択 し 、 国 内 主要 人 茶 産 地 ( 九 
州 地方 ・ 静 岡 県 ) に お いて 、 各 シナ リオ 条件 下 で の 茶樹 
品 棟 ・ 摘 採 時 期 別 に 人 葉 収穫 量 へ の 影響 と 品質 へ の 


影響 を 定量 的 、 定 性 的 に 分 析 し まし た 。 


s 結果 

産地 に よっ て 変動 は ある 6 の の 、 
RCP2.6 で は 約 4ー7% 、RCP4.$ で は 
約 14ー23%、RCP6.0 で 約 29 一 36%、RCP8.5$ で 約 41 
<54% と 、 茶 葉 の 収穫 量 が 増加 する こと が 認め られ まし た 。 

定性 分 析 で は 、 様 々 な 研究 論文 や 文献 等 か ら 、 外 
来 病害 虫 ・ 疾 病 誘 発 責 が 北上 し 、 茶樹 の 生育 や 品質 
に 悪影響 も 与え る リス ク が ある こと を 確認 し て いま す が 、 
当社 の 契約 産地 の 一 部 に お いて 風 と 水 で 害虫 を 吹き 
飛ば す 機 械 を 導入 する な ど 、 病 害虫 対策 に も 積極 的 
に 対策 を 講じ て いま す 。 





これ ら 独 自 の 分 析 と シナ リオ 分 析 を 継続 的 に 行い 、 
そ を の 結果 を 踏ま を て 新た な 産地 開発 や 栽培 管理 手法 、 
技術 開発 な ど に $ ぁ 茶 農家 と 協 働 し 取り 組ん で いき ます 。 





収量 シミ ュ レ ーション 結果 


IPCC 代 表 的 濃度 経路 シナ リオ (Representative Concentration Pathways, RCP) を 利用 。 


取 串 上 巡 1 ャ 1.7“C +2.6*C +3.1* 〇 +4.8* 〇 
02*1 422ppm(+13.79) | 537ppm(+128.79) | 663ppm(+254.79) | 917ppm(+508.79) 





20.1*C(+1.7*C) 21.0*?C(+2.6*C) 21.5?C(+3.1?C) 23.2?C(+4.8?C) 

















平均 収量 
増減 (%) 暫 於 地区 +/.4% +23.396 +36.4% +54.4% 
16.5?C(+1.7?C) 17.4?C(+2.6"C) 17.9?C(+3.1?C) 19.6"C(+4.8*C) 
袋井 地区 + 和 4.2% +14.5% ャ ノウ ./ % +41.2 % 
平均 収量 
増減 (%) 
富士 地区 */ 2 9 + ノ 2.8 9% +35.4% * う 1./ % 

















*1 FAO( 国 際 連 合 食糧 農業 機関 ) が 、 気 候 プ 土壌 な どの 環境 条件 や 栽培 管理 条件 が 、 農 作物 の 生産 性 に 与え る 影響 を 評価 する た め に 開発 し た 作物 成長 モデ ル 
*2 IPCC( 国 連 気 修 変 動 に 関す る 政府 間 パ ネル ) 第 $ 次 評価 報告 書 に よる 代表 濃度 経路 シナ リオ 。 温室 効果 ガス の 濃度 に より 、 世 紀 末 の 気候 と を の 影響 を 予測 
RCP 8.5… 高位 参照 シナ リオ 。 2100 年 に お ける GHG 排 出 量 の 最大 排出 量 に 相当 する シナ リオ 
(1986 一 2005 年 平均 気温 に 対し 、2100 年 に は 最大 4.8?C 気 温 が 上 昇 す る シナ リオ ) 
RCP 6.0… 高 位 安 定 シ ナリ オ 。 世紀 末 の 放射 強制 力 6.0W/mz(2100 年 に は 最大 3.1?C 気 温 が 上 昇 ) 
RCP 4.$… 中 位 安定 シナ リオ 。 世紀末 の 放射 強制 力 4.5W/mz(2100 年 に は 最大 2.6*C 気 温 が 上 昇 ) 
RCP 2.6… 低 位 安定 シナ リオ 。 将 来 排 出 量 の 最も 低い シナ リオ (2100 年 に は 最大 1.7*C 気 温 が 上 昇 ) 
#3 基準 :1986 一 2005 年 
*4 基準 値 :408.21ppm 
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コー ポレ ー ト 戦略 


人 材 マ ネジ メン ト 


時 代 の 転換 期 だ か ら こ そ 、 


経営 理念 1 お 客 様 第 一 主義 ] の 実践 を 根本 に 
多様 な 人 材 の 育成 と 働き 方 改革 を 推進 し て いき ます 。 


基本 方 針 

これ まで 伊藤 園 グ ルー プ は 、「 実力 主義 ] の 考え 方 の も と 、 
社員 が 誰 で も 学べ る 伊藤 園 大 学 ・ 大 学院 等 を 通じ て 人 材 育 
成 に 力 を 入れ て きま し た だ 。 また 、 人事 制度 の 拡充 や ワー ク ・ ラ 
イフ ・ バ ラン ス の 推進 等 を 通し て 、 社 員 一 人 ひと り が 健康 で い 
きい き と 働 ける 環境 づく 90 を 目指 し 、 働 き 方 改革 と ダイ バー シテ ィ 
の 推進 に も 取り 組ん で いま す 。 





取締 役 専務 執行 役員 
管理 本 部 長 
平田 篤 





新型 コロ ナ の 影響 を は じ め と し て 、 社 会 は 大 きく 変化 し て お 
り 、 社 会 課題 も 複雑 化 し て いま す 。 こう し た 時 代 の 転換 期 だ か 
ら こ を 、 経 営 理念 お客様 第 一 主義 」 の 実践 を 根幹 に 、 こ れ 
まで の や り 方 を 見 吉 し 、 働 き 方 だ け で な く 働 く 一 人 ひと り の 意識 
改革 が 重要 で す 。「 チ ー ム 伊藤 園 」 と し て 、 社 員 一 人 ひと り 
が 意欲 に あふ れ 、 積 極 果 敢 に チャ レン ジ し 活躍 する た め の 環 
應 づく り を スピ ー ド 感 を も っ て 進め て いき ます 。 


人 材 マ ネジ メン ト の 考え 方 


実力 主義 に 基づく 経営 課題 解決 講座 
職能 資格 制度 海外 研修 制度 〇 
伊藤 園 大 学 ・ 大 学院 次 世代 リー ダー の 育成 
働き が いと 労働 生産 性 の 向上 
・ 時 間 外 労働 の 削減 、 ・ ワ ー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス の 
p 
LEPAES 有給 休暇 取得 率 の 改善 推進 いり 健康 経営 の 推進 





、。。 。 7 の BE 
レム ベー 傘 1 間 
AE 誠に 串 用 の 失 信 





多様 な 人 材 の 活躍 に よる 


イノ ベー ショ ン 


・ グ ロー バル 人 材 の 育成 〇 


経営 理念 | お客様 第 一 主義 ] の 実践 
すべ て の お 客 様 を 大 切 に する こと が 経営 の 基本 で ある 
消費 者 の 皆様 株 主 の 皆様 販売 先 の 皆様 仕 和信 先 の 皆様 金融 機関 の 皆様 地域 社会 の 皆様 














/42 鐘 


0PA0C 9 (累計 卒業 者 数 14.844 名 ) 


ここ 計 だ ヨ 
夫 池 





伊藤 園 テ ィ ー テ イス ター 社員 の 教育 ・ 研 修 費 用 

資格 保有 者 数 * 
の の か レシ 169 う 百 万 円 
*2020 年 $ 月 時 点 


育児 休職 後 の 復 職 朱 


2.33% ツノ / 6 


*2020 年 6 月 1 日 時 点 
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人 材 育 成 

| 伊藤園 大 学 ] | 伊藤園 大 学院 ] の 独自 の 自選 啓発 制 
度 で は 、 営 業 、 財 務 、 マ ー ケ ティ ング 、 組織 グロ ー バ ル な どの 
14 コ ー ス (2020 年 4 月 期 ) が あり 、 受 講 者 が 1 年 間 の 履修 
を 経て 専門 知識 等 を 身 に 付け る と と も に 、 昇 進 昇格 の 際 に も 
考慮 きれ る 要件 と な っ て いま す 。 








自己 廊 発 制度 | 伊藤 園 大 学 ] 








[伊藤園 テ チ ィ ー テ イス ター 社内 検定 ] で は 、 年 に 1 回 検定 
試験 を 実施 し 、 お 茶 の 専門 家 を 育成 する こと に より 社内 外 に 
お 茶 の 啓 発 活動 を も 行っ て いま す 。 資格 保有 者 が 普段 の 業 
務 や 職位 等 に ほら われ ず 、 お 信 の 専門 家 と し て お 互い に 切 遼 
球磨 で きる 人 材 育 成 の 場 と な っ て いま す 。 

「 経営 課題 解決 講座 ] は 、 次 世代 経営 幹部 候補 者 の 育 
成 を 目的 に 、 選 抜 制 で 実施 きれ る 研修 制度 で す 。 次期 経営 
者 と し て の 「 志 」 や 「 視 座 ・ 視 点 ] を 養う た め に 社内 外 で の 研 
修 を 通し て 、 経 営 に 関す る 幅広 い 知 識 を 身 に 付け 、 中 長期 を 
見 据え た 会 社 の 課題 解決 を 考え る 場 と し て いま す 。 

「 海外 研修 制度 」 で は 、 社 内 公募 で 試験 に 合格 し た 人 材 
が 、 海外 グ ルー プ 企 業 で 1 年 間 、 市 場 調査 や 営業 、 ア カウ ン 
ティ ング な どの 研修 を 受け る 制度 で す 。 海外 事業 展開 を 見 
据え た 人 材 の 育成 を 行っ て いま す 。 








海外 研修 中 の 社員 


人 事 制 度 の 拡充 と 健康 経営 の 推進 

当社 で は 働く 社員 お よび その 家族 の ライ フス テー ジ ( 出 産 ・ 
育児 ・ 介 護 な ど ) を 福利 厚生 、 勤 務 ・ 賃 金 体制 の 面 か ら 総 
合 的 に 支援 し て いま す 。 具体 的 に は 、 男 性 社員 の 育児 休業 
取得 推進 を 目的 と し た | 育児 休業 制度 ] の 拡充 や 、 病 気 ・ 
育児 ・ 介 護 と の 両立 を 目的 と し た 「 短 時 間 勤 務 、 繰 上 げ 繰 下 
げ 勤 務 」 の 適用 拡大 、| 常 同 休職 制度 」 の 導入 ・ 拡 充 、 不 
妊 治療 サポ ー ト の 充実 な ど を 進め て いま す 。2020 年 に は 、 次 
世代 育成 支援 対策 推進 法 に 基づく 〈、「 子 育て サポ ー ト 企 
業 ] と し て 「 く る みん 」 の 認定 を 受け まし た 。 

社員 の 健康 維持 ・ 増 進 に 対し て は 、 こ れ ま で $ 法 定 項目 以 
上 の 定期 健康 診断 や 、 国 内 ・ 海 外 の 全 事 業 所 で の スト レス 
チェ ッ ク を 実施 し 、 直 近 で は 新た に 「 胃 内 視 鏡 検 査 ] を 導入 
し 、 が ん の 早期 発見 や 予防 を 強化 し まし た 。 また 、 生 活 習 慣 
改善 を 目的 に 要 治 療 予備 軍 の 社員 を 対象 に 、「 カ テキ ン 緑 
茶 」 を 活用 し た 健康 促進 プロ グラ ム な ども 実施 し て いま す 。 

この よう な 取り 組み が 評価 きれ 、 経 済 産業 省 と 日 本 健康 会 
議 が 共同 で 実施 する | 健康 経営 優良 法人 2020( 大 規模 
法人 部 門 ) 」 に 認定 され まし た 。 今回 の 認定 で 3 年 連続 の 
品 乱 と な り ま す 。 


ni 時 本 トコ 

と ーー 3030 
1 ィ ソ 3 争 康 経 優 良 法人 
「* ュ 1 arEh pre Fmcrkzrdmrrr 


人 権 章 重 の 取り 組み 

| 人権] の 尊重 は 、 経 営 理念 「 お 客 様 第 一 主義 ] の 根 韓 
を な す 6 の で あり 、 あ ら ゆ る 事業 活動 の 基盤 で ある と 考え て い 
の 6 

事業 活動 の 多様 化 や 海外 展開 に 伴い 、 国 際 的 な 人 権 
規範 に 基づい た 人 権 尊重 の 取り 組み を 強化 する た め 、2020 
年 4 月 に 国連 の | ビジ ネス と 人 権 に 関す る 指導 原則 」 に 準拠 
し た 「 伊藤 園 グ ルー プ 人 権 方 針 ] を 人 葉 定 し まし た 。 現在 は 、 
同 方 針 の 社内 浸透 を は じ め 、 全 社員 を 対象 に = ラー ニン グ を 
活用 し た ハラ スメント 防止 教育 な ども 行っ て いま す 。 今後 は 
人 権 推進 体制 の 構築 と と も に 、 人 権 リ スク の 評価 お よび リス ク 
軽減 策 な ど 人 権 デ ィ ー デ リジェ ンス を 進め て いき ます 。 


ーー 





「 伊藤園 グ ルー プ 人 権 方 針 ] に つい て は 、 こ ちら を ご 参照 くだ きい 。 








https://www.itoen.co.jp/csr/human_rights/ 
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コー ポレ ー ト 戦略 


伊藤 園 テ ィ ー テ イス ター が 生み 出す 休 値 


「 伊藤園 テ ィ ー テ イス ター 制度 」 は 、 お 集 に 関す る 研究 、 企 画 ・ 開 発 、 調 達 、 製 造 ・ 物 流 、 営 業 ・ 販 売 の バリ ュー サー クル すべ 
て の 分 野 で 活躍 で きる 社員 を 育成 する 社内 資格 制度 で す 。 この 資格 は 、 お 人 茶 に 関す る 幅広 い 知 識 を 習得 する 人 材 育 成 の 側 
面 と 、 お客 様 に お 茶 の 魅 力 を 伝え 、 お 客 様 と の つなが り を 創造 し 、 お 余 の 飲用 機会 を 提 染 する 場 の 創出 と いう 重要 な 役割 を 担っ 


CSW ら 


また 、 当 社 の ESG 重 要項 目 の 一 つ 「 コ ミュ ニテ ィ ・ 社 会 ] の 観点 か ら も 本 業 を 通じ た 余 文 化 の 普及 や 地域 と の 接点 強化 な ど 


に 貢献 し て いま す 。 


伊藤 園 テ ィ ー テ イス ター 制度 に つい て 
当社 の ティ ー テ イス ター 制度 は 、「 お 茶 の 伊藤 園 」 と し て 社 
員 が お 茶 に 関す る 高い 知識 を 持ち 、 社 内 外 に お 茶 の 啓 発 活 





動 が 行え る よう 1994 年 より 運営 し て いる 社内 資格 制度 で す 。 [ 


年 に 1 回 、 希 望 者 が 受験 し 、 厳正 な 審査 に よっ て 合格 者 が 
決定 され ます 。 試験 は 、 学 科 、 検 茶 、 口 述 で 行わ れ 、 茶 文化 
か ら お いし い お 茶 の 入れ 方 な ど 幅 広い 知識 と 技能 が 求め られ 
ます 。 本 制度 は 、 厚 生 労働 省 よ り 2016 年 の 社内 検定 認定 
制度 改正 後 、 第 1 号 と な る 社内 検定 の 認定 * を 受け まし た 。 
社内 資格 保有 者 は 2.289 名 (2020 年 $ 月 時 点 ) と な っ て 
お り 、 全 国 各 地 で 茶 文 化 の 啓発 活動 を 行っ て いま す 。 る その 代 
表 的 な 取り 組み で ある | 大作 会 ]、| お いし い お 集 の いれ 方 セミ 
ナー」 な ど 、 年 間 合 計 1,166 回 (2020 年 4 月 期 ) 開催 し て い 
ます 。 
* 厚生 労働 省 「 社 内 検定 認定 制度 ]: 個 々 の 企業 や 団体 が 、 を そこで 働く 労働 者 を 対象 に 自主 的 


に 行っ て いる 検定 制度 (社内 検定 ) の うち 、 一 定 の 基準 を 満た し て り 、 技 能 振興 上 奨励 すべ 
き で ある と 認め た も の を 厚生 労働 大 臣 が 認定 する 制度 


)) 


| 社内 検定 認定 制度 」 











の ロゴ マー ク 
2020 年 4 月 期 の 取り 組み 状況 
活動 内 容 ジ 加 94 
02 SN 413 回 
大 茶会 608 回 
9 うさ 7 回 
その 他 138 回 
合計 1.166 回 
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お 茶 の プ ロ と し て 活躍 する 
ティ ー テ イス ター 資格 保有 者 








ティ ー テ イス ター の 資格 に は 1 級 一 3 級 が あり 、 中 で も 1 級 
は 、 お 余 に 関す る 高度 で 幅広 い 知 識 ・ 教 養 を 有する だ け で な 
〈、 集 道 な どの 日 本 の 伝統 文化 を 理解 し 、 礼儀 作法 も 身 に 付 
けた |「 お茶 の プ ロ 」 と し て 、「 お 茶 の 魅 力 ] や 「 伊藤園 の 強み ] 
を 社内 外 に 広く 情報 発信 を 行っ て いま す 。 

また 、 テ ィ ー テ イス ター 資格 保有 者 に は 、 そ の 資格 に 求め ら 
れる 知識 ・ 技 能 の 向上 を 目的 と し た 研修 や 、 後 進 の 育成 を 図 
る た め の 教 育 な ど を 各 レ ベル に 応じ て 実施 し て いま す 。 





検 茶 試験 
































各 級 レベ ル と 有 資 格 者 数 
知識 ・ 技 能 ( 検 茶 ) 
1 級 ( フ 〇 〇 〇 17 
2 級 〇 〇 〇 = 363 
3 級 6 = 記 計 0 タダ 
合計 ノノ 92 
(2020 年 $ 月 時 点 ) 
各 資 格 の 社内 啓発 活動 


1 級 受 験 前 研修 生 ・2 級 の 育成 
3 級 の 育成 
部 著 拠点 内 勉強 会 




















人 茶 文化 の 啓発 活動 

| お茶 の 伊 藤 園 」 と し て 、 国 内 外 で 幅広 い 世 代 の 方 た ち に 
茶 文 化 を 普及 ・ 盛 発し て いく た め 、 | ティ ー テ イス ター 制 度 」 の 
資格 者 が 講師 と し て 、 お 茶 の 歴史 、 健 康 性 と いっ た 知識 、 お 
茶 の お いし いい れれ 方 の 説明 ・ 実 演 な どの 各種 イベ ント を 実施 
いあ すら 

これ まで 観光 地 、 教 育 機 関 、 福 祉 施設 、 店 頭 、 相 災 地 な 
ど 各 地 で 実施 し て きま し た が 、 お 客 様 と の 対面 で の コミ ュ ニ ケー 
ショ ン が 制限 る され る コロ ナ 褐 に お ぢ いて は 、 オ ン ラ イン を 活用 す 
る な ど 工 夫 し 、 お 茶 の 魅 力 や 楽し み 方 を 発信 する 様々 な 活動 
を 行っ て いま す 。 








余 文化 の 啓発 活動 の 様子 


* お 客 様 の 生活 の 変化 に 対応 

ティ ー テ イス ター 資格 者 の 自宅 で の お 茶 の 楽 し み 方 な ど を 
伊藤 園 公 式 ツ イッ ター で 発信 し た り 、 オ ン ラ イン お ち 茶 セミ ナー 
を 実施 し た りす る な ど 、 お 客 様 の 在宅 時 間 が 長く な る と いっ た 
生活 の 変化 に 対応 し 、 も っ と お 茶 を 身近 に 感じ て いた だ だ ける よ 
う 活 動 を あし て いま す 。 





伊藤 園 公 式 ツ イッ ター で 、 資 格 者 が お 茶 の 楽 し み 方 な ど を 発信 する |「#IeTimeOEN( 家 タイ ム 
応援 ) プ ロジ ェクト 」 





子ども 向け 「 オン ライ ン お 茶 モ セミナー」 の 様子 


s 教育 機関 ・ 学 生 と の 連携 

当社 は 、 国 内 外 へ 日 本 文化 の 魅力 を 紹介 する 教育 機関 
や 団体 な ど と 連携 し て 茶 文 化 の 発信 を 行っ て いま す 。 例え ば 
津田 墓 大 学 に は 、 訪 日 外国 人 な ど に 様々 な 日 本 文化 を 紹介 
する プロ ジェ クト が あり 、 当 社 は 、 英 語 力 や 発信 力 が ある | 日 
本 集 文化 ワー キン ググ ルー プ 」 の 学生 た ちと 様々 な 日 本 茶 の 
魅力 を 発信 し て いく た め 、 連携 し て 活動 を 行っ て いま す 。 











学生 た ちの お 茶 の 知 識 や お 茶 の い れ 方 の 技術 を 高め 、 将来 的 に 日 本 茶 を 世界 に 広め ゆる イン フル 
エン サー に な っ て いた だ く こ と を 目的 に 、 オ ン ラ イン 茶会 な ど を 実施 


伊藤 園 テ ィ ー テ イス ター 制度 に よる 効果 

ティ ー テ イス ター 制度 に よる 社員 の スキ ル ア ッ プ 、 知 識 取 
得 や 経験 は 業務 に 活か きれ 、 バ パリ ュー サー クル の 各 分 野 に お 
いて 価値 を 生み 出し 、 結 果 と し て バリ ュー サー クル 全体 を より 
強固 な 6 も の と し て いま す 。 また 、 共 文化 の 啓発 活動 は 、 お 客 様 
の 生 の 声 を 聞く コミ ュ ニ ケー ショ ン の 場 と も な り 、 ゎ お 客 様 と の つ 
な が り を 創造 し て いま す 。 この よう な コミ ュ ニ ティ の 形成 は 、 豊 
か な 食 生活 を 提案 する た め の ゎ 客 様 の ニー ズ を 把握 し 、 よ り 
良い 製品 づく り へ と 活か され て お り 、 当 社 の 持続 可能 な 成長 
に 結び つい て いま す 。 








伊藤 園 テ ィ ー テ イス ター 制度 に よる バリ ュー サー クル へ の 効果 





社員 の スキ ル 向 上 











2 の 
の ⑭ 


伊藤 園 プ ラン ド の 価値 向上 








競争 優位 の 確立 


ニー ズ の 把 提 
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コー ボレー ト 戦 略 


財務 マネ ジメント 





安定 し た 財務 基盤 を 維持 し な が ら 、 資 本 コス ト を 上 回 る 取締 役 副 社 長 執行 役員 


利益 の 創出 と 、 成 長 領域 へ の 投資 に より 、 持 続 的 な 成長 と 


企業 価値 の 向上 を 実現 し て いき ます 。 


基本 方 針 

当社 で は 、2002 年 7 月 に 役員 退職 金 ・ 賞 与 を 廃止 し 、 
2004 年 4 月 に 業績 連動 株 式 報酬 型 の スト ッ ク ・ オ プシ ョ ン を 
導入 し まし た 。 を その 評価 指標 と し て 、 成 長 性 (売上 高 )、 収 益 
性 (営業 利益 、EPS)、 効 率 性 (ROE) 、 資 金 収益 力 ( 営 業 
CF) 、 株 主 還 元 ( 総 本 元 性 向 ) の 6 つの 経営 指標 を 選定 し 
て お り 、ROE は その 中 の 重要 な 項目 と し て 位置 付け て いま す 。 

これ に 加え 、ESG 投 資 を 意識 し た 経営 を 推進 する た め 、 
2019 年 4 月 期 よ り 外部 評価 機関 に よる ESG 評 価 結 洒 6 考 
慮 し て いま す 。 


資本 コス ト を 重視 し た 経営 
中 長期 経営 計画 に お いて 、ROE10% 以上 を 目標 に し て 
いま す 。ROE を 向上 きせ る 有 要素 と し て 、 | 収益 性 の 向上 」、 








| 資産 効 率 の 向上 」 、「 財務 レ バレ ッ ジ の 活用 ] が あり ます が 、| 


当社 は 「 収 益 性 ] と | 資産 効率 ] を 特に 重要 視 し て いま す 。 
2020 年 4 月 期 の ROE は 新型 コロ ナ の 影響 を 受け 、 収 益 性 
と 資産 効率 が 悪化 し た こと に より 、 5.2 9% (前 期 比 4.7 ポ イン ト 
減 ) と な り ま し た 。 


ROE (自己 資本 利益 率 ) の 推移 


2 . 99 














$.2% 
2018/4 2019/4 2020/4 
吾 売上 高 に 上 
ゃ 間 純 利益 率 2.5% 2.9% 1.6% 
賠 総 資 産 回 転 率 1.64 回 1.67 回 1.63 回 
冊 財務 
昌和 1 の 2.17 倍 2.07 倍 2.00 倍 





※ROE = 上 調 売上 高 当期 純 利益 率 x 畔 総 資産 回 転 率 x 略 財務 レバ レッ ジ 
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伝 苗 





管理 本 部 、 国 際 本 部 担当 
渡辺 貨 


収益 性 の 向上 


会 
益 基盤 の 強化 と 海外 事業 の 成長 が 課題 で わる と 考え て いま 
す 。 国 内 収益 基盤 の 強化 に つい て は 、 主 力 ブ ラン ド へ の 選 
択 と 集中 に より 、 市場 シェ ア 拡大 と コス ト 構造 改革 を 推し 進め 
て いま す 。 特に 、 全 国 $ ブ ロッ ク 生 産 ・ 物 流体 制 の 最適 化 を 
図り 、 徹 底 す る こと で 物流 効率 の 改善 と コス ト 削 減 に 取り 組ん 
で いま す 。 また 、 中 長期 の 新た な 成長 を 目指 し て 、 新 規 事業 
推進 部 を 2020 年 6 月 に 設置 し 、 食 領域 、 環 境 分 野 等 を 対 
象 に 国内 新規 事業 の 創出 に 取り 組ん で いま す 。 

海外 事業 に つい て は 、 健 康志 向 の 高まり を 背景 に 、 引 き 続 
き 、 | お こい ゎぉ 茶 」 と 「MATCHA GREEN TEA」 を は じ め 
と する グロ ー バ ルブラン ド の 展開 を 柱 に 、 北 米 、 中 国 を 重点 市 
場 と し て 市 場 拡大 に 注力 し て いき ます 。 また 、2020 年 4 月 期 、 
米国 の コー ヒー 豆 製 造 販売 会 社 で ある Distant Lands 
Trading Co. に か か る の れん に つい て 、 の れん の 未 償却 額 
49 億 4 百 万 円 を 全額 減損 処理 し まほ し た 。 コーヒー 業界 の 再 
編 に よる 右 化 が 進ん だ こと で 、 事 業 環 境 が 悪化 し 、 大 口 顧 
客 を 逸失 し た こと が 収益 力 低下 の 要因 で す 。 業務 用 や PB 
製品 が 中 心 の 販売 戦略 か ら 、 自 社 ブ プラ ンド 製品 の 強化 と 新 
た な 顧客 の 開拓 に 注力 し 、 収 益 力 の 回 復 に 努め て いき ます 。 











に 2 
半 1 


資産 効率 の 向上 

た な 卸 資産 の 適正 化 を は じ め と する 運転 資本 の 改善 、 成 
長 領 域 へ の 投資 を 優先 的 に 実行 し て いき ます 。 な お 、 設 備 
投資 に つい て は 、 生 産 設備 の 取得 、 タ リー ズ 店 舗 の 新規 出 
店 等 へ の 投資 の ほか 、 金 利 情勢 を 踏ま えて 、 自 動 販 売 機 等 
の 販促 仕 器 の リー ス か ら 6 購入 へ の 切 准 え を 順次 進め て いま す 。 
中 長期 設備 投資 計画 に つい て 、 各 事業 の 収益 性 の 状況 を 
踏ま えて 、 定 期 的 に 見 直し を 行っ て いま す 。 

伊藤 園 単 体 で は 、 こ れ ま で の 継続 的 な 取り 組み に より 、 
2020 年 4 月 期 の 営業 利益 は 前 期 比 4.9% 増 、 営 業 利益 
率 は 4.4% (前 期 比 0.4 ポ イン ト 増 ) と な り ま し た 。 営業 利益 








伊藤 園 の IROE 経 営 ] と “収益 性 “効率 性 “財務 体質 の 財務 ツリ ー( 概 念 図 ) 
中 長期 維 営 企画 










当期 純 利 益 





自己 資本 利益 率 
K&⑥】0// パ ツク 蘭 





(財務 体質 ) 
財務 レバ レッ ジ 





株 主 資本 





率 $ % 以上 を 目標 に 、 さ ら な る 生産 性 と 資産 効率 の 向上 に 府 
め 、ROE10% を 実現 し て いき ます 。 


連結 キャ ッシュ ・ フ ロー の 推移 


25,322 26,128 24,719 百 万 円 


15,492 15,502 百 万 円 


13,962 





ム 11.359 ^10.635 人 へ 9.217 百 万 円 
2018/4 2019/4 2020/4 
芋 較 営業 CF 還 国 投資 CF 駐 フリ ー キ ャ ッシュ ・ フ ロー 


設備 投資 額 お よび 減価 償却 費 の 推移 


(収益 性 
売上 高 
当期 純 利 益 率 











( 百 万 円 ) 
2018/4 40 有 ジル 40 ア 40 リ /: 
設備 投資 額 11.062 10.006 2 ツク 0 
減価 償却 費 6,180 6,/35 7/,022 
リー ス 償却 費 7,042 6,67 ゝ 6,081 
リー ス 債 務 (返済 額 ) 人 へ 8.616 | へ 6,514 へ 4.679 














財務 の 安定 性 の 確保 

新型 コロ ナウ イル ス に 端 を 発する 金融 市 場 の 急激 な 変化 
に 対応 し 、 危 機 時 の 財務 の 安全 性 を 確 介 する た め 、 手 元 資 
金 は 十分 な 流動 性 を 確保 し て いま す 。 資金 調達 手段 に つい 
て は 、 社 債 の 発行 、 金 融 機関 か ら の 借入 等 の 多様 化 を 図る 
と と も に 、 不 測 の 事 琵 へ の 対応 と し て コミ ッ ト メ ント ライ ン も 備え 


財務 面 か ら み た 主 な ビジ ネス モデ ル 
・ ブ ラン ド の 強化 と 国内 収益 基盤 の 強化 、 海 外事 業 の 成長 
・ ブ ロッ ク 生 産物 流 の 徹底 、 ア イ テ ム 数 削減 、 
需給 管理 の 徹底 
・1 人 当たり 生産 性 の 向上 


・ だ な 撮 資 産 の 適正 化 お よび CCC* の 改善 
・ フ ァ ブ レス 生産 に よる スリ ム な B/S マ ネジ メン ト と 
成長 カテ ゴリ ー へ の 投資 


シン ョ ンク ニン ョ シン リル ノル 


・ 健 全 な 財務 体質 の 維持 と 安定 配当 
機動 的 な 資本 政策 の 実施 (自己 株 式 取得 等 ) 


て いま す 。 財務 の 安定 性 を 維持 し な が ら 、 必 要 に 応じ て 有利 
子 負 債 に よる 資金 調達 を 実施 し て いき ます 。 


、 財務 の 安定 性 確保 
財務 格付 け 
自己 資本 比率 


「 A+」(R&I、jJCR の 2 社 ) 
$1.0%(2020 年 4 月 期末 ) 





安定 的 ・ 継 続 的 な 株 主 好 元 を 基本 方 針 と し 、 絵 好 元 性 
向 40% 以上 を 目標 に し て いま す 。 配当 に つい て は 、「 減 配 は 
し な い 」 と の 基本 方 針 の も と 、 安 定 的 ・ 継 続 的 な 配当 を 実施 
し て いま す 。 自己 株 式 取得 に つい て は 、 資 本 効率 の 向上 に 
資す る 株 主 選 元 葉 と し て 、 必 要 と 判断 し た 場合 は 機動 的 に 
千 総 還元 性 向 40 % 以上 を 実現 し て いき ます 。 


223 


総 本 元 性 向 と EPS 


22.1% 

















2018/4 201974 2020/4 
四 思 EPS (普通 株 式 ) 還 還 EPS( 優 先 株 式 ) - で - 総 還 元 性 向 
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主要 財務 ハイ ライ ト (伊藤 園 お よび 連結 ) 
売上 高 当 期 純 利益 (連結 ) 


144 


136 





4,833 億 


16/4 17/4 1874 19/4 2074 
で - 当期 純 利益 


海外 売上 高 比率 (連結 ) 


人 か | 


309 億 円 





16/4 17/4 18/4 19/4 20/4 


目 人 W 上 皇 事業 計 且 その 他 海 外事 業 計 
で - 海外 売上 高 比率 








容器 別売 上 高 構成 比 (伊藤 園 単 体 ) 


その 他 千 


紙 パ ッ ク 1 
2o 











円 


77 億 円 











小型 ペッ ト 大 型 ペ ッ ト 


46。 
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31。 


営業 利益 / 営 業 利益 率 (連結 ) 


228 


人 且 220 





16/4 17/4 18/4 19/4 20/4 
用 症 営業 利益 で - 営業 利益 率 


キャ ッシュ ・ フ ロー の 推移 (連結 ) 


300 
247 億 円 





へ 81 ^ へ 82 
16/4 17/4 1874 19/4 20/4 
芋 較 営業 CEF 芋 記 投資 CF 


還 較 フリ ー キ ャ ッシュ ・ フ ロー で - ROE 


スー ノバ ペー 


4 う 。 


その 他 


16。 

















自動 販売 機 


14. 
27. 











主要 財務 指標 (過去 $ 年 間 ) (連結 ) 


財務 に 関す る 詳細 は 、 こ ちら を ご 参照 くだ きい 。 





し ー 





https:/wwwr.itoen.co.jp/finance_ir/library/ 






















































































(単位 ) 2016 年 4 月 期 2017 年 4 月 期 2018 年 4 月 期 2019 年 4 月 期 2020 年 4 月 期 
売上 高 ( 百 万 円 ) 465,579 475.866 494.793 504,153 483.360 
前 期 比 (%⑫) 8.1 2 4.0 1.9 人 へ 4.1 
主 な 売上 高 詳細 
伊藤 園 ( 百 万 円 ) 365,276 371,831 383,212 394,495 377,787 
海外 事業 計 ( 百 万 円 ) 36,180 34,863 40,362 38,168 36,282 
と りり 2 ニシ クン ( 百 万 円 ) 27,751 30,268 32,$89 34,$68 32,811 
2 2 ( 百 万 円 ) 13.890 14.621 14.398 14.409 14.251 
原価 率 (%) 53.0 52.5 52.7 52.3 51.8 
販売 管理 費 ( 百 万 円 ) 201,574 204,395 211.939 217.555 212.814 
売上 高 比 (%) 43.3 43.0 42.8 43.2 44.0 
営業 利益 ( 百 万 円 ) 17.243 21.774 22.043 22.819 19.940 
利益 率 (%) 3.7 4.6 4.5 4.5 4.1 
主 な 利益 詳細 
伊藤 園 ( 百 万 円 ) 11.934 15.646 15.394 15,851 16,626 
海外 事業 計 ( 百 万 円 ) 1.856 2.225 2.619 2.738 1.617 
ッッ ン ( 百 万 円 ) 2,879 3,130 3.250 3,504 1.725 
ク 282 の ( 百 万 円 ) 253 300 305 269 410 
経常 利益 ( 百 万 円 ) 15.074 21.524 21.441 23.211 19.432 
利益 率 (%) 3.2 4.5 4.3 4.6 4.0 
特別 利益 ( 百 万 円 ) 205 53 75 726 645 
特別 損失 ( 百 万 円 ) 353 854 526 放 51 $,709 
親会社 株 主 に 帰属 する 当期 純 利益 ( 百 万 円 ) 8.615 13.693 12.553 14.462 7,793 
利益 率 (%) 1.9 2.9 の 2.9 1.6 












287,/02 





302.405 


301,167 


303,281 








290,651 
























































































































流動 資産 ( 百 万 円 ) 159.51/ 174.657 170,838 177,449 173.966 
員 全 ( 百 万 円 ) 5 64.202 61.664 63,/38 64.813 
索 持 債権 ( 百 万 円 ) 33.993 54.67Z S8。083 S6,581 49.168 
固定 資産 ( 百 万 円 ) 128.185 127,748 130.3292 126,532 116,685 
有形 固定 資産 ( 百 万 円 ) S1.018 83.039 64.822 84.186 82.986 
無形 固定 資産 ( 百 万 円 ) 27,154 24.454 21.588 18.956 11.570 
負債 合計 ( 百 万 円 ) 160,486 165,626 157,416 153,058 140.956 
流動 負債 ( 百 万 円 ) 100,756 8S1.560 7/7,187 76,473 71.072 
固定 負債 ( 百 万 円 ) コタ / ノ ソフ 84.135 80.228 76,585 62.884 
純資産 ( 百 万 円 ) 12 / 215 136,7092 143,750 150,223 149.695 
利益 剰余 金 ( 百 万 円 ) 24.31 1 102,750 110,066 119.242 121.848 
流動 比率 (%) 158.3 214.1 0 / 232.0 244.8 
自己 資本 比率 (%) 43.9 44.8 47.3 49.2 S1.0 
県 貸 員 (%⑫) 127。2 22.3 110.4 102.3 うり 5.0 
0 クン シー 二 の 5 
営業 CF ( 百 万 円 ) 30.085 27.098 99.322 26.128 24.719 
2 ( 百 万 円 ) 人 へ 8.150 人 へ 8.243 人 11.359 人 10.635 人 へ 9.217 
2 02 ( 百 万 円 ) 2 の 9 18.854 13.962 15.492 15,502 
財務 CF ( 百 万 円 ) 人 18.018 人 へ 8.012 人 へ 16,639 人 へ 15.005 人 へ 12.9205 
設備 投資 額 ( 百 万 円 ) 8,603 8.135 11.062 10.006 うり .290 
減価 償 堆 費 ( 百 万 円 ) 16,075 12.469 22 13.411 13,103 
の れん 償 趣 額 ( 百 万 円 ) 1.824 1.765 1.819 1.77/ 1.762 












































































































ROE 6.8 10.5 9.0 9.9 
ROA (%) 3.0 4.6 4.2 4.8 2.6 
PER (普通 株 式 ) ( 倍 49.9 37.1 43.8 47.7 97.2 
PER (優先 株 式 ) ( 倍 24.3 17.7 0 20.4 29.2 
PBR (普通 株 式 ) ( 倍 ) 3.3 3.7 3.7 4.5 4.9 
PBR (優先 株 式 ) ( 倍 1.8 1.9 2.0 2 1 1.7 
EPS( 普 通 株 式 ) (円 ) 67.37 108.77 99.79 116.02 61.53 
EPS (優先 株 式 ) (円 ) 77.37 118.73 109.75 126.00 71.53 
BPS( 普 通 株 式 ) (円 ) 1.026.26 1.105.09 1.165.80 1.229.28 1.221.92 
BPS (優先 株 式 ) (円 ) 1.031.26 1.110.09 1.170.80 1.234.28 1.226.92 
1 株 配当 金 ( 普 通 株 式 ) (円 ) 40 40 40 40 40 
1 株 配当 金 ( 優 先 株 式 ) (円 ) 50 50 50 50 50 
総 本 元 性 向 (%) 61.2 43.5 48.5 48.9 92.1 
外国 法人 等 持株 比率 (%) 17.7 19.1 20.6 23.2 22.4 
発行 済 株 式 数 ( 千 株 ) 123,459 123.459 123.459 123.459 123.459 
普通 株 式 ( 千 株 ) 89.212 89.212 89.212 89.212 89.212 
優先 株 式 ( 千 株 ) 34.246 34.246 34.246 34.246 34.246 
期末 普通 株 式 株 価 (権利 落 調整 済 ) (円 ) 3.360 4.040 4.370 5,530 5.980 
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主要 非 財務 ハイ ライ ト 
女性 管理 職 比率 。 年 次 有給 休暇 取得 率 
2.6 2.6% 52.09% 
2 3 
2 

1.6 

4 4 ia 4 204 ie 4 te 124 204 
青 元 休職 取得 人 数 / 到 免 休職 後 の 復職 汗 障がい 者 雇用 


2019 年 6 月 1 日 時 点 2020 年 6 月 1 日 時 点 


ンー 2.24。 2.33% 
65.0 


g0 61 人 
人 禄 へ の 擬 資 
34 
27 | 総研 修 時 間 従業 員 一 人 当たり 
研修 費 
『 う 6 ヴ 時間 う .1 万 円 


16/4 17/4 18/4 19/4 20/4 











圭二 p 時 2020 年 4 月 貞 
記 育児 休職 取得 人 数  - で - 育児 休職 後 の 復職 率 (2020 年 4 月 期 ) 


伊藤 園 の パリ ュー チェ ー ン を 通じ た だ CO: 排出 割合 (2020 年 4 月 期 実 績 ) 





1.1% 2 3% 13.0% う . り 9% 1 .2% 
3 ツ .3% 
記 還 = 内  / の 55 
識 是 詳 9 
= 皮 学 ま 2 事業 か 5 有る 
還 自社 工場 自社 営業 車 ジョー ケー スム 、 小 店  ( 束 折 、 次 本 の 
23.3% 9.3% 


ら 6 6 6 ツ o 
の 。 園 証し |weee 
8 委 記 先 工場 委託 輸送 II 


セン ター 販売 し た 
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2019 年 度 対 2018 年 度 増 減 率 








カテ ゴリ ー 

















Scope3 ( 千 LCO2) 8 リー ス 資 産 ( 上 流 ) 該当 な し 該当 な し - 
9 輸送 、 配 送 ( 下 流 ) 該当 な し 該当 な し - 
。 10 販売 し た 製品 の 名 エ = 。 | 該 し 。 | 該 導 し 。 | 
。 11 販売 し た 製品 の 使用 "。。 | 該 な し 。 | 該 導 し 。 | 
、12 販売 し た 抽 品 の 腐 評 | 名 。 | s% 。 | っ 24% 
1 サー る 資産 ( ぜ 芝 )。。 | ーー ie 。 | i | 5% 
| 4 ラ シ チ ャ ネー 。 ーー トー 該 し 。 | 該 導 し 。 | 
人 生 次 。 。 ーー ーー トー 該 な し | 恋し | ーー 
Scope3 合 計 ( 千 t-CO ぅ ) 890 823 文 -7.$% 
Scope3 原 単位 (t-COz/ 百 万 円 ) 2.26 2.18 -3.4% 
Scope1-3 合 計 排出 量 ( 千 Lt-CO>) 929 859 -7.5% 
原 単 位 (t-COz/ 百 万 円 ) 5) 2 - う .47% 
伊藤 園 単体 売上 高 ( 百 万 円 ) 394.496 377。786 -44.2% 











※Scope1、2 排 出 量 の 集計 範囲 は (株) 伊藤園 (国内 の 自社 工場 ・ 研 究 所 、 自 社 ビル 、 自 社 営業 拠点 ) 、Scope3 排 出 量 の 集計 範囲 は (株) 伊藤園 単体 を 対象 と し て いま す 。 
※ 人 算定 方 法 に つい て 
Scope1 : 燃 料 種別 の 使用 量 に 、 地 球 温暖 化 対 策 の 推進 に 関す る 法律 で 定め られ た 燃料 種別 の CO: 排 出 係数 を 乗じ て 算定 
Scope2: 購 入 電力 量 に 電気 事業 者 別 の 基礎 排出 係数 を 乗じ て 算定 
※Scope3 排 出 量 :Scope1、2 以 外 の を の 他 の 間接 排出 
※ 各 カテ ヨリ ー の 算 赴 旋法 ほ つ い で 
カテ ゴリ ー1: 原料 ・ 資 材 の 製造 段階 に お ける 排出 量 と 、 飲 料 製造 委託 先 で の エネ ルギー 使用 に 伴う 排出 量 を 合算 し て 算定 。 原料 ・ 資 材 は 各 品 目 の 重量 また は 購入 金額 に 、 環 境 省 が 公表 し て い 
る 「 サプライ チェ ー ン を 通じ た 組織 の 温室 効果 ガス 排出 等 の 算定 の た め の 排 出 原 単 位 デ ー タ ベー ス Ver.3.0」 (以下 、 デ ー タ ベー ス ) 等 の 排出 原 単位 を 乗じ て 算出 。 飲料 製造 委 
託 先 で の エネ ルギー 使用 に 伴う 排出 量 は 、 委 託 先 で 使用 に た エネ ルギー の うち 当社 製品 製造 分 を 対象 に Scope1、2 と 同様 の 方 法 で 算定 
カテ ゴリ ー2: 有形 固定 資産 の 購入 額 に 、 デ ー タ ベー ス の 排出 原 単 位 を 乗じ て 算定 
カテ ゴリ ー3: 燃料 や 電力 の 購入 量 に 、 デ ー タ ベー ス の エネ ルギー 種別 排出 原 単位 を 乗じ て 算定 
カテ ゴリ ー4: 当社 が 荷主 と な っ て 輸送 し た 製品 の 輸送 量 を 8 と に 、 経 済 産業 省 が 公表 し て いる 「 ロ ジス ティ クス 分 野 に お ける CO> 排 出 量 人 算定 方 法 共同 ガイ ドラ イン Ver, 3.1」 に 掲載 され た 方 法 
に て 算定 
カテ ゴリ ー5: 廃棄 物 種類 ご と の 排出 量 に デー タベース の 排出 原 単 位 を 乗じ て 算定 
カテ ゴリ ー6: 従業 員数 に デー タベース の 排出 原 単位 を 乗じ て 算定 
カテ ゴリ ー7: 従業 員数 に 勤務 日 数 を 乗じ 、 勤 務 地 が 位置 する 都市 区 分 ご と の 排出 原 単位 を 乗じ て 算定 
カテ ゴリ ー12 : 販売 し た 製品 に 使用 きれ た 資材 重量 か ら 自 社 で の 回 収量 を 控除 し た 重量 (容器 リサ イク ル 法 報告 値 ) に 、 デ ー タ ベー ス の 排出 原 単位 を 乗じ て 算定 
カテ ゴリ ー13.: 自動 販売 機 お よび ショ ー ケ ー ス の 電力 消費 量 に 排出 係数 ( 代 夫 値 ) も を 乗じ て 算定 
※ カ テ ゴ リ ー1 に お ける 飲料 製造 委託 先 に つい て は 、 年 1 回 実施 し て いる エネ ルギー 使用 量 集計 調査 を 通じ て 委託 先 に お ける Scope1、2 排 出 量 を 集計 し て いま す 。 
※ 原 単位 は 売上 百 万 円 当たり の 排出 量 
※CO> の 排出 量 は KPMG あ ず さ サ ステ ナビ リティ 株 式 会 社 に よる 第 三 者 保証 を 受け て いま す 。 第 三 者 保証 の 対象 と な っ て いる 数 値 を 真 で 示し て いま す 。 
※2018 年 度 、2019 年 度 と も 5 に CO: 排 出 量 は 5 月 1 日 一 4 月 30 日 を 対象 に 集計 し て いま す 。 た だ し 、Scope3 の カテ ゴリ ー12 に つい て は 容器 包装 リサ イク ル 法 に 基づき 、 伊 藤 園 が 負担 する 当該 年 度 の 
再 商品 化 委託 料金 算定 の た め に 報告 し た 前 年 度 の 排出 実績 ょ り 算 定 し て いま す 。 




















伊藤 園 統 合 レ ポー ト 2020 53 














コー ポレ ー ト 戦略 


コー ポレ ー ト ・ ガ バナ ンス 


コー ボレー ト ・ ガ バナ ンス 方 針 





当社 で は 、 “お客様 第 一 主義 を 経営 理念 に 掲げ 、 伊 藤 園 グル ー 
プ 基 本 綱領 の 中 で 、「 伊藤 園 グ ルー プ は 企業 の 永続 的 な 成長 ・ 発 展 
と 企業 価値 を 高め る だ め 、 国 ・ 地 域 社 会 ・ 消 費 者 ・ 株 主 ・ 販 売 先 ・ 仕 
入 先 ・ 金 融 機関 な どの ステ ー ク ホル ダー と 協調 し 、 企 業 の 社会 的 貢 
任 を 果たす こと | を 経営 の 根幹 と し て いま す 。 この 経営 理念 が 、 当 社 の 
企業 倫理 の 基本 的 な 考え 方 で あり 、 コ ー ポ レー ト ・ ガ バナ ンス を 支え る 
根幹 で す 。 当社 は この 理念 に 基づき 、 す べ て の ステ ー ク ホル ダー の 信 
頼 に 応え 、 持 続 可 能 な 社会 の 実現 に 向け た 経営 を 全 役 員 お よび 全 
従業 員 一 丸 と な っ て 積極 的 に 推進 し ます 。 

また 、 適 切な が コー ポレ ー ト ・ ガ バナ ンス を 実現 する た め に 、 監 査 役 会 
設置 会 社 の 形態 を 採用 し 、 監 査 役 が 、 グ ルー プ 会 社 の 代表 取締 役 
ある い は 担当 取締 役 ま た は 従業 員 に 対し 、 営 業 の 状況 、 意 思 決 定 の 
プロ セス な どの 確認 を 行い 、 監 査 を 実施 し て いま す 。 監査 役 は 、 取 締 
役 会 に 毎回 出席 し 、 監 査 の 状況 に つき 会 社 全般 また は 個別 案件 ご と 
に 客観 的 か つ 公 平 に 意見 を 述べ る と と も に 、 監 査 役 会 で の 監査 方 針 
に 従い 取締 役 の 業務 執行 を 監査 し て いま す 。 

当社 は コー ポレ ー ト ・ ガ バナ ンス に 関す る 基本 的 な 考え と 方 針 を 示 
す も の と し て 、 伊 藤 園 コー ポレ ー ト ガバ ナン ス ・ ガ イド ライ ン を 定め 、 開 
示し て いま す 。 主 な 項目 は 以下 の 通り で す 。 

s 経営 理念 と コー ポレ ー ト ・ ガ バナ ンス に 関す る 基本 的 な 考え 方 
s* コー ポレ ー ト ・ ガ バナ ンス 体制 
* ステ ー ク ホル ダー の 利益 保護 に 関す る 対応 





コー ポレ ー ト ・ ガ バナ ンス 体制 の 概要 







選任 ・ 解 任 選任 ・ 解 任 


































取締 役 会 し | 奉 役 会 
[経営 ・ 監 督 】 四 胡 [経営 監視 】 
ーー | 放 問 委員 会 
業 作 ・ 角 任 | | 。 指 名 ・ 報 本 委員 会 臣 査 
es コン プラ イア ンス 委員 会 ほか 


代表 取締 役 








内 部 監査 部 


コン プラ イア ンス 室 
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CSR/ESG 
推進 委員 会 各種 専門 委員 会 陳 言 ・| 社 
。 長期 経営 計画 委員 会 指導 | 外 
・ 人 事 制度 改善 委員 会 軒 ぐ 一 一 | 攻 
本 。 内 部 統制 推進 委員 会 
s 災害 対策 委員 会 ほか 
推進 部 (事務 局 ) 目 "パー グ 7 和 

















取締 役 会 は 、 原 則 月 1 回 開催 きれ 、 経 営 の 基本 方 針 ・ 経 営 
戦略 な どの 重要 事項 を 協議 ・ 決 定 し て いま す 。 

取締 役 は 14 名 で 、 う ち 4 名 は 社外 取締 役 で あり 、 専 門 知識 を 
活か し て 職務 執行 を 監督 ・ 宰 制す る 機能 を 担っ て いま す 。 


監査 役 会 

監査 役 会 は 、 原 則 月 1 回 開催 る され 、 監 査 に 関す る 重要 事項 
を 協議 ・ 決 定 す る ほか 、 監査 実施 状況 、 課 題 認識 な どの 情報 共 
有 ' お よび 意見 交換 な ど を し て いま す 。 

監査 役 会 は 常勤 監査 役 1 名 、 非 常勤 監査 役 3 名 (いずれ も 
社外 監査 役 ) で 構成 きれ 、 取 締 役 会 な どの 重要 会 議 へ の 出席 、 
重要 書類 の 閲覧 、 業 務 執 行 部 填 へ の 往 人 査 な ど を 通じ て 、 取 締 
役 の 職務 執行 の 適法 性 を 中 心 に 監査 し 、 必 要 に 応じ て 意見 表 
明 を し て いま す 。 


当社 は 、 経 営 の 監督 機能 の 唆 化 を 図る た め 、 社 外 役員 の 拡充 に 取 
り 組 ん で きま し た 。 社外 取締 役 お よび 社外 監査 役 の 選任 に あたっ て は 、 
客観 的 中立 的 な 視点 に 立っ た 監査 "監督 機能 を 発揮 し 、 健全 な コー 
ポレ ー ト ・ ガ バナ ンス の 形成 に 真 献 で きる こと を 主要 条件 と し て いま す 。 


社外 役員 








大 学 教授 と し て 長年 、 法 務 の 研究 を 行っ て きた 専 
門 的 な 知見 に 基づき 、 社 外 取締 役 と し て 客観 的 
か つ 専 門 的 な 観点 か ら 発 言 し て いま す 。 





警察 官 と 経営 者 いい う 多 様 な 経験 と 幅広 い 見 
星井 祐一 識 に 基づき 、 社 外 取締 役 和 いう 実践 的 な 観点 
か ら 発 詩 し て いま す 。 











1 
取締 役 





税理士 上 し て の 経験 を 通し て 培 わ れ た 税務 に 関す 
る 高い 見 識 に 基づき 、 社 外 取締 役 と し て 中 立 的 か 
つ 客 観 的 な 観点 か ら 発言 し て いま す 。 








長年 東京 商工 会 議 所 に お いて 様々 な 企業 
の 経営 支援 に 深く 参画 し て きた 経験 と 幅広 い 
見 識 を 活か し 、 客 観 的 に 経営 の 監督 を し て い 
ます 。 





弁護 士 と し て の 経験 を 通し て 培 われ た 企業 法務 
に 関す る 高い 見 識 に 基づき 、 社 外 監 査 役 と し て 中 
立 的 か つ 客 観 的 な 観点 か ら 発 言 し て いま す 。 





会 計 士 と し て の 経験 を 通じ て 培 わ れ た 会 計 に 関す 
長澤 正 済 る 高い 見 識 に 基づき 、 社 外 監 査 役 と し て 中 立 的 か 
つ 客 観 的 な 観点 か ら 発言 し て いま す 。 





金融 、 財 務 に 関す る 幅広 い 知 識 ・ 見 識 を 有 し 
て お り 、 こ れ ま で の 豊富 な 経験 を 踏ま ぇ 、 社 外 
監査 役 と し て 経営 監視 を 行っ て いま す 。 


泊 嶋 孝 











社外 役員 の 取締 役 会 ・ 監 査 役 会 へ の 出席 状況 (2020 年 4 月 期 ) 役員 報酬 額 等 






































区 分 氏名 取締 役 会 監査 役 会 
取締 役 前 昭 人 言 13 同 14 回 一 (1) 役員 の 報酬 等 の 額 の 決定 に 関す る 方 針 
還 MM2 六 人 生 一 サン 17H 一 当社 の 取締 役 の 報酬 等 は 、 固 定 報酬 と 業績 連動 報酬 で 構成 され 
HP 中 員 13 回 ノ 14 回 4 回 4 回 0 ー 開 旨 縛 
高 涯 嘉昭 14 回 ノ 14 回 1 回 ノ 15 占 て お り 、 監 査 役 報酬 は 、 固定 報酬 の み と し て いま す 。 な お 、 役 員 賞 与 お 
長澤 正浩 13 回 ノ 14 回 "14 回 ノ 15 回 よび 役員 退職 慰労 金 は 、2002 年 7 月 に 廃止 し て いま す 。 
監 信和 宮嶋 孝 11 回 11 回 。 11 回 /11 回 固定 報酬 は 、 株 主 総 会 に て 決議 され た 報酬 枠 の 範囲 内 に お 
田中 豊 氏 は 2019 年 7 月 に 監査 役 を 退任 し 、 取 締 役 に 就 任 ME NAS の ae 5 
宮嶋 才 氏 は 2019 年 7 月 に 監査 役 に 就任 いて 、 そ の 職位 ご と に 応じ て 決定 し て いま す 。 
業績 連動 報酬 は 、 業 績 連動 報酬 型 新株 予約 権 制度 を 導 
みあ クル ーー と ビビ 林寺 Sd 
取締 役 会 の 実効 性 評価 入 し て お ぉ り 、 各 担当 役員 に 付与 きれ る 新株 予約 権 ( ス トッ ク ・ オ 
当社 は 、 取 締 役 会 の 実効 性 に 関す る 分 析 お よび 評価 を 2016 年 月 フン ミン 7 は 、 業 頃 を 散 汗 に 評価 し て 決定 し て いま す 。 
期 よ り 毎 年 実施 し 、 取 締 役 会 の 機能 向上 に 努め て いま す 。 2020 年 4 


(2) 役員 の 報酬 額 
役員 区 分 ご と の 報酬 等 の 総額 、 報 酬 等 の 種類 別 の 総額 お よ 
び 対 象 と な る 役員 の 員数 は 以下 の 通り で す 。 


月 期 の 取締 役 会 の 実効 性 に 関す る 分析 お よび 評価 は 以下 の 通り で す 。 


AGEZ9EE 科 取締 役 会 の 機能 向上 を 目的 に 、 ア ン ケ ー ト 





























お よび イン タビ ュー を 実施 し 、 取 締 役 会 で 議論 し まし た 。 役員 区 分 ご と の 報酬 等 の 総額 、 
実施 内 容 報酬 等 の 種類 別 の 総額 お よび 対象 と な る 役員 の 員数 (2020 生 4 朋 各 ) 
(1) 実 施 期 間 : 2020 年 3 月 か ら 4 月 まで 報酬 等 の 報酬 等 の 種類 別 の 総額 ( 百 万 円 ) 対象 と な る 
(2) 対 象 者 : 全 取締 役 お よび 監査 役 役員 区 分 SM 人生 昌 了 6 数 
(3) 実施 要領 : 慰労 
① アン ケー ト に よる 自己 評価 を 実施 の の 
② アン ケー ト の 結果 を 踏ま を た 個別 イン タビ ュー を 実施 
⑧ アン ケー ト お よび イン タビ ュー の 結果 を 集計 ・ 分 析 記 二 ー 
④③) 取締 役 会 に お いて 集計 結果 を 検証 
評価 内 容 62 64 一 ー 6 
(1) 取締役 会 の 構成 
(2) 取締役 会 の 役割 ・ 責 務 (3) 指名 ・ 報 酬 委員 会 
3③) 取 締 役 会 の 運営 状況 当社 は 、 取 締 役 等 の 指名 ・ 報 酬 な どの 事項 に つい て 決定 する 指 


(4) 意思 決定 ・ 審 議 方 法 
($⑤) 株 主 等 と の 関係 


名 ・ 報 酬 委員 会 を 設置 し て しい ます 。 これ に より 社外 取締 役 の 適切 な 

関与 ・ 助 言 を 得 て 、 今 まで 以上 に 取締 役 会 機能 の 独立 性 ・ 客 観 性 と 

回 評価 の 結果 ee ee ント 
説明 資 任 を 強化 し ます 。 な お 、 指 名 ・ 報 酬 委員 会 は 、 委 員 3 名 以上 

@ 締 條 会 思 、 ヽ 資質 、 営 1 ヽ 経営 境 灯 お と ロ る > や ニノ リロ さ ヽ ッ テ フ リナ 

取締 役 会 の 規模 、 構 成 、 資 質 、 運 営 方 法 は 2 の で 組織 し 、 取 締 役 お よび 2 名 以上 の 社外 取締 役 で 構成 し て いま す 。 
監督 を 果たす うえ で 十分 に 機能 し て いる こと を 確認 し まし た 。 
取締 役 会 の 議論 に 関し て は 、 社 内 ・ 社 外 に か か わら ず 自 由 賠 達 











ッ 寺 と 1 、 o 一 ー まき 
に 建設 的 な 議論 が 行わ れ 経営 に 寄与 し て いる こと を 確認 し まし た 。 経営 トッ プ 層 の 育成 
* 前 期 の 課題 に つい て も 審議 案件 の 基準 見 直し な ど 、 着 実に 進 


経営 トッ プ 層 の 育成 に 関し て は 、 経 営 幹 部 の 中 か ら 選 抜 し 、 


捗 し て いる こと を 確認 し まし た 。 - 」 
早期 の 段階 か の ら グ ルー プ 会 社 等 の 経営 層 を 経験 きせ る な ど 、 多 


新た な 課題 と し て 、 海 外 企業 も 合 め た 中 長 其 経営 計画 の 情報 
共有 を 今 ま で 以上 に 行っ て いこ と や 、 業 務 幸 行状 況 を タイ スリ ー 人 
に 共有 し 、 き ら に 深い 議論 を 行っ て いこ と へ の ご 指摘 も あ り まし た 。 
今後 の 取り 組み 
取締 役 会 は 、 各 取締 役 ぉ よび 監査 役 か ら の 意見 ・ 提 言 を 受け 
て 議論 し た 結果 や 、 上 記 の ご 指摘 を 課題 し て 認識 し 、 取 締 役 会 
の 実効 性 の 維持 ・ 向 上 に 替 め ます 。 
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コー ボレー ト 戦 略 


次 世代 リー ダー の 育成 


当社 で は 、 次 世代 の 経営 層 を 担う 人 材 育 成 に 注力 し 、 全 社 的 な 
視点 で 中 長期 的 な 経営 課題 を と ら ぇ 解決 する スキ ル を 身 に 付け る た め 
の 「 経 営 課 題 解 決 講座 ] を 設け て いま す 。 2009 年 より 開始 し 、 毎 年 
15 名 前 後 を 選抜 、1 年 を 通じ て 講座 を 開催 し て いま す 。 最終 回 に は 
経営 陣 に よる 対象 者 の 評価 も 行い 、 次 世代 の 幹部 候補 の 育成 に あ 
だ っ て いま す 。 


当社 は 、 執 行 役員 制度 を 導入 する こと で 、 取 締 役 会 の 経営 に 関す 
る 意思 決定 の 迅速 化 と 監督 機能 の 強化 、 業 務 執 行 に 対す る 責任 と 
権限 の 明確 化 に よる 経営 計画 の 実行 体制 の 強化 に 努め て いま す 。 
2018 年 8 月 より 、 執 行 役員 と 会 社 と の 関係 を 、 雇 用 契約 型 か ら 
委任 契約 型 へ 変更 し 、 業 務 執 行 に 対す る 均 任 と 権限 を より 明確 
化し て 、 業 務 執 行 体制 の 強化 を 図っ て いま す 。 


コン プラ イア ンス 





当社 は 、2004 年 5 月 1 日 に コン プラ イア ンス 委員 会 ち は よび コン プラ イ 
デンス 室 を 設置 し 、 法 令 尊 守 を 経営 の 基本 方 針 に 掲げ け 、|「 コン プラ イ 
アン ス 企 業 ・ 伊 藤 園 グル ー プ 」 の 確立 を 目指 すこ と を 宮 言 し まし た 。 
| 伊藤園 グ ルー プ 行 動 基 準 の 手引 ] は 、 法 令 ・ 企 業 倫理 を 
守 し 、 社 会 的 妥 請 に 真 表 に 対応 する べく 〈、 当社 グル ー プ の 全 
員 、 社 員 に 配布 し て いる も の で す 。「 伊藤 園 グ ルー プ 基 本 綱 
員 」 の 理念 に 基づく 行動 規範 と を れ を 具体 化し た 行動 基準 な ど 
コン プラ イア ンス に 関す る 一 連 の 取り 組み が 網 維 き れ て いま す 。 








軸 当 陣 


避 


Commritment 

企業 が 持続 可能 な 成長 を する た め 、ESG の 中 で も コーポレー 
ト ・ ガ バナ ンス は 、 特 に 重要 な 課題 で す 。 変化 に すばやく 対応 
し 、 効 率 的 か つ 公 正 で 左 明 性 の 高い 経営 を 実現 し 、 企 業 価 
値 の 継続 的 な 拡大 を 実現 する た め に 、 コ ンプ ライ アン ス を 位 守 
し 、 経 営 体制 や 内 部 統制 シス テム を 実効 的 に 運用 し て 、 ガ バ 
グン バ 全 ( 放 2 し (TU 0 

また 、 伊 藤 園 グル ー プ で は 8,000 人 以上 の 従業 員 が 所 属し 、 
製造 ・ 物 流 面 で は | ファ ブレ ス 方 式 」 を 採用 し て いる た め 、 パ ー ト 
ナー シッ プ 和 構築 の 重要 性 を 強く 認識 し て いま す 。 | 人 権 の 尊重 」 
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また 、 内 部 通報 制度 も 整備 し 、 コ ンプ ライ アン ス 教 育 の 徹底 に より 、 
ハラ スメント 防止 、 贈 収 由 な どの 腐敗 防止 を 含む グル ー プ コン プラ イ 
アン ス の 強化 を 図っ て いま す 。 コン プラ イア ンス 違反 に は 厳正 な 対処 
を 行っ て いま す 。 


公 止 な 事業 慣行 


健全 な 調達 ・ 取 引 の 徹底 、 製 造 委 託 先 ほ の 公正 な 取引 、 公 
正 な 競争 の 確保 な ど を 実践 し て いま す 。 





サフ ライ チェ ー ン マネ シメ オッ ン ト 

社会 面 ・ 環 境 面 に 配慮 し た 調達 に つい て 伊藤 園 グ ルー プ 調 
達 方 針 を 定め て いま す 。 これ に より 仕 入 先 な ど 関 係 者 と 協 働 で す 
プラ イチ ェ ー ン の マネ ジメント を 強化 し て いま す 。 


知 的 財産 の 保護 
当社 グル ー プ は 他社 の 知 的 財産 権 を 尊重 する と と も に 、 当社 
の 権利 を 保護 し て いま す 。 





L_ 「 伊藤園 コー ポレ ー ト ガバ ナン ス ・ ガ イド ライ ン 」 は 、 こ ちら を ご 参照 くだ きい 。 
https://wywwr.itoen.co.jp/files/user/pdf/csr/governance/ 


corporate_governance_guideline2018.pdf 


コー ポレ ー ト ・ ガ バナ ンス に 関す る 詳細 は 、 コ ー ポ レー ト ・ ガ バナ ンス 報告 
書 を ご 参照 くだ きい 。 





https://www2.tse.or.jp/ 
disc/259307140120200626452684.pdf 


[行動 基準 の 手引 」 (行動 規範 お よび 伊藤 園 グ ルー プ ・ コ ンプ ライ アン 
ス 体制 な ど ) は 、 こ ちら を ご 参照 くだ きい 。 








https://www.itoen.co.jp/csr/governance/ 


(2 シス 


生産 本 部 、 物 流 本 部 担当 
橋本 俊治 








は 、 当 社 の 経営 理念 | お客 様 第 一 主義 ] の 基本 で す 。 当社 の 
クラ クニ ョ ン 512SIS ミ ミニ ニー クニ ピョン 22 ョ (に 
の 質 を 向上 し 、 ハ ラス メン ト 防 止 の 強化 や 、 国 際 的 な 人 権 基 準 
や 課題 へ の 理解 を 深め 、 取 り 組 み を 進め て いき ます 。 








リス クマ ネジ メン ト 





基本 方 針 

当社 は 、 リ スク 担当 部 署 を 設け 、 規 程 や ガイ ドラ イン を 策定 し 、 
的 確 に 対処 する た め の 組 織 横 断 的 な り ス ク 管 理 体制 を 構築 し て 
リス クマ ネジ メン ト を 行っ て いま す 。 

① コ ンプ ライ アン ス 上 の リス ク 、② 情 報 セ キュ リティ 上 の リス ク 、 
③ 品 質 お よび 環境 上 の リス ク 、(④ 財 産 保 全 上 の リス ク 、⑤ 災 害 
お よび 事故 の リス ク な ど に 的 確 に 対 娘 する た め の 体制 を 整え 、 リ 
スク マネ ジメント を 有 条 っ て いま すず す 。 コン グラ イア ンス 委員 会 、 舌 全 
衛生 委員 会 、 災 害 対策 委員 会 な どの 関連 委員 会 も 整備 し て い 
0 

また 、BCP (事業 継続 計画 ) に よる リス ク 管 理 と し て 、 当社 で は 、 
BCP の 浸 途 を 推進 する た め 、 各 部 署 に BCP マ ニュ アル を 配布 し 、 
意識 を 高め 事業 継続 力 の 強化 を 図っ て いま す 。 





内 部 統制 シス テム の 整備 

| 内 部 統制 シス テム 基本 方 針 ] に 基づき 、 当社 グル ー プ の 業 
務 運 営 の 護 明 性 を 高め 、 有 効 性 ・ 効 率 性 を る きら に 向上 きせ る こと 、 
財務 報告 の 信頼 性 を 高め る こと 、 法令 な どの 遵守 を 図る こと 、 資 
産 の 保全 を 図る こと を 目的 と し て 内 部 統制 シス テム を 構築 し て い 
ます 。 





品質 管理 の 徹底 

食品 メー カー と し て 安全 ・ 安 心 な 製品 を 消費 者 に お 届け する の は 、 
最 優先 の 使命 で す 。 

当社 は 、 品 質 管理 方 針 を 定め 、 製 造 委 託 先 を 含め た 関係 先 と 協 
働 で 、 環 境 ・ 社 会 の 両面 に 配慮 し た 供給 体制 の 確立 に 努め て いま す 。 
品質 管理 方 針 で は 安全 で 信頼 性 を 有する 製品 の 提供 、 法 令 な どの 
遵守 、 国 際 基 準 を 活用 し た 製品 の 安全 性 の 確保 を 定め て いま す 。 品 
質 管理 面 で は 国際 規格 1SO9001 の 認証 で 品質 マネ ジメント シス テ 
ム を 構築 し て お り 、 静 岡 相良 工場 で は FSSC22000 (食品 安全 管理 
マネ ジメント シス テム ) の 認証 も 取得 し 、 運 用 し て いま す 。 

原料 段階 に お ける 残留 農薬 検査 は 当社 品質 管理 部 門 で 行い 、 
製品 段階 に お ける 、 香 味 や 機器 分 析 、 微 生物 な どの 検査 は 、 当 社 品 
質 管理 部 門 と 製造 委託 工場 の 双方 が 行っ て いま す 。 
製品 は 当社 の 品質 管理 基準 (飲料 製造 ちよ び 茶 葉 製 造 ガ イド ラ 
イン ) を 満た し た 工場 で 製造 し 、 日 々 情報 を 共有 する と と も に 、 工 場 担 
当 者 と の 品質 会 議 (委託 先 な ど 関 係 者 と の 合同 に よる 会 議 ) を 行う こと 
に より 、 安 全 ・ 安 心 な 製品 づく ゆり を 徹底 し て いま す 。 








リス クマ ネジ メン ト と ESG の か か わり 

ステ ー ク ホル ダー か ら の ESG 有 要求 の 高まり に 伴い 、ESG に 適切 
に 対応 で き な い 場合 、 種 々 の 問題 が 生じ ます 。 これ ら 課 題 に 迅速 
に 対応 すべ く 、 様々 な 研修 な ど を 定期 的 に 行い 、 実 情 に 即 し た 管 
理 を 行っ て いま す 。 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 


新型 コロ ナウ イル ス の 世界 的 拡大 を 受け 、 当 社 で は 、 社 長 を 
対策 本 部 長 と する ウイ ルス 感染 対策 室 を 設 思 し 、 グ ルー プ 会 社 
を 含む 情報 収集 、 衛 生 用 品 の 支給 、 勤 務 体 制 の 変更 な ど 感染 
防止 と 、 当 社 事業 所 か ら 感 染 者 が 発生 し た 場合 、 そ の 後 の 確実 
な 事業 継続 と 早期 全面 再開 を 前 提 と し た 取り 組み を 進め て いま す 。 


主 な 対応 策 

衛生 用 品 の 支給 と 検温 ・ 消 毒 の 徹底 

= 全社 員 へ の 定期 的 な マス ク 支 給 と 着用 義務 化 

= 公共 交通 機関 利用 社員 に アル コー ル ハ ンド ジェ ル 支 給 
= 日 々 の 検温 等 体調 管理 、 手 洗い 、 う が いじ 実施 と 記録 


オフ ィ ス で の 感染 防止 策 

= 本社 受付 に サー モグ ラフ ィ ー を 設置 し 検温 実施 

= 事務 フロ ア お よび 会 議 室 ・ 商 談 室 に 飛 涼 防止 パー テー ショ ン 
お よび 空気 清 癌 機 設 叶 

= 共用 部 や 社員 が 触れ る 場所 の アル コー ル 消 毒液 に よる 清 
掃 ・ 消 毒 の 実施 と 記録 化 








= オン ライ ン (WEB) 会 議 環 境 の 整備 ね お よび 導入 


」 ke 









ーー "= 


ポ 信 腕 人 り ク ラノ ノー に 12 休 介 プア ョ ッ ノ 


勤務 体制 の 務 丈 化 

* 時 差出 勤 : 出 勤 時 間 を 8 段階 に 分 け 、 勤 務 時 間 を 分 音 

* 休日 変更 ・ サ テラ イト 勤務 ・ 在 宅 勤 務 : 出 勤 日 の 分 散 、 目 宅 
近隣 の 事業 所 で の 勤務 や 、 モ バイ ル パ ソ コン を 支給 し 在宅 
勤務 体制 を 拡大 。 社 員 の 勤務 時 間 の 重複 、 接 触 を 最大 
限 低減 する と と も に 移動 に よる 感染 リス ク の 低減 

= スー パー フレ ックス タイ ム 制 : 設 定 し た 総 労働 時 間 の 範囲 内 
で 始業 ・ 終 業 時 刻 を 調整 

* 65 歳 以上 や 妊婦 、 持 病 の ある 従業 員 は 目 宅 待 機 
(特別 休暇 扱い ) 


国内 外 の 移動 制限 
・ 国内 外 の 出張 原則 茜 止 
(現在 は 感染 状況 に より 対応 ) 


・ 集合 会 議 ・ 教 育 や イベ ント の 禁止 
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コー ポレ ー ト 戦略 


ステ ー ク ホル ダー エン ゲー ジメント 
(お 客 様 と の 関係 構築 ) 


投資 家 と の 対話 

当社 に お ける 投資 家 と の 対話 は 、 財 務 経 理 部 が 主管 で 担当 し て い 
ます が 、 代 表 取 締 役 社長 、 担 当 取 締 役 な ど と 対応 方 法 を 検討 し 、 適 
切 に 対応 する る も の と し て いま す 。 さら に 広報 部 、 財 務 経 理 部 門 横断 の 
定期 的 な 会 議 を 開催 し 、 決 算 な どの 開示 ・ 説 明 に お いて 、 各 々 の 専 
門 的 見 地 に 基づく 意見 交換 や 連携 し た 対応 を 行い 、 投 資 家 と の 対話 
に 向け た 内 容 の 充実 を 図っ て いま す 。 

株 主 に 対す る 適時 ・ 適 切な 情報 開示 に も 努め 、 決 算 説明 会 、 当 社 
ホー ムペ ー ジ に よる 積極 的 な 情報 発信 に より 、 当 社 の 経営 戦略 や 事 
業 環境 に 関す る 理解 を 深め て いた だ く よ う に し て いま す 。 さら に 決算 発 
表 後 の 取締 役 会 に お いて は 、 株 主 や アナ リス ト か ら 寄 せら れ た 意見 を 
共有 し 、 経 営 戦 略 の レビ ュー な ど に 積極 的 に 活か し て いま す 。 

また 当社 で は 、 必 要 に 応じ て 実質 株 主 調査 を 実施 し 、 株 主 構造 を 
把握 し て いま す 。 








IR 活 動 の 推進 

当社 で は 、 管 理 本 部 の 所 管 と し て 財務 経理 部 に 財務 ・IR 課 を 設 
置 し 、 経 営 トト プ が 先頭 に 立ち 積極 的 か つ 機 動 的 な IR 活 動 を 推進 し 
て いま す 。 情報 発信 ・ 開 示 に つい て は 、 公 平 性 の 観点 か ら 、 通 期 お よ 
び 第 2 四半 期 決算 説明 会 革 表 後 、 連 結 お ょ び 単 体 の 決算 短信 、 
決算 説明 会 資料 (IR 資 料 ) を 速やか に ホー ムペ ー ジ に 掲載 し 、 個 人 
投資 家 、 決 算 説明 会 に 出席 で き な か っ た アナ リス ト 、 機 関 投 資 家 の 皆 
様 が 閲覧 で きる 環境 を 整備 し て いま す 。 

その ほか に も 伊藤 園 統合 レポ ボー ト 、 事 業 報告 書 、 四 半期 販売 状況 
ニュ ー ス リリ ー ス 、 和 有価 証券 報告 書 、 株 主 総会 招集 通知 な どる 掲載 
し 、 投 資 家 の 理解 を 深め る 様々 な ツー ル を 用 意 し て いま す 。 また 、 外 
国人 投資 家 に も 配慮 し 、 決 算 短信 、 決 算 説 明 会 資料 (IR 資料)、 
一 部 の ニュ ー ス リリ ー ス お よび 伊藤 園 統合 レポ ー ト の 英語 版 も 作成 し 
て いま す 。 
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ステ ー ク ホル ダー と の 対話 

当社 で は 、 ス テー ク ホ ル ダ ー と の 対話 を 重視 し 、 投 資 家 だ け で な く 
有識者 も の ステ ー ク ホル ダー ダイ アブ ログ 、 消 費 者 ・ 消 費 者 団体 代表 と 
の 対話 、 消 費 者 へ の アン ケー ト を 実施 する な ど 、 幅 広く ご 意見 を いた だ 
き 経営 に 反映 きせ て いま す 。 





2020 年 4 月 期 ス テー ク ホ ル ダ ー ダ イア ログ 概要 


製造 委託 会 社 ト の ESG 連 絡 会 議 

2020 年 1 月 21 日 、 伊 藤 園 本 社 に お いて 、 製造 委託 会 社 9 
社 と の 第 1 回 ESG 連 絡 会 議 を 開催 し まし た 。 

会 議 で は 、 伊 藤 園 の 環境 ・ 社 会 課題 へ の 今後 の 取り 組み に 
つい て CSR/ESG 推 進 部 と 飲料 部 より 説明 る きせ て いた だ き 、 お 
取引 先 と 環境 負荷 低減 や 、 人 権 保護 に つい て 、 ど の よう な 協 働 
が で きる か 、 よ り Win- Win と な れる か 意見 交換 を 行い まし た 。 


人 権 領域 の 有識者 と の 意見 交換 会 

2020 年 3 月 9 日 、 伊 藤 園 本 社 に お いて 、 社 外 有 識者 と | 伊 
藤 園 グル ー プ 人 権 方 針 」 策定 に 向け た 意見 交換 会 を 開催 し 
Re 





社外 有識者 
= こと の は 総合 法律 事務 所 
弁護 士 佐藤 暁子 氏 


*・ 一 般 財 団 法 人 アジ ア ・ 太 平 洋 人 権 情報 セン ター 
特 任 研究 員 松岡 秀紀 氏 


会 議 で は 、 人 事 総 務 呈 本 部 長 よ 策定 中 の | 人権 方 針 ] の 
経緯 ・ 経 過 を お 示し し 、 有 識者 の 方 々 か ら は 国内 外 の 情報 や 
ステ ー ク ホル ダー 視点 の 重要 性 や 社内 浸透 な どの アド バイ ス 
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いた だ だ い た ご 意見 を 反映 し 、 | 伊藤 園 グ ルー プ 人 権 方 針 ] を 
策定 し まし た 。 今後 は 、 社 員 へ の 教育 を 行い 、 活 動 や 取り 組み 
に 活か し て いき ます 。 





人 権 領域 の 有識者 と の 意見 交換 会 


し 


| ステ ー ク ホル ダー ダイ アロ グ 」 の 詳細 は 、 こ ちら を ご 参照 くだ きい 。 








https://www.itoen.co.jp/csr/stakeholder 








第 三 者 保証 


| 伊藤園 統 合 レ ポー ト 2020」 で は 、 開 示し て いる デー タ の 信頼 性 を 向上 きせ る た め 、 環 境 デ ー タ の 一 部 に つい て 、 
KPMG あ ず さ サ ステ ナビ リティ 株 式 会 社 の 保証 を 受け て いま す 。 
保証 対象 と な る 指標 に は 直 マー ク を 付 し て いま す 。 





P7G 独立 し た 第 三 者 保証 報告 書 


株 式 鞭 社 合 藤 園 
民 毒 取 連 役 福 長 哉 行 役員 本 庄 夫 介 踊 


3020 年 11 月 34 日 


KFMG あず きす ユネ テ オビ リティ 株 式 席 社 
専 京 軽 千代田 区 去 事 町 一 丁目 『 番 7? 3 





当社 は 、 株 式 会 社 硬 可 園 ( 区 下 . 「 鞭 社 」 と いう 。 ) か ら の 委員 に 基づき 、 主 社 攻 成 し た 伊 攻 園 統合 ヒポ ギー ト 
32020( 以 下 。 ! 続 冶 レ ポー ト 」 と いう 。 ) に 記載 きれ て いら 3019 年 5 月 1 日 か ら 3020 年 月 30 日 まで を 対 芝 と し た 
支 マー ガ の 付き され て いる 環境 パフ コ ォ ー マ デ ス 指 標 ( 届 下 、「 指 標 」 よ いう 。 ) に 対し て 限定 的 保証 華 務 を 実施 し た 。 


会 社 の 責任 
千 社 電 定員 た 指標 本 算定 ・ 報 守 基 国 (EL 下 、 「 登 社 本 定め る 基準 」 と いう 。 款 合 ビ ポー ト に 記載 。 ) に 従っ て 指 挿 
を 算定 し 、 表 示す る 責任 は 会 社 に ある 。 


当社 の 責任 

当社 の 責任 は 。 限定 的 保証 業務 を 実施 し 、 実地 し た 手続 に 基づい て 結論 を 表明 する こと に ある 。 当 祉 は. 国 評 
監査 * 保 証 基 再 書 護 芸 の 国際 昌 表 業務 基準 (ISAE)3m00「 過 才 時 務 情 報 還 監査 双 は じ ビ ュー 以下 本 昌 証 業務 」 
綱 F1SAE3410「 伸 宣 効 果 ガ 情報 に 対す 保 証 業 科 」 に 准 揚 し て 限定 的 保証 業務 を 実 地 し た 。 

率 保 証 業務 は 限定 的 課 証 業務 で あり 、 主として 統合 し ポー ト 上 串 開 示 情 報 の 作成 に 費 任 を 有する も 号 等 に 対 
する 質問 、 合 析 的 手続 等 本 洗 証 手 央 を 通じ て 実態 きれ 、 促 理 的 愉 証 業務 に お け 手 財 と 比 上 て 、 モ 呈 種 額 は 具 
な り 。 実 双 の 竹 度 は く 、 合理 的 保証 業務 ほど に は 高い 氷 珍 の 保証 を 与え る も の で は な い 。 当社 攻め 理 能 し た 保 訓 
手続 に は 以下 の 手 読 世間 まれ 石 。 

剖 読 難し ポ ボー トド 本 必 成 : 開 款 専 財 に つて 避 質 問 胡 直伝 杜 呈 定 計 コ 基 座 呈 本 対 

き 指標 に 関す る 算定 志波 並 交 に 内 部 読 制 呈 整 備 状 避 に 関本 る 質 間 

き 無 計 デー タダ に 対す 右 和 分 折 的 手続 の 実態 

笛 芸 性 中 定め る 基 再 に 徒 っ て 指 剛 革 把握 、 黒 計 、 開示 され て いる か に つい て 。 旗 意 に より 丸首 し た 証 揚 と 上 中園 
癌 普 F に 再 計算 の 宴 放 

電 リエ み 合 折 に 基づき 選定 し た 静岡 相良 工場 に 対す 品 理 地 福 査 呈 民 幸 前 な 手続 と し て の 質問 F 証 選 革 の 六 
理 の 閲覧 

間 指標 呈 表 示 呈 妥当 性 に 関す る 栓 身 


國 障 

上 述 呈 保証 手 購 中 結晶 、 葬 全 レポ ー ト に 記載 きれ で て し * 五 指標 芝 . す よ で て の 重要 な 貞 に お いて 、 会 福 定 呈 る 聞 
責 に 従っ て 包 定 され 、 才 示さ れ て いか なし いと 認め られ 古事 項 は 伏見 され な か っ た 。 
当社 の 腹 豆 性 と 品質 管理 

当社 は 地 実 性 、 宮 観 性 、 職 業 的 専門 害 と し て 中 能力 と 正当 な な 呑 意 、 守 也 菱 務 上下 F 職 課 的 専門 密 ま し て 呈 行 動 
に 関す る 基本 原則 に 基づく 理 立 性 牙 FT そ の 人 季 の 要件 を 富 せ 、 国際 会 計 土 歯 理 基 模 鶴 本 会 中 終 放 し た 「 職 貢 仁 計 
士 本 画 理 提 程 」 を 必 守 し た 。 

当社 は . 国際 品質 韓 理 基 弄 第 1 号 に 準 措 し で, 代理 要 性 、 職 茎 的 専門 室 と し て 中 基 再 巧 て F 細 用 きれ 世話 深 
ザ 規 則 相 届 件 還 補 守 に 関す る る 交 礁 化し 革 詞 針 と 手 紳 を 芝生 、 包括 前 な 品質 管理 シス テ ュ を 赤 持 し て 1 る 。 


以上 
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コー ポレ ー ト 戦略 





臣 全 
時 , (2020 年 11 月 1 日 現在 ) 





代表 取締 役 副 社長 執行 役員 





本 庄 周 介 

1994 年 4 月 当社 入社 

2003 年 7 月 当社 取締 役 

2005 年 5 月 当社 常務 取締 役 
2008 年 5 月 当社 専務 取締 役 

2010 年 月 当社 取締 役 副 社 長 
2014 年 8 月 当社 代表 取締 役 副 社長 
2019 年 5 月 当社 代表 取締 役 副 社長 


執行 役員 (現任 ) 


取締 役 副 会 長 

橋本 俊治 

1970 年 1 月 当社 入社 

1990 年 7 月 当社 取締 役 

1994 年 月 当社 常務 取締 役 

1997 年 月 当社 専務 取締 役 

2000 年 月 当社 取締 役 副 社 長 

2019 年 月 当社 取締 役 副 会 長 
(現任 ) 


代表 取締 役 会 代表 取締 役 社長 執行 役員 
本 庄 八郎 本 庄 大 介 
1964 年 8 月 日 本 ファ ミリ ー サ ービス 株 式 1987 年 4 月 当社 入社 
会 社 設 立 同社 取締 役 1990 年 7 月 当社 取締 役 
1966 年 8 月 フロ ンティア 製茶 株 式 会 社 1997 年 $ 月 当社 常務 取締 役 
(1969 年 5$ 月 に 株 式 会 社 2000 年 $ 月 当社 専務 取締 役 
伊藤 園 に 商号 変更 ) 設 立 2002 年 7 月 当社 代表 取締 役 副 社 長 
当社 取締 役 2009 年 5 月 当社 代 表 取 締 役 社長 
1978 年 5 月 当社 取締 役 副 社 長 2019 年 $ 月 当社 代表 取締 役 社長 
1987 年 4 月 当社 代表 取締 役 副 社 長 執行 役員 (現任 ) 
1988 年 $ 月 当社 代表 取締 役 社長 
2009 年 5 月 当社 代表 取締 役 会 長 社長 就任 以来 、 豊 富 な 経験 と 知見 を 活か 
(現任 ) し 経営 の 指揮 を 執り 続け て いま す 。 


創業 者 と し て 、 強い リー ダー シッ プ を 発揮 し 、 
長年 経営 を 担い 、 グ ルー プ 経 営 に お ける 豊 
富 な 経験 と 実績 を 有 し て いま す 。 





長年 に わた り 営 業 部 門 を 指揮 し 、 豊富 な 経 
験 と 経営 全般 に 関す る 知見 を 有 し て いま す 。 


主として 生産 部 門 や 物流 部 門 を 指揮 し 、 仕 
人 ・ 研 究 開発 ・ 品 質 管 理 ・ 物 流 分 野 に お け 
豊富 な 経験 や 知識 も を 有 し て いま す 。 





取締 役 副 社長 執行 役員 


渡辺 人 


取締 役 専務 執行 役員 


取締 役 専務 執行 役員 


取締 役 専務 執行 役員 


1976 年 7 月 当社 入社 
1996 年 7 月 当社 取締 役 
2001 年 $ 月 当社 常務 取締 役 
2003 年 3 月 当社 専務 取締 役 
2008 年 5 月 当社 取締 役 副 社長 
2019 年 $ 月 当社 取締 役 副 社長 
執行 役員 (現任 ) 





社 三雄 

1978 年 4 月 当社 入社 
1992 年 7 月 当社 取締 役 
2001 年 5 月 当社 常務 取締 役 
2010 年 5 月 当社 専務 取締 役 
2019 年 $ 月 当社 取締 役 


専務 執行 役員 (現任 ) 





中 野 悦 久 

1989 年 3 月 当社 入社 
2010 年 7 月 当社 取締 役 
2014 年 5 月 当社 常務 取締 役 
2019 年 5 月 当社 取締 役 


これ まで 営業 部 門 や 人 事 総 務 部 門 を 指揮 し 、 


専務 執行 役員 (現任 ) 





神谷 茂 

1982 年 3 月 当社 入社 
2014 年 7 月 当社 取締 役 
2016 年 $ 月 当社 常務 取締 役 
2019 年 $ 月 当社 取締 役 


専務 執行 役員 (現任 ) 


主として 営業 部 門 を 指揮 し 、 こ れ ま で コン ビニ 


主として 管理 部 門 を 指揮 し 、 財 務 、 人 事 総 
務 、 海 外事 業 分 野 に お ける 豊富 な 経験 と 知 


主として マー ケティング 部 門 を 指揮 し 、 製 品 
開発 ・ 研 究 開発 分 野 に お ける 貴 富 な 経験 と 
知識 を 有 し て * ま す 。 


営業 部 門 で は 地域 営業 や 量販 店 ・ コ ン ビ ニ 
エン スス ト ア と いっ た 様々 な 業態 で の 経験 や 
知識 を 有 し て いま す 。 現在 は 生産 本 部 を 指 











エン スス ト ア ・ 量 販 店 いい っ た チャ ネル で 積 
極 的 な 営業 展開 を 推進 し 、 関 係 強 化 に 尽 
力 し て いま す 。 








愛知 学院 大 学 法学 部 専任 講師 








同 大 学 法学 部 教授 





早稲 田 大 学 法学 部 教授 





同 大 学 大 学院 法務 研究 科 教 授 
当社 取締 役 (現任 ) 





識 を 有 し て いま す 。 揮 し て いま す 。 

取締 役 取締 役 専務 執行 役員 社外 取締 役 

Yosuke jay Oceanbright Honjo 平田 篤 田口 守 一 

1992 年 3 月 当社 入社 1988 年 3 月 当社 入社 197? 年 4 月 

2002 年 7 月 当社 取締 役 (現任 ) 2016 年 5 月 当社 管理 本 部 長 ( 現 任 ) 1984 年 1 月 
2020 年 7 月 当社 取締 役 専務 執行 役員 (現任 ) 1995 年 4 月 

すべ て の 米国 で の 事業 を CEO と し て 指揮 し 、 米 国 本 土 の 2004 年 4 朋 

ニュ ー ョ ヨー ク 進 出 時 か ら 当社 が グロ ー バ ル な 事業 経営 を 推進 主 ほし て 管理 部 門 を 指揮 し 、 財 務 経 理 ・ 人 事 総務 分 野 に お け 2013 年 7 月 

する た め に 尽力 し て いま す 。 豊富 な 経験 と 知識 を 有 し て いま す 。 2014 年 4 月 














早稲 田 大 学名 誉 教授 (現任 ) 





長年 に わた り 法 務 の 研究 を 行い 、 専 門 的 な 知見 と 様々 な 経験 




















を 有 し て いま す 。 

社外 取締 役 社外 取締 役 社外 取締 役 
臼井 祐一 田中 音 高野 秀夫 
1976 年 10 月 警視 庁 入 庁 1966 年 4 月 札幌 国税 局 和 人 局 1977 年 4 月 東京 商工 会 議 所 人 所 
1994 年 2 月 同庁 第 七 機動 隊 副 隊長 2003 年 7 月 東京 上 野 税務 填 長 2006 年 4 月 東京 商工 会 議 所 総務 統括 部 長 
2005 年 10 月 同庁 人 事 第 二 課 長 2006 年 7 月 高松 国税 不服 審判 所 長 2009 年 4 月 東京 商工 会 議 所 理事 ・ 事 務 局 長 
2010 年 2 月 同庁 地域 部 長 2007 年 7 月 国税庁 長 官 官房 付 2012 年 4 月 東京 商工 会 議 所 常務 理事 
2011 年 4 月 ヤマ ト 運 輸 株 式 会 社 入社 2007 年 8 月 田中 税理士 事務 所 所 長 (現任 ) 2015 年 11 月 一 般 財 団 法人 日 本 民族 工芸 技術 保存 

人 事 総務 部 部 長 2013 年 7 月 当社 監査 役 協会 理事 長 (現任 ) 
2012 年 4 月 同社 執行 役員 CSR 推 進 部 長 2019 年 7 月 当社 取締 役 (現任 ) 2016 年 6 月 東京 商工 会 議 所 常任 参与 
2014 年 4 月 同社 常務 執行 役員 2020 年 7 月 当社 取締 役 ( 現 任 ) 
2015 年 4 月 同社 取締 役 常務 執行 役員 税理士 と し て の 専門 的 な 知見 な ら びに 幅広 い 知識 お よび 経験 
2018 年 4 月 同社 取締 役 を 有 し て いま す 。 長年 に わた り 東 京 商工 会 議 所 に お いて 様々 な 企業 の 経営 壇 
2018 年 6 月 うす い 事 務 所 代表 (現任 ) 援 に 携わっ て お り 、 豊 富 な 経験 幅広 い 見 識 を 有 し て いま す 。 
2018 年 7 月 当社 取締 役 (現任 ) 





長年 に お ける 警察 記 と し て の 豊富 な 経験 と 幅広 い 見 識 を 有 し 、 


物流 企業 に て 直接 会 社 経 営 に 8 関与 し て 、 多様 な 経験 と 見 
識 を 有 し て いま す 。 
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常勤 監査 役 

中 込 修二 

1981 年 3 月 当社 入社 

2007 年 5 月 当社 商品 部 長 

2010 年 5 月 当社 地域 営業 管理 本 部 副本 部 長 
2012 年 $ 月 当社 執行 役員 地域 営業 管理 本 部 長 
2014 年 7 月 当社 取締 役 

2017 年 $ 月 当社 物流 本 部 長 

2018 年 5 月 当社 常務 執行 役員 

2019 年 $ 月 当社 顧問 

2019 年 7 月 当社 常勤 監査 役 (現任 ) 

長年 、 当 社 の 営業 管理 部 門 ・ 物 流 部 門 を 指揮 し た こと に より 、 製 品 、 





営業 、 物 流 に つい て 熱 知 し て いま す 。 


社外 監査 役 
高 洋 牙 昭 


1939 年 4 月 最高 雪 判 所 司法 研修 所 人 所 
1961 年 4 月 人 金沢 地方 菊 判 所 裁判 官 
1964 年 4 月 神戸 地方 裁判 所 尼 崎 支 部 裁判 官 
1967 年 4 月 大阪 地方 萩 判 所 裁判 官 
1971 年 4 月 雪 プ 判官 を 退官 、 弁 護 士 登録 

高 洋 嘉 風 法律 事務 所 代表 (現任 ) 
1991 年 7 月 当社 監査 役 ( 現 任 ) 


弁護 士 と し て の 専門 的 な 知見 な ら び に 幅広 い 知 識 お よび 経験 を 有 
し CO すう も 


社外 監査 役 


長澤 止 洗 


1981 年 10 月 
1984 年 4 月 
2002 年 8 月 
2012 年 7 月 


2013 年 7 月 
2014 年 5 月 


プラ イス ウォ ー タ ー ハ ツウ ス 会 計 事務 所 

( 現 ・PwC あ ら た 有限 責任 監査 法人 ) 入 所 
新 和 監査 法人 ( 現 ・ 有 限 責 任 あず さき 監査 法人 ) 
入所 

朝日 監査 法人 ( 現 ・ 有 限 責 任 あず き 監 査 法人 ) 
代表 社員 

長 浮 公 認 会 計 士 事 務 所 代表 (現任 ) 

当社 監査 役 (現任 ) 

株 式 会 社 東京 個別 指導 学院 社外 監査 役 
(現任 ) 


公認 会 計 士 と し て の 専門 的 な 知見 な ら び に 幅広 い 知識 お よび 経験 を 


有 し て い * ま す 。 


社外 監査 役 
宮嶋 孝 


1984 年 4 月 株 式 会 社 埼玉 銀行 入行 
2003 年 11 月 株 式 会 社 り を な 銀行 
長岡 支店 長 
2008 年 4 月 同社 上 野 ・ 日 幕 里 エリ ア 
営業 第 一 部 長 
2010 年 6 月 同社 執行 役員 多摩 地域 担当 
2015 年 4 月 株 式 会 社 埼 玉 り を な 銀行 
執行 役員 融資 部 担当 
2016 年 4 月 同社 常務 執行 役員 
2017 年 4 月 _ り を な キャ ピタ ル 株 式 会 社 
代表 取締 役 社長 (現任 ) 
2019 年 7 月 当社 監査 役 ( 現 任 ) 


金融 機関 に お いて 培っ た 金融 ・ 財 務 に 関す る 幅広 い 知 識 お よび 経 
験 を 有 民 A ます 。 





吾 行 役員 (取締 役 業 務 を 除く 








常務 執行 役員 執行 役員 

石坂 健一 郎 朝野 克己 

特販 営業 本 部 長 内 部 監査 部 長 

吉田 秀樹 白井 実 

中 四国 ・ 九 州 地域 営業 本 部 長 生産 本 部 副本 部 長 

田 態 元彦 川崎 潤 

生産 本 部 副本 部 長 関西 地域 営業 本 部 長 

HE 圭 聞 丁 堺 に 

兼 静 | MM 電 長 岡野 洪 

斉 衣 武志 北海 道東 北 地域 営業 本 部 長 
中 部 地域 営業 本 部 長 佐々 木 貴浩 

貴志 望 北 関東 ・ 東 関東 地域 営業 本 部 長 


広域 流通 営業 本 部 長 


石田 邦 


管 理 本 部 副本 部 長 


笹目 正巳 近藤 清 

開発 二 部 長 営業 統括 管理 本 部 長 兼 ・ 
鈴木 仁 和義 

物流 本 部 長 唐沢 進 治 

安藤 裕康 特販 営業 本 部 副本 部 長 
南関 東 地域 営業 本 部 長 

坂根 厳 

中 央 研究 所 上 席 研究 貞 

川本 正人 


東京 ・ 千 葉 地域 営業 本 部 長 
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和食 文化 の 継承 ・ 保 護 活動 


次 世代 の 子ども た ち に 向け た 
| お茶 の 出 前 授業 」 


| 和食 と お 人 茶 の 親 和 性 」] に つい て 
科学 的 に 検証 





当社 で は 、 和 食 会 議 の 普及 ・ 啓 発 部 会 に 参加 し 、| 和食 の う 
ま 味 を 引き 立て る 日 本 茶 」 の 発表 を し て いま す 。 まだ 、 一 般 社 団 
法人 和食 文化 国民 会 議 * と 連携 し 、 国 の 食 育 事業 に 出展 する 
な ど 、 そ の 価値 を 国民 全体 で 共有 する 活動 を 進め て いま す 。 

様々 な 和食 料理 と 緑茶 の 相性 を 科学 的 に 明確 に し 、 体 系 化 
する こと で 、 国 内 外 に 向け た 緑茶 と 和食 の 訴求 お よび 緑茶 の 飲 
用 提案 を 進め て いま す 。 


当社 は 一 般 社団 法人 和食 文化 国民 会 議 (略称 : 和 食 会 
議 ) に 2015 年 の 設立 当初 か ら 参 画 し 、 茶 文化 を 通じ て 日 本 
の 伝統 的 食 文化 で ある | 和食 の 普及 ・ 啓 発 ] に 取り 組ん で 
いま す 。 

和食 会 議 で は 、 次 世代 を 担う 子ども た ち に 向け た 食 育 活 
動 と し て 、 会員 に よる 和食 に 関す る | 出前 授業 ] を 実施 し て い 
ます 。 和食 文化 の 中 で 、 和 食 と とも に 供 さ れ て きた 日 本 茶 は 、 
和食 文化 の 重要 な 食材 の 一 つと し て 、 日 本 人 の 食 生 活 に 大 
きく か か わっ て いま す 。 当社 で は 食 育 活動 の 一 環 と し て 、 伊 藤 
園 テ ィ ー テ イス ター が 主 に 小 中 学 校 、 保 育 所 な ど に お 伺い し 、 
| お 集 の 出前 授業 ] の 講師 を 務め 、 和 食 文化 の 一 端 を 担う 
おち 茶 の 継 承 活動 を 実施 し て いま す 。 





ら @⑥ の 和食 文 


回 に 3 


Washoku JAPAN 





* 一 般 社 団 法人 和食 文化 国民 会 議 は 、「 和食 : 日 本 人 の 伝統 的 
な 食 文化 | の ユネ スコ 無形 文化 遺産 登録 申請 を 契機 に 、 和 食 
文化 を 次 世代 へ 継承 する た め 、 そ を の 価値 を 国民 全体 で 共有 する 
活動 を 展開 し て いま す 。 





ーー ョ 
妥 ア 


伊藤 園 テ ィ ー テ イス ター に よる 出前 授業 の 様子 


用 語 集 で は 、 本 レポ ー ト を ご 理解 いた だ くう ぇ で の 主 な 用 語 を 解説 し て いま す 。 読む 際 の ご 参考 に し て くだ きい 。 


Corporate Social Responsibility の 略称 。 企業 が 事業 活動 に お いて 利益 を 追求 する だ け で な く 〈、 あ ら ゆ る ステ ー 
ク ホ ル ダ ー と の 関係 性 を 重視 し な が ら 果 た す 社 会 的 責任 。 
(@NAY/ 共有 価値 の 創造 。 企 業 が 事業 活動 を 通じ て 社会 的 課題 と 経済 的 課題 の 同時 解決 を 目指 す 考え 方 。 ハー バー ド 大 学 
(Creating ビジ ネス スク ー ル の マイ ケル ・E・ ポ ー タ ー 教 授 が 中 心 と な り 提唱 し て いる 概念 。 
MiPtvde 人 21( う 


19N@ 環境 (Environment) 、 社 会 (Social) 、 ガ バナ ンス (Governance) の 頭 文字 を 取っ た も の 。 今日 、 企 業 の 持続 的 な 
成長 の た め 、ESG が 示す 三 つ の 観点 が 必要 で ある と いう 考 ぇ 方 が 世界 的 に 広まっ て お り 、 企業 の 株主 で も ある 機関 投 
資 家 の 間 で も る 急速 に 広がっ て いる 。 


INK6』Pi0I0 企業 な どの 活動 が 環境 に 及ぼ す 彰 響 を 最小 限 に と ぼ め る こと を 目的 に 定め られ た 、 環境 マネ ジメント シス テム に 関す る 国 
際 的 な 標準 規格 。 


IN@y7Q000) 2010 年 11 月 に 発行 きれ た 社会 的 責任 に 関す る 手引 。 ISO の ほか の 標準 規格 と 異な り 、 認証 を 求め て わら ず 、 ガ イダ ン 
ス と し て 位 寺 付け られ て いる 。 


Key Performance Indicator の 略称 で 、 日 本 語 で は | 重要 業績 評価 指標 」 ほ と いわ れる 。 経営 に は 様々 な 種類 の 業 
績 評価 指標 が 使わ れる が 、KPI は その 中 で も 「 キ ー( 重 要 な ) 」 と な る 指標 。 
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社外 か ら の 評価 


当社 の 活動 に つい て は 、 経 営 全般 に 加え 、 


調達 か ら 販 売 ま で の すべ て の 面 で 外部 か ら 評価 きれ て いま す ( 最 近 表 彰 き れ て い 


る 受賞 実績 を 中 心 に 掲載 し て いま す ) 。 








全般 ポー ター 賞 (2013 年 ) 





CSR 活 動 の 継続 的 改善 


ジャ パン SDGs ア ワー ド ( 特 別 賞 「SDGs パ ー ト ナー シッ プ 賞 」) (2017 年 ) 





環境 コミ ュ ニ ケー ショ ン 大 賞 (優良 賞 ) (2018 年 、2016 年 、2015 年 ) 





海外 普及 日 本 食 海外 普及 功労 者 表彰 (農林 水産 大 臣 賞 )(2013 年 ) 








食品 産業 優良 企業 等 表彰 (農林 水産 大 臣 賞 )(2016 年 ) 








茶 産地 育成 事業 日 経 ツ ソー シャ ルイ ニシ ア チ ブ 大 賞 ( 企 業 部 門 賞 ) (2015 年 ) 





フー ド ・ ア クシ ョ ン ・ ニ ッ ポン アワ ー ド (研究 開発 ・ 新 技術 部 門 最 優秀 賞 ) (2013 年 ) 





製造 ・ 物 流 











地球 環境 大 賞 (環境 大 臣 賞 )/(2016 年 ) 





新 ・ 環 境 配慮 型紙 パッ ク 飲 料 容 稚 


リデュース ・ リ ユー ス ・ リ サイ クル 推進 功労 者 等 表彰 (農林 水産 大 臣 賞 )(2014 年 ) 





環境 賞 (優秀 賞 )(2015 年 ) 
































INS シ ステ ム 
食品 産業 ちっ た いな い 大 賞 (農林 水産 省 食料 産業 局長 賞 )(2015 年 ) 
モー ダル シフ ト 物流 環境 大 賞 ( 物 流 環境 特別 賞 )(2018 年 ) 
製品 企画 ・ エコ マー クア ワー ド 2014( 銀 賞 を 受賞 )(2015 年 ) 
開発 「 茶 殻 リサ イク ル シ ス テム リデュース ・ リ ユー ス ・ リ サイ クル 推進 功労 者 等 表彰 (農林 水産 大 臣 賞 )(2013 年 ) 
地球 環境 大 賞 (環境 大 臣 賞 )(2011 年 ) 
営業 ・ 販 売 「 お 茶 で 琵琶 湖 を 美しく 。 」 生物 多様 性 日 本 アワ ー ド (優秀 賞 ) (2015 年 ) 
| お 茶 で 日 本 を 美しく 。 」 日 本 水 大 賞 (経済 産業 大 臣 賞 )(2015 年 ) 








伊藤 園 ち 一 い お茶 新 俳句 大 賞 青少年 の 体験 活動 推進 企業 表彰 ( 丈 部 科学 省 、 審 査 要 員 会 奨励 世 )(2015 年 ) 





| KEEP IN MY BOTTLE」 *2 


FOODEX 美 食 女 子 グ ラン プリ (ドリ ンク 部 門 金 賞 ) (2018 年 ) 
〈「KEEP IN MY BOTTLE シリ アル ティ ー 7 袋 | は バイ ヤー 特別 賞 8 受賞 〉 





「 さ らき ら 健 康 ふ ミネラル むぎ 茶 」 40g FOODEX 美 食 女 子 グ ラン プリ (ママ の 愛 部 門 グラ ンプ リ ) (2017 年 ) 





「 Relax PEACH」 500ml FOODEX 美 食 女 子 グ ラン プリ (ドリ ンク 部 門 金 賞 ) (2017 年 ) 





「 ヘル シー ルイ ボス ティ ー」 500ml FOODEX 美 食 女 子 グ ラン プリ (金賞 ) (2014 年 ) 





| お ー い お 茶 新緑 ] PET470ml FOODEX 美 食 女 子 グ ラン プリ (ドリ ンク 部 門 金 賞 )(2019 年 ) 





| お 一 い お 茶 ] 


「 おーい お 茶 」 ブラ ンド が 、「 ナ チュ ラル ヘル シーRTD 緑 茶 飲料 (最新 年 間 売 上 ) | 販売 実績 
世界 一 と し て ギネス 世界 記録 @ に 認定 (2019 年 、2020 年 ) 








*1 実績 年 次 は 授賞 式 年 時 


*2 1|KEEP IN MY BOTTLE ジャ スミ ンティー 7 袋 「 KEEP IN MY BOTTLE シリ アル ティ ー 7 袋 ]「 KEEP IN MY BOTTLE プレ ミア ムル イボ ステ ィ ー 7 袋 ]「 KEEP 


IN MY BOTTLE ルイ ボス 及 ハ ー ブ テ ィ ー 7 袋 | が 受賞 





2 ウン 


コー ボレー ト ・ 
2 ルン シルバ 


22 ワラ シン (22 レ ルス 


のり 


クツ 協定 





Return On Equity の 略称 で 、 日 本 語 で は | 自己 資本 利益 率 ]。 企業 の 自己 資本 (株 主 資 本 ) に 対す る 当期 純 利 益 


の 割合 。 


2015 年 9 月 の 国連 総会 首脳 サミ ッ ト で 採択 きれ た | 持続 可能 な 開発 目標 (Sustainable Development Goals)」 の 略 。 2030 
年 まで に 、 環 境 破壊 、 人 権 配慮 や 貧困 解消 な ど 世 界 で 解決 すべ き 目 標 を 示し た も の で 、17 の 目標 と 169 の ター ゲッ ト で 構成 きれ て 
いる 。 持続 可能 な 社会 の 実現 に 向け て 、 国 や 自治 体 だ け で な く 、 企 業 の 役割 と 関与 の 重要 性 を 初め て 明確 に 示し た 点 が 特徴 。 


原義 は | 入っ て くる 、 内 向き の 」 と いう 意味 の 形容 詞 (英語 )。 外 国人 旅行 者 を 目 国 へ 誘致 する こと 。 日 本 に お いて は 、 海 
外 か ら 日 本 へ 来る 旅行 者 を 指す 。 


企業 統治 と 訳 き れる 、 企業 に お ける 意思 決定 の 仕組 み 。 企業 の 不祥事 の 発生 や 組織 全体 で の 企業 倫理 の 逸脱 な ど 
を 防ぐ た め に 重要 。 


法令 遵守 と 訳 き れる が 、 企 業 が 法律 や 内 規 な どの 基本 ルー ル に 従っ て 活動 し 、 社 会 の 期待 に 応え る こと 。 


持続 可能 性 (Sustainability) 、 持続 で きる こと 。 経済 的 発展 を し つつ 、 環境 お よび 社会 の 両側 面 に お いて 、 現 在 、 将 
米 も 引き 続き 真 献 する 考え 方 。 


第 21 回 気候 変動 枠組 条約 締約 国会 議 (COP21) が 開催 きれ た パリ に て 、2015 年 12 月 12 日 に 採択 きれ た 、 気 候 変 動 抑 
制 に 関す る 多国 間 の 国際 的 な 協定 。 日 本 は 2050 年 まで に 温室 効果 ガス の 排出 量 を 実質 ゼロ に する 目標 を 公表 。 
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主 な グル ー ブ 会 社 紹 ト (2020 年 4 月 30 昌 現在 ) 


国内 





タリ ー ズ コー ヒー ジャ パン 株 式 会 社 

チチ ヤス 株 式 会 社 

株 式 会 社 沖縄 伊藤 園 

伊藤 園 ・ 伊 藤 皿 ミネ ラル ウォ ー タ ー ズ 株 式 会 社 
ネオ ス 株 式 会 社 

株 式 会 社 グ リー ン バ リ ュー 
伊藤 園 産業 株 式 会 社 

株 式 会 社 伊藤 園 関西 茶 業 


例 





海外 
[米国 ] 
ITO EN (North America) INC. 

ITO EN (Hawaii) LLC 

Mason Distributors, Inc. 

Distant Lands Irading Co. 

1 チー スト ラリ アデ 」 

ITIO EN AUSTIRALIA PITY. LIMITED 
が ボー デール 」 

ITIO EN Asia Pacific Holdings Pte. Ltd. 
ITIO EN Singapore Pte. Ltd. 


[中 国 」 

福建 新 鳥 龍 飲料 有限 公司 

伊藤 園 飲料 (上 海 ) 有 限 公司 

[イン ド ネ シア 」 

PITIIO EN ULIKRATIAYA WHOLESALE 
| タイ ] 

ITO EN(Thailand)Co., Ltd. 


主 な グル ー プ 会 社 に 関す る 詳細 は 、 以 下 の サ イト を ご 参照 くだ きい 。 





ーー 


https://wwwr.itoen.co.jp/company/group/ 








TOPICS 


タリ ー ズ コー ヒー ジャ ラッ パン 株 式 会 社 
http://wwwr.tullys.co.jp 

スペ レン シャル グル ロー と ビー ショ ッ ク グ と し て | クリ ペコ ョ ーー 100 の 似 
食 店 の 経営 、 フ ラン チャ イズ 展開 を 行っ て いま す 。 





タリ ー ズ コー ヒー タリ ー ズ コー ヒー 福岡 空港 店 


RAYARD Hisaya-odori Park 店 


チチ ヤス 株 式 会 社 


NN ://www.chichiyasu.com/ 


主 に 牛乳 や ヨー グル ト な どの 乳 製 品 を 製造 ・ 販 売 し て いま す 。 


ーー 
W ci 





主力 製品 : チ チ ヤ ス ヨ ー グ ルト ( 諾 ) 、 
チチ ヤス ヨー グル ト 低 糖 ( 右 ) 


アン テ ナ シ ョ ッ プ | CHICHI YASU」 





(広島 県 広島 市 西区 ) 


ITO EN (North America) INC. 
https://www.itoen.com 

| おーい お 人 」 や 1TEAS TEA」 な どの 飲料 、 リ ー フ 製品 を 販売 し 
て いま す 。 また 、 お 茶 を 中 心 と する 和食 文化 $ 紹 介し て いま す 。 





ティ ー シ ョ ッ プ | matcha LOVE」 
































主 な 連結 子会社 の 状況 
( 億 円 ) 
2020 年 4 月 期 実 績 2021 年 4 月 期 計画 
売上 高 営業 利益 売上 高 営業 利益 
米国 事業 * 309(285,736 千 米ドル ) 6(6,034 千 米ドル ) 316(292.794 千 米ドル ) 10(9.956 千 米ドル ) 
タリ ー ズ コー ヒー ジャ パン 328 17 337 1 
クル バ 142 4 135 4 
為 准 レー ト ( 米 ドル ) *? 108.39 円 108 円 








*1 ITO EN (North America) INC. や TTO EN (Hawaii) LLC な ど 
*2 期中 平均 
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会 社 概要 02044 有 jaoH 更 を 





会 社 の 概要 


会 社名 株 式 会 社 伊藤 園 
英文 社名 77 〇 と /7 の . 


本 社 東京 都 涼 谷 区 本 町 3 ] 目 47 番 10 号 
設立 1966 年 (昭和 41 年 )8 月 22 日 

資本 金 19.912.300,000 円 

従業 員数 5,403 名 (単体 ) 

URL https://www.itoen.co.jD 
ーー 国 30 地 区 196 近 上 

店 舗 全国 122 店 舗 

工場 静岡 相良 工場 (静岡 県 牧之原 市 女神 21) 





神戸 工場 (兵庫 県 神戸 市 西区 見 津 が 丘 $-4-2) 
浜岡 工場 (静岡 県 御前 崎 市 新野 3406-4) 
福島 工場 (福島 県 福島 市 荒井 北 1-2-9) 
沖縄 名 護 工 場 (沖縄 県 名 護 市 伊 差 川 112) 

人 研究 所 中 央 研究 所 (静岡 県 牧之原 市 女神 21) 











非 財 務 情 報 

② CSR/ESG で ペー ジ 
https://www.itoen.cOo.jp/csr/ 

② コー ポレ ー ト ・ ガ バナ ンス に 関す る 報告 書 
https://www2.tse.or.jp/ 
disc/259307140120200626452684.pdf 


財務 情報 

O 有価 証券 報告 書 
https://www.itoen.co.jp/files/user/pdft/ir/ 
securities/202004.pdf 


株 式 の 状況 





















































発行 可能 株 式 総数 200.000.000 株 
発行 済 株 式 の 総数 ぁ 普通 株 式 89.212.380 株 
優先 株 式 34.246,962 株 
株 主 数 p 普通 株 式 44.775 名 
ぁ 優先 株 式 61.599 名 
大 株 主 
持株 数 ( 千 株 ) 合計 株 式 
株 主 名 人 
二 百 ] 遇 エア 優先 株 式 口 日 ア 26 
グリ ー ン コア 株 式 会 社 17.403 5.893 23.297 19.22 
ステ ー ト スト リー ト バン ク アン ド 
トラ スト カン パニ ー 505223 "9 0E 
公益 財団 法人 
本 正 国際 青学 財団 5.200 1.560 6,760 5.58 
日 本 マス ター トラ スト 信託 銀行 
株 式 会 ( 信 誕 ロ 3.795 89 3.884 3.20 
本 庄 八郎 2.446 。 882 3.329 2.75 
の が 2 クオ グラ ーー ヨン 
4 ー 3.304 3.304 2.73 
伊藤 園 従業 員 持 株 会 2.090 268 2.358 1.95 
用 林 ト ウス チイ ービス 
信託 銀行 株 式 会 社 2197 ョ 2192 1T26 
(信託 口 9) 
ザ パン ク オジ ニー ョ ー ク 
メロ ン (イン ター ナシ ョ ナル ) 2.098 ー- 2.098 1.73 
リミテッ ド 131800 
汗 王 り 條 ゲル ー プ ホー 
雪 作 寺本 イー ノボ 995 。 126 2090 1 の 


ディ ング ス 株 式 会 社 





※ 上 記 の ほか 、 普 通 株 式 の 自己 株 式 1.023 千 株 、 第 1 種 優先 株 式 の 自選 株式 1.192 千 株 、 
合計 の 自己 株 式 2.215 千 株 (1.79%) が あり ます 。 
※ 上 記 の 合計 株 式 出資 比率 は 自己 株 式 を 控除 し て 算出 し て いま す 。 





























優先 株 式 に つい て 
優先 株 式 と は 、 普 通 株 式 に 比べ て 利益 の 配当 を 優先 的 に 受け 
取る こと が で きる 株 式 で す 。 
優先 株 式 遂 株 式 
証券 コー ド 25935 2593 
議決 権 な し あり 
優先 配当 開 
配当 普通 了 当 客 12907 
未払い 分 は 累 生 旨 
残余 財産 分 配 権 普通 株 式 上 同等 " ー 
普通 株 式 へ の 株 主 の 意向 に よる 転換 権 は 
転換 権 な し 
単元 株 100 株 
株 主 優待 あり 





*1 議決 権 が 発生 する 場合 が あり ます 。 
*2 小数 第 一 位 を 切り 上 げ 、 た だ し 15 円 を 下限 と し ます 。 また 普通 株 式 へ の 配当 が 無配 の 場合 
H が 優先 配当 と し て 支払 われ ます 。 
*3 累積 未 払 配当 が ある 場合 は 、 普 通 株 式 に 先立っ て 優先 株 主 に 不足 分 が 支払 われ ます 。 

*4 一 定 の 事象 に より 当社 が 普通 株 式 を 対価 と し て 、1:1 の 比率 で 優先 株 式 を 取得 する こと が 





で も 、 優 先 株 式 に 対し て 1 株 当たり 15F 





あり ます 。 
【 一 定 の 事象 】 








1. 当社 が 消滅 会 社 と な る 合併 、 完 全 子 会 社 と な る 株 式 交換 、 株 式 移転 (当社 単独 に よる 6 の を 
除き ます )。2. 当社 普通 株 式 に 対す る 公開 暫 付 に より 公開 買 付 者 の 株 券 な ど 所 有 割 合 が 50% 
超 と な っ た 場合 。3. 当社 優先 株 式 が 上 場 廃止 と な っ た 場合 。 
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【 伊 藤 園 統合 レポ ー ト 2020 に 関す る お 問い 合わ せ 先 】 
CSR/ESG 推 進 部 








〒151-8550 東京 都 溢 谷 区 本 町 3 ] 目 47 番 10 号 
TEL 03-5371-7213 FAX 03-5371-7196 
E-mail csr@itoen.co.]jD 
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